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Ⅰ．研究目的

１．目的と対象

　本研究の目的は、児童虐待死亡事例を対象に、加害者たる実母が社会的にいかなる状況

に置かれていたのかを探ることにある。『平成 27・28 年度研究報告書　嬰児殺に関する研

究』（以下、「H27・28 年度嬰児殺研究」）では、0 歳児の殺害および虐待死の全体を広義の

「嬰児殺1」、そのなかでも生後 24 時間以内の殺害を「新生児殺」と分類している。この生

後 24 時間以内の殺害に対する特別な区分は植松（1951）や Resnic（1970）等の先行研究

を引き継いだものであり、本研究においてもこの基準を踏襲したうえで、後者の新生児殺

を分析対象とする。

２．問題の所在

 （１）児童虐待死亡事例

　保護者による子どもの殺害は、「間引き」や「貰い子殺し」、「児童虐待」等と名称がつ

けられながら、時に必要悪として、また時に社会問題として言及されてきた（例えば、内

山ら 1983；広井 2012）。そして、現在では「児童虐待」の 1 つとして、その防止が政策上

の課題とされている。

　さて、児童虐待を原因とする死亡事例を概観すると、「心中以外の虐待死」においては、

0 歳児の割合が突出して多いことがわかる（図表Ⅰ -1） 2。これは、死亡していない児童虐

待事例とは異なる傾向であり、厚生労働省が死亡事例の統計をとり始めた 2003年 7月以降、

今日まで一貫している（社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専

門委員会、以下専門委員会 2018：8-9）。

 

図表Ⅰ-1. 児童虐待事例件数（年齢別） 

（厚生労働省, 2004-2017, 表番号 3・4；専門委員会, 2018：8-9 より筆者作成） 
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1　日本では「嬰児殺」に分類される被害児の年齢に明確な定義はないが、本稿では作田（1980）の「裁判

慣例上、『一歳未満児の殺害』を嬰児殺として取り扱っている」（作田 1980：2）との整理に従い、1 歳未満

児の殺害を「嬰児殺」と記述する。
2　図表 I-1 の値、および専門委員会の報告書に記載の値は認知件数である。
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 （２）0歳児死亡事例――新生児殺と嬰児殺

　先行研究によれば、0 歳児の殺害のうちでも、生後 24 時間以内に殺害される新生児殺は、

他の嬰児殺（1 歳未満）と明らかに異なる特徴があるという（例えば、Resnic 1970；

Friedman et al. 2005）。他の嬰児殺では、加害者にうつ病等の精神障害がみられ、心中を企

図する場合もあることが特徴的であるのに対し、新生児殺では、加害者に精神障害はみら

れず、若い未婚の母親で、望まない妊娠であるために妊娠を隠匿・否認する特徴がみられ

るという（Friedman et al. 2005；田口 2007）。

　今日の日本では、嬰児殺については予防的にアプローチすべく、医療保健分野（特に産

科医や小児科医、保健師など）からのアプローチを中心に制度政策も改正されている。一

方で、新生児殺については、初産であっても医療機関で出産せず母子ともに危険な出産と

なるケースが珍しくないが（図表Ⅰ -2）、刑事事件化して初めて表に出るため、殺害行為に

対する加害者の有責性への注目が先行する。しかし、新生児殺を「児童虐待」として捉え

るなら、新生児殺は生後 1 日というかなり限定的な期間の殺人であるにもかかわらず、全

虐待死の約 19％を占めていることから（図表Ⅰ -3）、その社会的背景に注目し、支援のあ

り方を考察することが求められる。

３．「H27・28 年度嬰児殺研究」

　先行する「H27・28 年度嬰児殺研究」では、新生児殺の検討事例の実母が「誰にも相談で

きない」状況に置かれている事実に注目した。田口は新生児殺を起こした母に若年者が多

く、そもそも相談することさえできない、また相談・受診することで妊娠の事実を家族に

知られたくないという理由から、未受診のまま母子双方にとって危険な出産に至るという

問題があると指摘する（田口 2018：199）。上野もまた、子ども虐待による死亡事例等の検

 

注 1：「自宅」は、「専門家による介助がない自宅分

娩」を指す（専門委員会 2018：239）。 

注 2：2003 年 7 月から 2017 年 3 月までの累計。 

図表Ⅰ-2. 出産場所（新生児殺事例） 

（専門委員会 2018：239 より筆者作成） 

 

注：心中以外の虐待死に関する2003年7月から2017
年 3 月までの累計。 

 

図表Ⅰ-3. 心中以外の虐待死児童の年齢 

（専門委員会 2018：8,236 より筆者作成） 
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証結果報告において日齢 0 日死亡の割合は 21.2％3であり、各自治体や民間団体による妊娠

SOS 相談体制が整備されてきているにもかかわらず、今なお誰にも相談できないまま分娩

に至り乳児を死亡させる事例が多いことを指摘する（上野 2018：189）。そして、その「誰

にも相談できない」状況は、「様々な事情を抱えた」、「母の妊娠を怒ったり、困ったり、悲

しんだりする身近な家族」（ibid：188）が同居していることで生じていると分析する。また、

水主川は、「誰にも相談できない」背景に、母の養育環境や社会的地位（高校生であるなど）

の影響がある可能性を指摘する（水主川 2018：180）。

　虐待死事例の背景に、妊娠の事実を「誰にも相談できなかった」という深刻な問題が存

在することは、近年の学術研究においても重要課題として取り上げられている。緊急下の

母子支援について積極的な提言を行う柏木恭典は、孤立無援の状態にあり、社会の周縁で

日々の生活を送らなければならない母親たちを、「中絶」や「虐待」といった概念で説明し

ようとすることを批判する。そして、虐待死の多くが生後間もない頃に起こる事実からす

れば、緊急下の母子支援を「虐待対応に先立つもの」として位置づけたうえで、その段階

における支援の充実を図るべきことを提案している（柏木 2016：9-10）。こうした知見を踏

まえれば、児童虐待死亡事例の原因解明やその予防策を考案するためにも、妊娠や出産に

伴って実母らが抱えている「社会的孤立」の問題へと焦点を合わせることが喫緊の課題の

1 つであるといえるだろう。

　また、「H27・28 年度嬰児殺研究」では、新生児殺について、加害者である母の経済的困

窮にも焦点化された。人工妊娠中絶（以下、中絶）のための費用が工面できず、出生後の

養育費の工面にも困難を感じて、出生直後に殺害に至った点である（水主川 2018：180；

藤田 2018：183；田口 2018：191）。この経済的困窮は、配偶者や家族の有無によらず、世

帯の経済に関する負荷が、母にのみ大きくかかっていることを指す（金井 2018：177）。経

済的困窮による新生児殺は以前より指摘されてきたことでもあるが（例えば、田口 2007）、

この点について藤田は、「中絶に経済的支援を行うことには賛否あろうが、出生後に殺害す

るのであれば、適切な時期に人工妊娠中絶を行うことを検討すべきであり、少なくとも経

済的理由のみで中絶を断念せざるをえない、といった事態は避けるべきであろう」（藤田 

2018：183）と提起する。

　3 点目として、「H27・28 年度嬰児殺研究」では、母の精神疾患についても言及がなされ

ている。先行研究においては、新生児殺の場合、加害者には精神疾患が認められない特徴

があると報告されているが（例えば、Resnic 1970）、田口は Spinelli（2002）の見解を踏まえ、

新生児殺の母親にもメンタルヘルス上の問題が認められることがあると指摘する。具体的

には、母親に被虐待経験のある者が多く、妊娠中に精神病水準の妊娠否認があり、その影

響で身体的な妊娠兆候が乏しく、出産時に様々な解離症状がみられるといった問題である

（田口 2018：191）。

　最後に、「H27・28 年度嬰児殺研究」では、新生児殺に限定されないものの、父（母の配

3　上野の値は 2016 年度（単年度）に確認された虐待死に関する値であるため、前述の累計の数値と異なる。
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偶者および非配偶者）による「性的 DV とも取れる」（金井 2018：177）行為への指摘もな

された。かつて、非嫡出子に代わって嫡出子の新生児殺が増加した 1980 年代、内山らは、

責められるべきは加害者となった母親だけではないとし、妊娠に気がつかない父親の無関

心さや避妊への無頓着さについて問題提起した（内山ら 1983：172-186）。依然として、あ

る一定の水準で生起する嬰児殺であるにもかかわらず、近年の嬰児殺研究においては、加

害者のパートナーに言及することは少ないように見受けられる。金井の指摘は、我々を男

性と女性の両者が揃って初めて妊娠が成立する前提に立ち返らせ、嬰児殺を研究する上で

の重要な示唆を与える。

　以上、「H27・28 年度嬰児殺研究」では、12 事例（うち、新生児殺は 5 事例）を検討対象

として、加害者に共通する特性や社会経済的状況・関係性を捕捉した。では、これらの間

にはどのような力動が働いているのだろうか。H29 年度の本研究では、加害者の置かれた

社会経済的状況および人的関係に働く力動を検討することを目的とする。

Ⅱ．構成と方法

　本研究では以上の問題関心に即して、3つのアプローチから分析を行う。以下、各アプロー

チの概要を紹介しておこう。はじめに、第 1 のアプローチ（研究 1）では、現代における

新生児殺のリスクを高める社会的・経済的条件の組合せを検証することを目的に、配置構

成的比較分析法（Configurational Comparative Methods : CCM）の 1 つである mvQCA を用い

て分析する。「H27・28 年度嬰児殺研究」等にみるように、先行研究では新生児殺の背景

として複数の要因が指摘されている。これらが単独で強い影響を与えることもあるが、あ

る組合せによって因果を形成することもある（Rihox & Ragin 2009=2016）。そこで、研究 1

では、新生児殺という結果を構成する社会的・経済的条件の組合せ（あるいは単独の社会

的・経済的条件）を明らかにする。その結果、2 組の社会経済的条件が導出される。1 つは、

加害者となった母が経済的に困窮しており、父（生物学的）からのサポートを期待できな

い場合、もう 1 つは、母は経済的に困窮していないが、先の結果と同様に父（生物学的）

からのサポートが期待できず、かつ同居家族が妊娠に否定的である場合である。以上より、

いずれの場合にも、加害者となった母は、子の生物学的父を含む家族との間に葛藤を感じ

ていることが明らかとなるが、その態様は 2 組の間で異なると推察される。

　そこで第 2 のアプローチ（研究 2）では、加害者となった母親たちに共通する、妊娠の秘

匿に至る背景となった家族の問題解決のパターンについて、ABC-X 理論を用いて分析する。

研究 2 では、彼女たちが当座の難局を乗り越え生活を維持しようとした問題解決の構図を

明らかにするとともに、それがどのような家族関係の中で発生したのかを検討する。結果

として、3 つの構図が導かれる。まず、経済的困窮が背景にある場合、①多就業によって低

所得を補う家族で、実父母は婚姻関係にあるが、母親が同居の祖父母に対し育児と経済的
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負担の負い目を感じ犯行に至った型と、②離婚後にシングルになった母親の子育てを他の

家族が担い、一家の生計を母親が性産業で賄う型があげられる。また、③安定就業の家族

においては、父母に婚姻関係はなく、妊娠を機に父親との連絡が途絶えた母親が、社会的

不名誉を避けるため犯行に至った型が導かれる。

　では、新生児殺の社会的責任の所在や重さを判断する裁判において、こうした家族内・

パートナー間の力動はどのように解釈されているのか。第 3 のアプローチ（補論）では、

刑事裁判において、新生児殺の被告人（母）の動機が解釈されていく仕方を検討する。研

究 3 では、パートナー（父）が加害者（母）の「相談すべき者」となりうるか否かは、両

者の関係性に対する社会通念に依存することが明らかとなる。

　以上をもって、新生児殺が起きた「家族」のおかれている社会経済的状況を明らかにし、

新生児殺に対する理解を深めたい。

　なお、研究 1・研究 2・補論の対象とする事例は、図表Ⅰ -4（次ページ）のとおりである。

（文責：根岸 弓・西岡 弥生・秋本 光陽）
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図表Ⅱ-4. 本報告書の研究 1・研究 2・補論で対象とする事例一覧 （筆者作成） 

* 父 A に関する情報は確認できず。 
** 事例 C は父（生物学的）が同居パートナーであるか買春者であるかの情報なし。 
*** 「ワンナイトスタンド」とは、一夜限りの関係のことをいう。事例 D におけるワンナイトスタンドは金銭の授受なし。 

事例 年齢 職業 

子どもの数 

数字は出生順位 

白丸：生存 

黒丸：殺害・遺棄 

取消線：中絶・流産 

父 

(生物学的) 

父(生物学的)は母をどのような存在

として見ていたか 
研究 1 研究 2 補論 

1 母：31 無職 

子ども①（第 1子） 

子ども②（第 2子） 

子ども③（第 3子） 

子ども❹（遺棄） 

父 A 配偶者（法律婚の相手） ● ●  

2 母：27 雑貨店パート従業員 

子ども①（第 1子） 

子ども②（流産） 

子ども❸（遺棄） 

父 A 配偶者（法律婚の相手） ● ●  

3 母：25 保育士 子ども❶（殺害・遺棄） 父 A セックスフレンド（父 A の証言） ● ● ● 

4 母：28 
飲食店パート従業員、 

コンパニオン 

子ども①（第 1子） 父 A 婚約者 

● ●  

子ども②（中絶）  

子ども③（第 2子） 

子ども④（中絶）  

子ども⑤（第 3子） 

子ども⑥（事故・窒息死） 

父 B 配偶者（法律婚の相手） 

子ども❼（遺棄） 父 C セックスフレンド（父 C の証言） 

子ども❽（殺害・遺棄） 父 D 恋人（父 D の証言） 

5 母：43 風俗店従業員 

子ども①（第 1子） 父 A 配偶者（法律婚の相手） 

● ●  

子ども❷（死産・遺棄） 父 B 買春相手（公判情報） 

子ども❸（殺害・遺棄） 父 C 買春相手（公判情報） 

子ども❹（殺害・遺棄） 父 D 買春相手（公判情報） 

子ども❺（殺害・遺棄） 父 E 買春相手（公判情報） 

子ども⑥（流産） 父 F 買春相手（公判情報） 

子ども⑦（流産） 父 G 買春相手（公判情報） 

子ども❽（殺害・遺棄） 父 H 買春相手（公判情報） 

A 母：30 
風俗店で働きながら 

各地を転々 

子ども①（第 1子） 父 A 配偶者（法律婚の相手） 
●   

子ども❷（殺害・遺棄） 父 B 恋人（報告書情報） 

B 母：22 風俗店従業員 
子ども①（中絶） 父 A 不明* 

●   
子ども❷（殺害・遺棄） 父 B 恋人（報告書情報） 

C 母：20 風俗店従業員 子ども❶（遺棄） 父 A 恋人／買春相手** ●   

D 母：34 会社員 

子ども①（第 1子） 

子ども②（第 2子） 

子ども③（第 3子） 

父 A 配偶者（法律婚の相手） 

●   

子ども❹（遺棄） 父 B ワンナイトスタンド***（報告書情報） 

子ども❺（遺棄） 父 C ワンナイトスタンド***（報告書情報） 
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Ⅲ．分析

１．新生児殺はいかなる社会的・経済的条件のもとで発生するのか

根岸　弓

（１）本節の目的

１）目的

　本節の目的は、先行研究で報告された新生児殺の諸条件が近年の事例にも該当するかを

検証し、新生児殺をひきおこす条件の組み合わせを検討することにある。

２）先行研究の検討

①先行研究

　新生児殺を犯した加害者の社会的・経済的背景については、これまで多くの指摘がなさ

れてきた。

　古くから指摘されてきたものの 1 つが、経済的困窮である（例えば、植松 1951；作田 

1980；内山ら 1983；田口 2007，2018，専門委員会 2010，2011，2014；水主川 2018 など）。

典型的には、養育費の目途が立たないなかで、人工妊娠中絶（以下、中絶）の費用も工面で

きず、出生直後に殺害してしまうものとして報告されている。なお、加害者が既婚の場合に

は、既にいく人かの子どもがいることが多いとされる（作田 1980；内山ら 1983）。近年では、

世帯の経済的責任の過剰な負荷が加害者を精神的に追い詰める可能性に着目し、世帯の経済

的支柱を担う者が加害者であることにも注目がなされている（専門委員会 2014）。

　同様に、世間体への拘泥も古くから指摘されている（作田 1980；内山ら 1983；田間 2000）。

未婚や既婚者の私通など婚姻外で妊娠した場合に、「世間体が悪い」との理由から新生児殺

に至るというものである。戦前の中絶および新生児殺の判例を分析対象に、堕胎罪（非殺人）

と殺人（非堕胎）の線引きに関する政治性に迫った田間（2000）は、中絶や新生児殺を行っ

た理由として最も多く言及されたものが世間体であったと報告する（田間 2000：203）。ここ

から、「人々にとって何よりも『世間』が大きな圧力となって〔中絶や新生児殺が起きて〕い

たことが推察される」とし、「『世間』体は一つの有力な社会規範として人びとが行動を正当

化するのに用いられ得たということ」だと考察する  1
　 （田間 2000：203、〔　〕内引用者加筆、

以下同）。

　また、妊娠の秘匿、あるいは妊娠の事実を誰にも言えなかったとする状況は、新生児殺

特有の現象といわれる（作田 1980；内山ら 1983；田口 2007；専門委員会 2010，2011；水

1　ただし、「世間体」を理由とする新生児殺は、いうまでもなく近代法のもとでは許容されないものであり、

ここには、人々が強制力を感じ、正当化に用いられ得た「世間」という規範と、刑法の適用する規範との

間に距離のあることが見てとれる、とも田間は述べている（田間 2000：204）。
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主川 2018；上野 2018）。先行研究で度々指摘される妊婦健診の未受診や母子手帳未発行な

どの特徴は、妊娠の秘匿による結果と理解できる。妊娠が秘匿される背景には、婚姻外妊

娠といった世間体への配慮があるとの指摘もあるが（専門委員会 2011；水主川 2018）、新

生児殺 5 事例を丹念に検討した上野は、ここに加害者の妊娠に否定的反応を示す同居家族

の存在を指摘する（上野 2018：188）。つまり、加害者の妊娠前に、同居する家族から妊娠

に対する何らかの否定的反応が示されていると、加害者は妊娠の事実を秘匿するようにな

り、援助を求めることができなくなるのではないか、というのである。上野の指摘は、本

来サポート関係が期待される同居家族の存在が、ある場合には母を追い詰めるリスクにな

りうるとの指摘であり、「家族は構成員を互いにサポートするもの」という近代家族の前提

に一石を投じるものである。また、そうした家族が「同居している」ことがリスクである

ならば、同居や近居によって、母の生活や子どもの養育に対する物理的サポートの面でも

期待される家族が、実は新生児殺のリスクになりうるとの指摘にもなり、家族の物理的な

側面での福祉的役割に関する認識の転換が迫られる可能性もある。

　家族を含めたサポート関係については、上野による上記の指摘の他、夫が家庭内のこと

に無関心であったり、母が家族以外に頼れる人がないような状況から、加害者となった母

が絶対的な孤立（家庭内外、双方からの孤立）におかれていたとの指摘もみられる（内山

ら 1983：176；専門委員会 2011：17）。内山は、こうした母の状況が新生児殺の遠因となる

と述べる（内山 1983：17）。

　加えて、近年注目されるようになってきたものに、「望まない妊娠」と関係機関（公的機

関）との接触の無さがある（専門委員会 2011 など）。新生児殺と 0 か月児殺に共通して、「望

まない妊娠」は多くみられ、関係機関との接触はあまりみられない傾向にあるとされる（専

門委員会 2011：38，43；専門委員会 2017：235，237）。この他、理由は定かではないが、「母

が有職である」（田口 2008 など）ことも、新生児殺を犯した加害者の社会的地位として指

摘されている。これは他の虐待死とは異なる特徴である。

　あるいは、新生児殺には、加害者の特性別に 2 つの大きな類型があるとの指摘もある。

作田（1980）は、1977 年に発覚した嬰児殺 77 例（うち新生児殺 53 例）を対象に、加害者

や被害児の社会経済的地位や属性、および父との関係を含む母の妊娠・殺害に至る経路を

調べた。その結果、新生児殺は「アノミー型（無規範型）」と「間引き型」に類型化できる

として、各類型に共通する背景を指摘した。まず、「アノミー型」に分類される事例では、

加害者となった母は、未婚・既婚のいずれであっても、相手の男性と知り合って半年以内

に婚外交渉によって妊娠し（「アノミー型」の 90％が該当）、出産時には 91％が別れていて、

パートナーからのサポートが得られない状況にあった。また、75％は、妊娠の事実を自分

以外の誰にも話していなかった（作田 1980：43）。相対的に学歴は高いが、中絶のための

費用が捻出できなかったり、中絶の決断が遅れたりすることで中絶の機会を逸し、世間体

への配慮から新生児殺に至っているという（ibid：41）。一方、「間引き型」の事例では、加

害者は既婚であり、子どもは嫡出子であるが、既にいく人かの子どもがいるため、経済的
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困窮から養育ができないと考え、中絶費用も用意できずに新生児殺に至るという。そうし

た状況下で子どもを妊娠するのは、避妊に対する知識が欠如しているためであり、相対的

に学歴が低く、社会経済的地位も低い（ibid：42-43）。新生児殺全体の特徴としては、出

産前に殺害を決めていることが多く産着などの準備をしていないこと、母性愛が希薄であ

ること2、および男性の無責任さがあげられている（ibid：46）。

　なお、本文中に言及はないが、加害者の精神科診断の結果について、他の乳幼児殺では

72％に「異常あり」の診断があるものの、新生児殺はいずれの類型においても「異常あり」

は 0％となっている（ibid：42、表 V）。加害者に精神疾患がみられないことは、他の先行

研究においても新生児殺の特徴として指摘されている（例えば、福島 1977；作田 1980；

田口 2007）。

　作田と同時期に発表された内山ら（1983）は、被害児の属性（嫡出子／非嫡出子）から新

生児殺を類型化して分析を行っている。その結果、作田と同様に非嫡出子の場合には世間体の悪

さが、嫡出子の場合には経済的困窮が、新生児殺の背景として導出された（内山ら 1983：177）。

②先行研究の限界と本研究の目的

　先行研究において、新生児殺が起きた社会経済的要因は単独で指摘されることは少なく、

いくつかの要因が並列して指摘されている。例えば、田口（2007）では、加害者である母

親は、未婚で経済問題のある者が多く、精神障害がほとんどないこと、被害児は婚外子が

多いこと、犯行理由は出産を望まなかったためであり、間引き型も 4 割強（41.6％）みら

れるとされる（田口 2007：118）。

　Mill を引くまでもなく、社会に生起する現象には原因・要因の複雑性が観察される（Mill 

1843：452 ＝ 1949：298）。また、これらの現象は、異なる原因の組合せによって、同じ結

果を生じさせることがある（Rihoux and Ragin 2009 ＝ 2016：18-19）。作田（1980）や内山

ら（1983）、田口（2007）では、背景となる加害者の社会経済的要因の組み合せや、異な

る原因条件の組み合わせの存在に目配りされているが、あげられた全ての要因が必要であ

るのか、あるいは、ある特定の背景の組み合わせ（単独である場合を含む）で当該事象が

生起するのか等については、十分に焦点化されているとはいえない。また、他の文献で指

摘されている他の要因がどのように関与するのかについては、明らかでない。

　また、手続き上の問題として、新生児殺の背景となる社会的・経済的要因を対象事例か

ら導出する過程が、十分に透明性を確保できているとはいえない点がある。先行研究で対

象とされた事例について、上野（2018）と水主川（2018）を除き、いずれの研究において

も詳細は明らかにされていない。婚姻上の地位や年齢等は問題ないが、「対人問題あり」（田

口 2007）や「出産前に殺害を決めていることが多〔い〕」（作田 1980）と記述される具体的

根拠は明記されていないため、事例に流れる文脈の理解や再検証の機会が制限される限界

がある。

2　ただし、母性愛が強いと考えられる例もあるとの言及もある（作田 1980：46）。
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　最後に、先行研究の多くは 1980 年代に行われ、2000 年以降の研究はごくわずかである限

界もある。現在の新生児殺においてもなお、先行研究の知見が生きているのかを検証する

必要がある。

（２）方法

１）分析方法

　新生児殺の事例が内包する要因の複雑性の余地を残し、かつ、その因果についていくら

かの簡略的な仮説を提示する方法として、本研究では multi-value QCA（以下、mvQCA）

を採用する。mvQCA は、多元結合因果（multiple conjunctural causation） 3を念頭におく配置構成

的比較法（Configurational Comparative Methods: CCM）4の 1 つであり、小規模の事例数（10

程度まで）だけでなく中範囲の事例数（10 から 100 程度）にも対応可能な方法である（Rihoux 

and Ragin 2008 ＝ 2016：15，18-20） 5。その演算はブール代数をベースとする。CCM では、

ある事象が生起した／しなかったことを「結果（outcome）」といい、当該事象の背景・要因

等を「条件（condition）」という。また、ある結果・条件が「存在する」場合を「1」（条件

の場合には、「1」・「2」・「3」・・・）、「存在しない」場合を「0」と表記する。以下の分析

では、この用法に則り記述する。

２）分析対象・結果の設定

　本節の分析対象は、（i）「H27・28 年度嬰児殺研究」で収集した新生児殺 5 事例（事例 1

から事例 5）、および（ii）2008 年度から 2018 年 7 月 1 日現在までの間に発表された地方自

治体による死亡事例検証報告書から確認できた 8 事例のうち、情報量が極端に少ない事例、

知的障害により自身の妊娠に気づかず新生児が死亡に至った事例、自宅出産後に病院へ搬

送するなど作為・不作為によらず明らかに殺害の意図がないと思われる事例を除く 4 事例

（事例 A から事例 D）、計 9 事例である。

　なお、先行研究においては、加害者が未成年である場合に、特別な背景のあることが指

摘されている（例えば、近藤 2008）。しかし、本研究において、未成年者による新生児殺

は地方自治体による検証報告で報告された 1 事例しか収集できなかった。そのため、偏り

を考慮し、分析から除外した。

　また、CCM においては、通常「ある事象が生起した」等のポジティブな結果を持つ事例

と、「ある事象が生起しない」等のネガティブな結果を持つ事例の両方を含んでいることが

望ましいとされる（Rihoux and Ragin ＝ 2016：38）。しかし、本稿においては、事例収集の

3　多元結合因果とは、異なる要因の組み合わせが同じ結果を生む可能性を考慮に入れる、因果関係の概念

である（Rihoux and Ragin ＝ 2016：18-19）。
4　CCM は、crisp-set QCA（csQCA）、multi-value QCA（mvQCA）、fuzzy-set QCA（fsQCA）、MSDO/MDSO（most 
similar but different outcome / most different but similar outcome）の 4 つの手法から構成される。詳細は、石田敦・

齋藤圭介監訳（2016）『質的比較分析（QCA）と関連手法入門』を参照のこと。
5　本研究の分析対象は 9 事例だが、CCM は中範囲および大規模の事例数にも応用できるため、さらに分

析対象の事例数を加えることも可能である。
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制約上、新生児殺が「生起した」事例（Outcome = 1）のみ扱う。「生起しない」事例（Outcome 

= 0）との比較分析については、別稿で論じたい。

３）条件の選定

　次に、本研究で検証する条件（新生児殺が起こる要因）を選定する。先行研究から得ら

れた条件は、以下の 15 項目である（図表Ⅲ -1-1）。すなわち、①年齢、②有職（専業主婦

が少ない）、③経済的困窮、④加害者が世帯の経済的な支柱、⑤婚姻上の地位（未婚／既婚）、

⑥子の地位（婚姻外妊娠）、⑦妊娠に否定的な同居家族、⑧サポートを期待できない生殖パー

トナー、⑨世間体の悪さ、⑩相談先に関する知識の有無、⑪関係機関との接触の有無、⑫

加害者の家族内外における絶対的孤立、⑬妊娠の秘匿、⑭学歴、⑮精神障害なし、である。

　このうち、「⑫加害者の家族内外における絶対的孤立」は、これを満たす基準が十分に明

確とはいえず、議論が求められる。同居家族・親族の無関心、および友人・近隣住民との

付き合いも全くない状態が客観的証拠によって証明されれば「⑫加害者の家族内外におけ

る絶対的孤立」が満たされるのか、あるいは、加害者が「関心を寄せてくれる人が一人も

いない」と訴えれば足りるのか、先行研究でははっきりしない。そのため、本研究の分析

 

図表Ⅲ-1-1. 先行研究で得られた条件 （筆者作成） 

No. 条件内容 出典 

① 年齢 福島（1977）、内山ら（1983）、専門委員会（2010，2011） 

② 有職（専業主婦が少ない） 田口（2007） 

③ 経済的困窮 植松（1951）、作田（1980）、内山ら（1983）、田口（2007）、水主

川（2018）、専門委員会（2010，2011，2014） 

④ 加害者が世帯の経済的な支柱 専門委員会（2014） 

⑤ 婚姻上の地位（未婚／既婚） 福島（1977）、作田（1980）、田口（2007）、専門委員会（2010，

2011） 

⑥ 婚姻外妊娠 福島（1977）、作田（1980）、田口（2007）、専門委員会（2011） 

⑦ 妊娠に否定的な同居家族 上野（2018） 

⑧ 
サポートを期待できない生殖パ

ートナー 作田（1980）、内山ら（1983） 

⑨ 世間体の悪さ 作田（1980）、内山ら（1983）、田間（2000） 

⑩ 相談先についての知識の有無 専門委員会（2011） 

⑪ 関係機関との接触の有無 専門委員会（2011） 

⑫ 加害者の絶対的孤立 内山ら（1986）、専門委員会（2011） 

⑬ 妊娠の秘匿 作田（1980）、内山ら（1983）、田口（2007）、専門委員会（2011）、
水主川（2018）、上野（2018） 

⑭ 学歴 作田（1980）内山ら（1983） 

⑮ 精神障害なし 福島（1977）、作田（1980）、田口（2007）、専門委員会（2011） 
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からは除外する。

　また、「⑬妊娠の秘匿」は、妊娠を秘匿しなければならないと思わせる要因が必要とな

るため、条件になりえない。そのため、分析から除外する。

　「⑭学歴」は、先行研究において評価が分かれる項目である（相対的に高いグループと

相対的に低いグループがあるとする作田と、中卒が最頻値であり学歴は低いと結論づける

内山ら）。本研究ではこれを検証する目的で、中卒であるか否かを条件に加えることも可

能だが、情報を確認できなかった 1 事例を除き、分析対象者に中卒者はいなかった。その

ため、条件として成立しえないことから、本研究では除外する。

　最後に、「⑮精神障害なし」は、事件前後に精神科医による診断を全ての加害者が受けて

いるわけではなく、診断を受けていないが精神疾患に罹患している場合のあることを考慮

し、今回の分析からは除外する。

　以上より、本研究で設定する条件は 11 とする。

４）2値の割り当てと真理表

① 9事例の生データ

　はじめに、9 事例の 11 条件に関する生データを示す（図表Ⅲ -1-2 ～図表Ⅲ -1-5）。本デー

タは、「H27・28 年度嬰児殺研究」で収集した公判傍聴資料、地方自治体の死亡事例検証

報告書（以下、検証報告書）と新聞報道によるものである。なお、上記資料から確認でき

なかった情報については、当該事例を報告した自治体の協力を得て、新たに収集した。

　全 9 事例の概要は以下のとおりである。下記概要において、公判で聞かれた発言や検証

報告書に記載の内容は「　」で示すが、検証報告書からの引用は、当該事例の特定につな

がることに配慮し、倫理的理由から出典を明記しない。

　事例 1 は、3 世代同居で 3 人の子どもがいる夫婦の第 4 子が死亡した事例である。経済的

に困窮しており、体調の優れない父方祖母が近隣住民に対し「あの家は子どもばかり産んで」

と話していたことから、母は、同居の父方祖父母に妊娠・出産への否定的感情を見ていた。

また、反対を押し切っての結婚であり、実家を頼ることもできなかった。母は単独で自宅

出産し、出生直後に死亡した本児を一人で先祖の墓前に埋めた。

　事例 2 は、父母と本児のきょうだい、および母方祖父母と母方伯父が同居する世帯で、

第 2 子が死亡した事例である。父母の経済的困窮から母方祖父母らと同居することになり、

祖父母から、第 2 子を妊娠したら家を出てもらうと言われているなかで妊娠した。母は妊

娠を打ち明けられないまま自宅出産となり、生まれた本児が死亡に至ったケースである。

なお、本児の死因は鼻口閉塞による窒息死であり、訪問した親戚が押入れから偶然に死体

を発見したことで事件が発覚した。

　事例 3 は、保育士として働く女性が初産の子を殺害した事例である。母は祖父母（母の

両親）と同居し、未婚であった。本児の生物学的父は、妻子がいることを隠して母と性交

渉をもち、母の妊娠後、これを面倒に思い、母からの連絡を一切無視するようになった。
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母は父の反応がないことから中絶を決断できず、「妊娠したと言えば両親を悲しませる」、「勤

務先に妊娠が知られればクビになるかもしれない」と思って妊娠を秘匿し、出生直後の殺

害に至った。

　事例 4 は、自宅から 2 人の乳児の遺体が発見された事例である。母には既に子どもが 3

人おり、祖母と叔父・叔母（母の母親と弟妹）との計 6 人で生活していた。祖母は、母が

働く間、母の 3 人の子どもたち（祖母からみて孫）の面倒をみる名目で子守料を徴収し、

この子どもたちの児童手当・児童扶養手当も管理していた。母は経済的に困窮し、複数の

男性と交際するなかで被害児を妊娠、1 人は死亡（出生時の生死不明）、1 人を殺害した。

　事例 5 は、自宅の庭から 5 人の乳児の遺体が発見された事例である。母は、祖父と叔父（母

の父と弟）、および長男の 4 人で暮らしていたが、その日の生活費を欠くほどの経済的困

窮状態にあった。生活費を工面するために売春を始め、1 人を死産、4 人を殺害して自宅

敷地内に埋めた。母が売春を続けた理由は「家族 4 人が一緒に暮らすため」であり、売春

は「苦しかった」。母が長男の妊娠を祖父に伝えた際、「悲しそうというか、つらそうに見

えた」ために、母はその後の妊娠を打ち明けることも、また、生まれた子を育てたいと思っ

た気持ちを口にすることもできなかった。

　事例 A は、長男を連れて各地を転々としていた母が、ホテルで第 2 子を出産し、ビニー

ル袋に入れて窒息死させた事例である。母は中学 1 年のときに自らが養子であることを知

り、「養父母も他人だと思うようになり、ずっと自分は一人なんだと思って生きてきた」。

既婚ではあったが、結婚 10 か月後から母は自宅を出、携帯サイトで自分と長男の面倒を

見てくれる人を探しながら、事件発生までの 3 年 5 か月間、転々とした生活を送っていた。

　事例 B は、第 1 子を自宅に隣接する畑で出産し、ハサミで殺害したのち、駅トイレ内の

ごみ箱に遺棄した事例である。母は、祖父と伯父（母の父と兄）と 3 人で暮らしていたが、

19 歳のときに中絶し、そのときの経験から、祖父と育ての親である曾祖母には被害児の

妊娠を気づかれたくないと思っていた。世帯は経済的には困窮しておらず、「妊娠に気づ

くのが遅れて中絶できなかったが、自分の時間とお金を奪われたくなかったから殺害した」

というケースである。

　事例 C は、自宅出産した第 1 子の遺体を生活ごみの入ったごみ袋に入れ、海岸で燃やし

た事例である。母は交際相手と同居していたが、経済的に困窮しており、交際相手に内密

で性風俗店に勤務していた。「同居男性に妊娠を知られて嫌われたくなかった」との理由

から、出産後間もなく亡くなった本児の遺体を燃やした。

　最後に、事例 D は、夫と 3 人の子どもたちと暮らす母が、他の男性の子どもを妊娠し、

自宅出産ののちに 1 人の遺体を自宅倉庫に、別の 1 人の遺体を雑木林に遺棄した事例であ

る。世帯の経済状態はぎりぎりで、第 3 子出産後、母は虚しさを感じるようになったが、

これを父が受け止めることはなく、母は他の男性と会うようになった。なお、1 人は自宅

出産翌日に死亡し、もう 1 人については殺人の認否は保留され、嫌疑不十分で不起訴となっ

た。
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図表Ⅲ-1-2. 9 事例の 11 条件に関する生データ（条件①-条件⑥） （筆者作成） 

事例 No. 

①加害者の

犯行時の

年齢 

➁有職 

（事件当時の職業） 
③経済的困窮 

④世帯の 

経済的支柱 

⑤婚姻上の 

地位 

⑥婚姻外 

妊娠 

(生殖パー 

トナー) 

事例 1 母：31 無職 
・母「経済的に苦しい」「出産費用を

準備できるのか不安だった」 
・父「経済的に厳しい」 

父 既婚 
(有配偶) 

婚姻内妊娠 
(配偶者) 

事例 2 母：27 雑貨店パート従業員 ・保育園入園のためサラ金から借金 
・生活費、出産費用にも困窮 

母方祖父母 
母方伯父 

既婚 
(有配偶) 

婚姻内妊娠 
(配偶者) 

事例 3 母：25 保育士 

・母「お金には苦労していません。

祖父が私に車を買ってくれたこと

もあった」「私の給料はそのまま手

に残ることもあった」 

祖父 未婚 
婚姻外妊娠 
(特定のパー

トナー) 

事例 4 母：28 飲食店パート従業員 
コンパニオン 

・児童扶養手当、児童手当受給 
・生活保護基準の半分以下の所得 
・同居の祖母に支払う子守料：時間

あたり 1,000 円、コンパニオンの仕

事に 1回行く度に 7,000円の子守料

が発生していた。 
・各種手当が給付される通帳は祖母

の管理であり、母は当該手当の金

額を把握できていなかった。 
・母は祖母に月 5 万円入れ、コンパ

ニオンの給料は全て祖母に渡して

いた。 

母 既婚 
(離別) 

婚姻外妊娠 
(特定のパー

トナーでは

ない) 

事例 5 母：43 風俗店従業員 
売春 

・児童扶養手当、児童手当受給 
・同居の祖父は勤務先倒産のため 6

年間無職で無収入、62 歳から年金

受給 
・同居の叔父は月 2-3 万円を世帯に

入れていた。 

母 既婚 
(離別) 

婚姻外妊娠 
(特定のパー

トナーでは

ない) 

事例 A 母：30 風俗店で働きながら

各地を転々 

・携帯電話サイトで母と長男の世話

をしてくれる相手を探しながら、

各地を転々 
母 

既婚 
(別居) 
(同居 10 か

月、別居 3
年 5 か月) 

婚姻外妊娠 
(特定のパー

トナーでは

ない) 

事例 B 母：22 風俗店従業員 

・経済的困窮なし（過去に祖父に借

金を払ってもらったことがあり、

これまで度々祖父に助けてもらっ

た経験から、「今回も助けてくれる

だろうと思っていた」。） 
・母「家は経済的に困っていない」 

祖父 未婚 婚姻外妊娠 
(不明)* 

事例 C 母：20 風俗店従業員 ・アパート代、電話料金の支払いに

滞納あり 
母 
パートナー 未婚 婚姻外妊娠 

(不明)** 

事例 D 母：34 会社員 ・母「生活は苦しい。ぎりぎりか赤

字。食費を節約する等していた」 父 既婚 
(有配偶) 

婚姻外妊娠 
(配偶者では

ない) 

注：図表Ⅲ-1-2～図表Ⅲ-1-5 の表中「 」内は本人の発言による。発言の強度や趣旨を損なわない範囲で一

部に要約・修正を加えている。 
* 逮捕後に鑑定が行われ、被害児の父は同居男性であることが判明した。事件発生時点で本児の父（加害

者の生殖パートナー）が誰であるか不明であったため、本表では「不明」とした。 
** 同居するパートナーはいるが、死亡した本児の父が同居パートナーであるか買春者であるか明らかでな

いため、本表では「不明」とした。 
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図表Ⅲ-1-3. 9 事例の 11 条件に関する生データ（条件⑦） （筆者作成） 

事例 No. 
事件当時の同居 

家族（参考） 

⑦妊娠に否定的な同居家族 

（妊娠に対する同居家族の認識・態度、母の同居家族に対する認識） 

事例 1 

父方祖父 
父方祖母 
父 
姉（7） 
兄（5） 
姉（2） 

・母「父方祖父母（母からみて義父母）に育児は頼めなかった」「祖母は体調不良であり、『孫は良

い子だけど、私は疲れる』と言われ、負担をかけていると思っていた」「実家の家族は結婚に反対

で、父や父方家族の愚痴が言えなかった」 
・母「近隣住民について『あそこは子どもばかり作って』と言っているのを聞いて、自分もそうい

う人なんだと思った」「第 3 子のときも、妊娠を伝えれば産んでよいと言ってもらえた。だから、

本児も、妊娠を伝えれば、義母も義父も夫も『産んでいいよ』と言うとは思っていたが、体調面や

金銭面を考えれば、実際『なんでまた子どもなんて』と内心思っているのではないかと思った。本

音と建て前は違うのではないかと思うようになっていた。それで妊娠を言い出すことができなかっ

た」 

事例 2 

母方祖父 
母方祖母 
伯父 
父 
兄（8） 

・母「父には妊娠がわかった時点で報告していた。しかし、4 か月後に父のいる前で祖母から妊娠事

実を確認され、とっさに流産したと嘘をついた」「家族に良く思われたい、嫌われたくないという

思いから、出産の事実を誰にも言えなかった」 
・母方祖父「娘夫婦に経済的に自立するよう何度か言った」「娘（本児の母）から経済的に苦しい旨

を聞いたことはない。こちらから尋ねることもなかった」「事件前、娘夫婦との間で、経済的に苦

しいことに関する話題にはあえて触れなかった」「経済的に自立できない間は 2 人目を作らないよ

う、妻（祖母）とともに意見していた」 

事例 3 祖父 
祖母 

・母「親は真面目で、未婚での妊娠を知れば悲しむと思い、相談できなかった」 
・祖母「事件翌日に病院で娘（本児の母）が性交渉を持ったことがあることを知り、驚いた」「何度

か付き合っている人はいないかと聞いたことはある。交際男性ができても、それはそれでよいと思

っており、結婚して、子どもでもできてくれればよいと思っていた」 
・祖母「妊娠には気づかなかった。出産当日は顔色が悪いこと、普段と異なり夕方に風呂に入った

ことをおかしいなとは思ったが、深くは尋ねなかった」 

事例 4 

祖母（50） 
叔父（15） 
叔母（11） 
姉（11） 
兄（6） 
兄（2） 

・母「初めて妊娠したのと同じ頃、祖母（母の母）が出産した。出産したばかりで大変だと思った

から、自分の妊娠を打ち明けることができなかった」「祖母も家族も金銭的に余裕がなく、妊娠に

ついて相談したら困らせると思った」「病気で亡くなった子の葬儀や埋葬についても、誰に相談し

てよいかわからず、相談できなかった」「殺害した 2 人目の子を自宅出産したときには、妊娠がば

れちゃってもいいというか、ばれちゃったほうがいいというか、思っていた」 
・祖母「出産時、母のうめき声を聞いたので声をかけたが、大丈夫だと言うのでそのまま寝た。生

まれたら生まれたと言ってくると思い、声をかけたり確認はしていない」「母の在宅時は、母が病

気でも母と孫の食事は準備しない。自分の家族の面倒は自分でみるもの」 
※ 妊娠に対し同居家族が否定的態度をとった旨の発言記録なし。ただし、母のきょうだいから妊娠

について何度も尋ねられ、母は「太っただけ」と言い張って妊娠を秘匿し続けた。秘匿した理由に

ついては、一貫して「相談してもどうしようもないと思って相談しなかった」とだけ答えている。 

事例 5 
祖父 
叔父 
兄（中学生） 

・母「長男の妊娠を祖父に伝えたとき、悲しそうというか、つらそうに見えた」「これまで自分が生

計を支えていたため、祖父や叔父が収入を得るようになっても、家に入れるよう言えなかった」 
・祖父「娘（本児の母）が高校生のとき妻（本児の祖母）の死亡とともに自宅（祖父宅）へ来た。当

時もあまり話をしなかった。結婚後夫婦で同居せず、娘とその子は自分と同居することになったが、

理由は聞いていない」「家計は娘に任せきりでどうなっているか確認していない。娘がバイトで支

えていると思っていたが、勤務先はスナックか飲み屋だと思っていた」「娘の妊娠には気づかな

かった。一度だけお腹が大きいように思ったことはあったが、本人には確認していない」「同居し

ながら、会話はほとんどない」 

事例 A 兄（3） 
・母「中学 1 年のときに自分が養子だと知ってから養父母も他人と思うようになり、誰にも悩みを

話せなくなった。ずっと自分は一人だと思って生きてきた」 
※ 妊娠に対する否定的態度に関する情報なし。 

事例 B 祖父（54） 
伯父（23） 

・祖父には、妊娠が知られると叱られる。 
・母は以前に 1 度中絶経験あり。中絶手術には曾祖母（母の父方祖母）が付き添う。このときの経

験から、祖父と曾祖母は、妊娠を気づかれたくない存在として、母に認識されていた。 
・祖父「仕事が忙しく、母の養育を曾祖母（母の祖母）に任せきりで、母の今回の妊娠および 19 歳

時の妊娠にも気づかなかった。19 歳時の妊娠の際には中絶に至ったが、中絶の付き添いも曾祖母に

任せた」 
・母は祖父や曾祖母と愛着関係を結べておらず、伯母伯父とも幼少期から折り合いが悪かった。 

事例 C パートナー

（23） ※ 妊娠に対する否定的態度に関する情報なし。 

事例 D 

父（33）* 

姉（8） 
姉（6） 
姉（3） 

・母「三女出産後、『空しい』『生活から逃げたい』と思っていた。夫にもっと子どもの話を聞いて

ほしかった」 
・母は初めに死なせた子どもの妊娠時、ママ友や会社の同僚には相談したが、夫や家族には相談し

ていない。理由は、「迷惑をかけたくない」「離婚して子どもと離れるのが嫌だった」。 
・2 番目に死なせた子どもの妊娠は誰にも話していない。「知られてはいけない」一心だった。 
※同居家族の妊娠に対する否定的言動に関する報告なし。 

* 母の夫だが、死亡した子の生物学的父ではない。   
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図表Ⅲ-1-4. 9 事例の 11 条件に関する生データ（条件⑧） （筆者作成） 

事例 No.
⑧サポートを期待できない生殖パートナー 

（中絶・出産・養育に対する生殖パートナーの認識・態度、生殖パートナーのサポートに関する母の認識） 

事例 1 

・母「夫の収入だけで暮らしていたので、その収入だけでは 4 人目が生まれれば苦しくなると思っていた」「亡く

なった後誰にも言えず墓地に埋めたのは、『元気な赤ちゃんが生まれた』のであれば良かったのかもしれないが、

冷たくなった赤ちゃんを見せることができなかったから」 
・子ども①（第 1 子）・子ども②（第 2 子）・子ども③（第 3 子）・子ども❹（遺棄）の父「母の妊娠には、妊娠 8
か月頃から気づいてはいたが、自分から何か言うことはなかった。なぜなら、既に 3 回出産しており、妊娠・出

産の危険性は母が自分で理解していると思っていたから、何かあれば母から言ってくると思っていた。言ってこ

ないのは何か理由があると思い、それを聞くのが怖かったため、こちらから尋ねることもしなかった」 

事例 2 

・母「経済的困窮について父には相談できなかった。お金の管理は自分がしており、困窮は自分のせいなので父に

相談しても無駄だと思っていた」 
・母は経済的困窮から、パート就労のほか、家族に内密で父の不倫相手から慰謝料をとり、また窃盗を重ねていた 
・子ども①（第 1 子）・子ども②（流産）・子ども❸（遺棄）の父「長男の出生（母の勤務先倉庫で出産）について、

あまり気にしていなかった」「2 人目を控えなければならない気持ちもありはしたが、つきつめて考えてはいなか

った」 
・父は本児は流産したと聞き、これを「信じていた」と証言したが、分娩中、父が部屋をのぞいていたとの報告あ

り。弁護士「分娩中の部屋をのぞいていたとあるが、奥さんの様子がおかしいと感じなかったか？」父「そんな

に大きく変わったことはなかった」 

事例 3 

・母「パートナーから『付き合ってほしい』と言われ、性交渉をもった。避妊具をつけてほしいと言ったが、『大

丈夫』と言ったり不機嫌になるなどしてつけてくれず、徐々に態度がきつくなり、自分が悪いことをしているよ

うな気持ちになって、要求しなくなった」「パートナーの気持ちを何回か確認したが、はぐらかされた」 
・母「妊娠したかもしれないと何度も父に連絡し、電話もしたが反応はなかった。もし連絡が取れたら父が『結婚

してほしい』と言ってくるかもしれない、そのときは結婚しようと思っていた。また、中絶してほしいと言われ

たらそうしていた」 
・子ども❶（殺害・遺棄）の父：「母はセックスフレンドの一人。初めは遊びがばれないよう母が生理でセックス

ができないときも会っていたが、『生理がこない』との連絡が何度か入り、面倒くさいやつだと思って無視した」 

事例 4 

・母「中絶を考えていたが、予想以上に金額が大きくパートナーに相談できなかった」 
・子ども①（第 1 子）の父：母とけんか別れになり、乳児だった長女を連れて帰ろうとするが途中で泣かれ、母に

返して後音信不通。 
・子ども②（中絶）・子ども③（第 2 子）・子ども④（中絶）・子ども⑤（第 3 子）・子ども⑥（事故・窒息死）の父：

結婚するも無収入で家にお金を入れず離婚。DV あり、あばらを折られ警察介入もあった。 
・子ども❼（遺棄）の父「彼女に恋愛感情はなく、会ったらセックスするという都合の良い関係だった。彼女から

避妊薬を飲んでいるから大丈夫と言われ、避妊具をつけずに膣内に射精していた」「もし子どもができたと言わ

れていたら、生まれても育てることができないので、お金を出して中絶を選択していたと思う」 
・子ども❽（殺害・遺棄）の父「子どもがなつき始めており、結婚してもよいかなと思ったりしていた」「彼女が

逮捕されたばかりの頃は、彼女のためにできることがあればしてあげたいと思っていた。しかし、自分を育てて

くれた家族を悲しませたくないと思うようになり、今は正直、彼女とは距離をおきたいと思っている」 

事例 5 

・母「避妊をしないほうが数千円多くもらえたり、お客さんが喜んだりしたので、避妊はしなかった。見ず知らず

の男性と関係を持つのは苦しかった」 
・弁護士「お客さんはあなたの苦しみを理解してくれたか」母「理解してくれなかった。お金を払っているからと

いって、物のように扱われたり、ひどいことを言われたりした」 

事例 A 
・母は本児の父にはっきりと支援を求めるような相談をしていない。 
・子ども❷（殺害・遺棄）の父：年齢不詳。本児の妊娠 3 か月前から同居、妊娠 2 か月で別居（母が家を出る） 
・母の配偶者は本児の兄出産直前に同居、出産 1 週間後に結婚、10 か月後に別居（母が家を出る） 

事例 B ・母は同居家族にもパートナーにも誰にも妊娠の事実を話していない。 
・パートナー「彼女の妊娠に気づかなかった」 

事例 C ・母は勤務先について同居するパートナーには伝えていなかった。「知られれば嫌われる、軽蔑されると思った」 

事例 D ※ 生殖パートナーに関する情報なし。 
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② 2値の割り当て

　以上の 9 事例に対し、4）で設定した 11 の条件が「存在した（＝ 1・2・・・）」か、あ

るいは「存在しなかった（＝ 0）」かを割り当てる。この割り当ては、以下の基準で行う（図

表Ⅲ -1-6）。

　条件 1「年齢」（略称 AG：age）は、先行研究において、2 つの山が指摘されている。す

なわち、20 代前半まで（福島 1977；内山ら 1986）と、30 代前半まで（内山ら 1986）であ

る。この 2 つの山は、婚姻上の地位との関連で理解されているが（内山ら 1986）、本研究

ではこの関連性の検証を含め、20 歳から 25 歳までを「2」、26 歳から 35 歳までを「1」、

36 歳以上を「0」とする6。

　条件 2「有職」（略称 JB：job）は、雇用形態に関わらず加害者である母が何らかの所得

 

図表Ⅲ-1-5. 9 事例の 11 条件に関する生データ（条件⑨-条件⑪） （筆者作成） 

事例 No. ⑨世間体の悪さ ⑩相談先の知識 
⑪事件当時の関係機関

との接触 

事例 1 言及みられず* 言及みられず* ・幼稚園 

事例 2 言及みられず* ・産婦人科受診あり 
（妊娠の確認をしている） なし 

事例 3 

・母「勤務先に知られれば退職しなければなら

ないと思った」「両親に恋人でない人の子ど

もを妊娠したと言えば悲しませると思った」

「中絶が相手男性と連絡がとれないままでも

可能か否かわからず、また中絶すれば病院か

ら両親に連絡が入ると思い、誰にも知られた

くなかったために病院へ行のがはばかられた」 

・保育士資格あり、相談先に関する

知識は習得済 勤務先以外の接触なし 

事例 4 言及みられず* 言及みられず* ・市役所 

事例 5 ・売春していることを家族に言えなかった。知

られれば、家族が悲しむと思った。 

・市役所への相談履歴あり。しかし、

「冷たくされ、自分は頼ってはい

けないのだと思った」 

・保健センター 
（家庭訪問している） 

事例 A 言及みられず* 言及みられず* 

事件 1 か月半前まで市

から被害児の兄に関す

る予防接種や検診の通

知を送り（しかし未接

種・未受診）、事件 1 か

月前まで被害児の兄の

託児所の利用あり。た

だし、事件当時はいず

れの関係機関とも接触

はなし。 

事例 B  言及みられず* 言及みられず* なし 

事例 C 
・母は勤務先について同居するパートナーに

は伝えていなかった。「知られれば嫌われる、

軽蔑されると思った」 
・保健センターへの相談履歴あり ・保健センター 

事例 D 

・児相にメール相談しようと思ったが、非常に

迷い、できなかった。 
・「隠さないといけない」という思いと、「産ま

なければいけない」との思いの葛藤あり。 
・初めの子のときは「誰でもよいので引き取っ

てくれれば」と思っていた。2 番目の子のと

きは、隠すことしか考えていなかった。 
・夫に知られれば、離婚して子どもと離れるこ

とになると思い、嫌だった。 

・何度も「養子縁組」を検索し、何

度も児相の HP を見た。 なし 

* 公判で語られなかったり報告書に記載がないだけで、実際には観察された可能性は否定できない。 

6　年齢に関し、近年リスクとして指摘されるのは 19 歳以下であるが（例えば、専門員会 2011：36；専門

委員会 2017：232）、本研究では 19 歳以下の事例を対象外とするため、19 歳以下の値は設定しない。
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を得ている場合に「1」、無職の場合に「0」とする。

　条件 3「経済的困窮」（略称 EH：economic hardship）は、加害者が生活保護や児童扶養

手当を受給している場合、または、家賃等の滞納など客観的に困窮していたと判断される

場合、あるいは、母本人から「生活に困っていた」等の発言があった場合に「1」、母本人

が「困窮していない」と発言していた場合に「0」とする。母の主観を基準に加える理由は、

生活保護の漏給を考慮に入れるため、また加害者の主観が新生児殺を引き起こす条件にな

りうるためである7。

　条件 4「加害者が世帯の経済的な支柱」（略称 BW：bread winner）は、加害者が世帯の

経済的支柱であることが、本人または周囲の証言により明らかである場合に「1」、加害者

以外の者が世帯の経済的支柱であることが明らかである場合、および加害者が世帯の経済

的支柱であることが明らかでない場合に「0」とする。

　条件 5「婚姻上の地位」（婚姻上の地位は marital status だが、先行研究においては、配偶

者の実質的な有無が重要であるため、略称 SI：single）は、加害者が未婚、および既婚（離

別・死別）である場合に「1」、既婚（有配偶）の場合に「0」とする。

　条件 6「婚姻外妊娠」（略称 OM：out marriage）は、子どもの遺伝子上の両親が、加害者

自身とその配偶者ではないと加害者が認識している、または自らの配偶者であるかどうか

が分からないと加害者が思っている場合に「1」、子どもの遺伝子上の両親が自らと自らの

配偶者であると加害者が認識している場合に「0」とする。なお、近年では、子どもの 4

人に 1 人が妊娠を契機に婚姻するおめでた婚での出生であることから（厚生労働省 2010）、

妊娠後に「婚姻内妊娠となる」可能性も考慮し、「子どもの遺伝子上の両親」が「特定のパー

トナー」間でない場合にも「1」、「子どもの遺伝子上の両親」が互いの「特定のパートナー」

である場合にも「0」とおく8。

　条件 7「妊娠に否定的な同居家族」（略称 NF：negative attitude family）は、「妊娠すること

を否定されていて、打ち明けられなかった」等、同居家族から妊娠を肯定的に捉えられて

いないと母が認識していることがうかがえる発言があった場合に「1」、そうでない場合に「0」

とする。

　条件 8「サポートが期待できない生殖パートナー」（略称 UH：unhelped partner）は、加害

者が中絶・出産や養育にかかわる事柄全般（経済状況も含む）について、生殖パートナー

には頼ることができなかった旨の発言をしている、または頼ることができなかった事実が

示されている場合に「1」、そうでない場合に「0」とする。

　条件 9「世間体の悪さ」（略称 SN：social norm）は、「未婚での妊娠が勤務先に知られれば

7　なお、公的扶助を受けつつ「生活に困窮していない」と加害者が発言することも論理的にはあり得る。

しかし、本研究の対象事例には当該状況は見られなかったため、既述の基準で 2 値化する。
8　先行研究において「婚姻外妊娠」は新生児殺を引き起こすリスクとして指摘されているが、リスクとな

るのは「婚姻外妊娠」そのものではなく、これに付随する規範のプレッシャー等であるとも推測できる。

このような推測を考慮し、「婚姻外妊娠」と、リスクの正体かもしれない「規範のプレッシャー（世間体）等」

とを区別して分析するために、条件 6 では配偶者間妊娠であるか否かに限定せず、特定のパートナー間で

の妊娠であるか否かも同列に扱うこととする。
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退職しなければならないと思った」「未婚での妊娠出産が家族に知られれば、家族を悲しま

せる」等の、「婚姻内で妊娠するべき」との規範からの自らの逸脱に対する否定的発言がみ

られた場合を「1」、そうでない場合を「0」とする。

　条件 10「相談先についての知識の有無」（略称 KN：knowledge）は、相談目的で自ら各関

係機関との接触を図った場合、また自ら調べる等している場合、あるいは自らが保育士で

ある等、確実に相談先についての知識があると考えられる場合に「1」、そうでない場合に「0」

とする。なお、事件当時に関係機関との接触があっても、そこを相談先として認識してい

ない場合もあるため、条件 10 は、相談先として頼っている／頼ろうとしている場合、また

は専門職として相談先の知識があると考えられる場合に限定してコード化する9。

　条件 11「関係機関との接触」（略称 WS：welfare service）は、児童相談所・市役所・保健

センター等の各関係機関と加害者となった母とに、事件当時、何らかの接触があった場合

 

図表Ⅲ-1-6. 11 条件に関する 2 値・3 値の割り当て基準 （筆者作成） 

No. 条件（演算での表記名） 2 値の割り当て基準 

① 年齢（AG） 20 歳から 25 歳＝2、26 歳から 35 歳=1、36 歳以上＝0 

② 有職（専業主婦が少ない）（JB） 雇用形態に関わらず何らかの所得を得ている＝1、無職＝0 

③ 経済的困窮（EH） 
生活保護や児童扶養手当の受給あり・「生活に困っていた」等の母

の発言あり・家賃等の滞納あり＝1、「困窮していない」等の母の発

言あり＝0 

④ 
加害者が世帯の経済的な支柱

（BW） 

母が世帯の経済的支柱であることが明らかである場合＝1、他の者

が世帯の経済的支柱または母が世帯の経済的支柱であることが明ら

かでない場合＝0 

⑤ 婚姻上の地位（SI） 未婚・既婚（離別・死別）＝1、既婚（有配偶）＝0 

⑥ 婚姻外妊娠（OM） 

子どもの遺伝子上の両親が互いの配偶者・特定のパートナーでない、

または互いの配偶者・特定のパートナーであるかどうかが不明だと

加害者が思っている＝1、子どもの遺伝子上の両親が互いの配偶者・

特定のパートナーであると加害者が認識している＝0 

⑦ 妊娠に否定的な同居家族（NF） 同居家族が妊娠に肯定的でないと加害者が認識していることがうか

がえる加害者発言あり＝1、それ以外＝0。 

⑧ サポートが期待できない生殖

パートナー（UH） 
中絶・出産・養育にかかわる事柄について生殖パートナーを頼るこ

とができない趣旨の加害者の発言や事実あり＝1、なし＝0 

⑨ 世間体の悪さ（SN） 「婚姻内で妊娠するべき」との規範からの自らの逸脱に対する否定

的発言あり＝1、なし＝0 

⑩ 
相談先についての知識の有無

（NK） 

自ら各関係機関との接触を図る・自ら調べる等している・託児所の

利用や自らが保育士である等確実に相談先についての知識があると

考えられる＝1、そうでない＝0 

⑪ 関係機関との接触の有無（WS） 児童相談所・市役所・保健センター等の各関係機関と加害者とに、

事件当時、何らかの接触があった＝1、なかった＝0 

9　なかには、相談先の知識があっても、頼ることができない場合もあり得る。この場合、相談できる機関

の知識があることが明確であれば「1」を割り当てる。例えば、事例 5 は、市町村に相談に行ったが冷たく

あしらわれ、相談してはいけないと思ったと公判で証言している。加害者は相談目的で市町村を訪ねてい

るため、相談先の知識はあったと判断し、「1」とコードする。
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に「1」、なかった場合に「0」とする。なお、対面を伴う接触（相談場面に限定されない）

や電話でのやりとり等の直接的な接触がなかった場合でも、関係機関からの通知・案内等

の何らかの働きかけがあった場合には「1」とする。

　上述の基準で、事例 1 から事例 D までの各条件の生データに「1」・「2」または「0」を割

り当てた結果が、図表Ⅲ -1-7 である。

③真理表

　次に、図表Ⅲ -1-7 で 2 値化・3 値化されたデータを、ブール配置構成の真理表にまとめる

と、図表Ⅲ -1-8 のようになった。本研究では同じ配置構成（条件の組み合わせのパターン）

を持つ事例がなかったため、9 つの異なる配置構成となっている。

 

図表Ⅲ-1-7. 事例 1 から事例 D までの各条件の生データへの 2 値・3 値の割り当て （筆者作成） 

 年齢 有職 経済的

困窮 

世帯の

経済的

支柱が

加害者 

婚姻上

の地位 

 

婚姻外

妊娠 

妊娠に

否定的
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（３）結果

　全 11 条件を投入した結果、新生児殺に至るには、大きく 2 つの社会経済的条件の組み合

わせによるパス（道筋）が導出された。

　第 1 のパスは、経済的に困窮しており、生殖パートナーのサポートが受けられない状況

にある場合である（事例 1+ 事例 2 ＋事例 4 ＋事例 5+ 事例 A ＋事例 C ＋事例 D）。

　次に、第 2 のパスは、経済的には困窮しておらず、母は仕事を持ちながらも世帯の経済

的支柱でないため経済的なプレッシャーはないが、母は 20 歳から 25 歳の間で未婚であり、

生殖パートナーのサポートが得られず、同居する家族に妊娠が喜ばれないと認識している

場合である。なお、事件当時に関係機関との接触はない（事例 3 ＋事例 B）。

（４）考察

　今回対象とした事例の範囲において、第 1 のパスは、経済的困窮と、生殖パートナーの

サポートが得られない状況が組み合わされた場合に新生児殺が起きたことを示す。他の条

件は導出されないことから、他の条件は、ある事例には当てはまるが他の事例には必ずし

も当てはまらないことが示されている。つまり、未婚・既婚のいずれであっても、かつ、
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            ＋                              →Outcome1 
UH{1}*EH{1} 
 
(事例 1+事例 2 + 事例 4＋事例 5  

+事例 A＋事例 C＋事例 D)  

 
 
 (事例 3＋事例 B) 

UH{1}*EH{0}*NF{1}*AG{1} 
*JB{1}*SI{1}*BW{0}*WS{0} 
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社会福祉関係機関との接触の有無や妊娠に否定的な同居家族の存在の有無等にも関わりな

く、経済的困窮と生殖パートナーのサポートが期待できない状況が組み合わされれば、新

生児殺が起きたことを意味している。この結果は、作田（1980）や内山ら（1985）等の知

見が近年の事例にも支持されたことを示すものである。本結果から、まず、生殖パートナー

のサポートが期待できないことが、妊娠およびその後の出生・養育にかかわるあらゆる負

担を、母のみに背負わせることにつながったと考えられる。ここで母がこれらの負担を引

き受けざるをえないのは、母のみが、妊娠した事実から決して逃れることができないから

である。そして、この負担を軽減する、あるいはこの負担から逃れるための手段である金

銭も10逼迫した状況であって、負担を軽減しないばかりか更なる負荷となり、母が追い詰

められていったと考えられる。例えば、事例 5 の母は、その日の生活費にも事欠くほどの

困窮状態から、祖父・叔父・本児の兄を養うために売春をすることになったが、生殖パー

トナーはいずれも買春者であり、妊娠・養育のサポートはおろか、母は「物のように扱わ

れた」。ここで、買春者は、避妊しないがその後に母と親密な関係を継続しないことで、

妊娠の事実から逃れることができている。しかし、妊娠する母は、妊娠の事実から逃れる

ことができない。母はその日の生活費にも窮していたため、中絶費用を工面することは不

可能であり、母には妊娠を継続する以外の選択肢はなかったと推察される。母は子ども 4

人を自宅物置の暗闇の中で出産し殺害したが、最後の 1 人は風呂場で出産することになり、

第 1 子以来初めて子どもの顔を光の下で見て「かわいい、この子を育てたい」と思ったと

いう。しかし、子どもの存在から売春していることが家族に知られれば仕事をやめなけれ

ばならなくなると思い、仕事ができなくなれば生活できないと考え、殺害に至ったという。

ここから、経済的困窮が母の負荷になっていることがわかる11。

　また、第 2 のパスに注目すれば、新生児殺が必ずしも経済的困窮と結びついていないこ

とがわかる。しかし、第 2 のパスにおいても生殖パートナーのサポートは期待できず、さ

らに、母には同居家族も妊娠に否定的だと認識されている。つまり、妊娠した母には、配

偶者や家族に囲まれながらも、その妊娠が誰からも祝福されていないと認識されていたこ

とがうかがえる。このことは、内山ら（1985）や上野（2018）の指摘を一部支持するもの

である。そして、否定された妊娠への対処は、第 1 のパスと同様に、妊娠の事実を放棄で

きない母が一人で背負うことになる。例えば、事例 3 では、母の所得はすべて母の手元に

残り、経済的に困窮してはいなかった。しかし、母が「妊娠の事実を伝えて、結婚しよう

と言われれば結婚していた。中絶しろと言われればそうしていた」という生殖パートナー

10　金銭的に余裕があれば、中絶を選択すること、出産・養育を選択すること、また、生活費のために避妊

しない売春を選択しないことも、可能となるかもしれない。
11　第 1 のパスで「世間体」は導出されなかったが、経済的困窮により性風俗で収入を得ていた事例におい

て、性風俗での稼働を「知られたくない」との言及が見られた（事例 5・事例 C）。新生児殺に関する「世

間体」は、従来、婚姻内妊娠の規範と接続され、ウチの人間とソトの人間との間で用いられてきた。しかし、

事例 5 と事例 C においては、婚姻外妊娠ではなく、性風俗での稼働に、負のサンクションが意識されている。

また、ここで加害者が「知られたくない」相手は、いずれも家族、すなわちウチの人間である（事例 5 は

同居家族、事例 C は同居パートナー）。このことは、経済的困窮が、それ自体加害者の負荷となるのみならず、

稼得手段を媒介して、加害者を家族からすら孤立させることを示唆する。
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は、着信拒否にしないまま母からの連絡を「無視した」。母は、生殖パートナーの応答を待っ

ている間に中絶可能な期間を超えてしまったが、同居する両親は「真面目で、妊娠を伝え

れば悲しむ」存在であり、子どもの存在は秘匿されなければならなかった。そうして、自

宅出産ののち、殺害に至った。

　以上の結果は、「妊娠」が、母個
・ ・ ・ ・ ・

人の問題ではなく、周囲の人間や経済的状況など母と周

辺社会の間
・ ・ ・ ・

の問題であることを示唆している。新生児殺・死体遺棄を直接実行したのは母

であるが、妊娠やその後の養育に対する「評価」、すなわち「望ましい妊娠」と「望ましく

ない妊娠」との評価は、母が個人の好みで行っているのではなく、周囲との関係性のなか

で定まっている12。しかし、生殖パートナーや同居家族が「妊娠の事実」への対処から逃れ

ていく、あるいは徹頭徹尾妊娠の事実への対処に「無関係」の立場をとり続けることで、

妊娠から絶対に逃れることができない母が一人、妊娠への対処要員として取り残されてい

くことになる。このように考えるなら、新生児殺の特徴として指摘される母の妊娠の秘匿（ま

たは「言えない」こと）は、周囲との関係性のなかで、母が「言わない」のではなく「言

えない」状況に置かれていると理解することができる。このことは、「あの時母が妊娠を打

ち明けてくれたなら支援ができたのに」との支援者の苦しい立場に対し、母から打ち明け

ることは非常に困難であった可能性を提示するものでもある。

　また、第 1 のパスと第 2 のパスに共通して、サポートが期待できない生殖パートナーの

存在が導出されていることは注目に値する。つまり、新生児殺あるいは当該妊娠に対する

評価は、生殖のもう一方の当事者である父に深く関係していることが示唆されている。こ

のことは、当該妊娠が、第 1 に生殖当事者である 2 人の問題であったことを示していると

考えられる。新生児殺を防ぎ、母を加害者にしないためには、母を取り巻く環境の分析と

ともに、生殖当事者の一方である生物学上の父の生殖に対する態度も分析していく必要が

ある。

（５）おわりに

　本節では、新生児殺が発生する社会的・経済的条件に関する先行研究の知見が近年の事

例にも有効であるか、また、どのような条件の組み合わせで近年の新生児殺が起きるのか

を、mvQCA を用いて検証した。その結果、本節で分析できた新生児殺事例においては、（a）

経済的に困窮しており、生殖パートナー（生物学上の父）のサポートが期待できないこと、

（b）経済的な困窮はないが、生殖パートナー（生物学上の父）のサポートが期待できず、

同居家族が妊娠に否定的であることが支持された。いずれにおいてもサポートを期待でき

ない生殖パートナーの存在が指摘され、「妊娠」が母一人の問題でないことが明らかとなっ

た。また、当該妊娠・出産に対する肯定的／否定的な評価が、経済的状況や家族の存在な

どの母をとりまく関係性のなかで定められていく可能性も指摘できる。

12　否定的に評価される妊娠の一つである「望まない妊娠」も、母個人のタイミングだけでなく、母と周囲

との関係性のなかで定まっている可能性がある。
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　では、加害者となった母は具体的にどのような関係性のなかに置かれ、最終的に妊娠・

出産・殺害あるいは遺棄を一人で抱え込むようになったのか。研究 2 で詳細に検討する。

【付記】

　本研究を行うにあたり、事例の情報収集のため、事例 B と事例 C を報告された地方自治

体にご協力いただいた。ご多用中にもかかわらず大変丁寧にご対応いただき、心より感謝

申し上げたい。

【文献】

福島章 , 1977,「子殺しの類型学的研究」『犯罪心理学研究 1』金剛出版 , 28-64.
水主川純 , 2018,「平成 27-28 年度嬰児殺の研究について」『平成 27-28 年度嬰児殺に関する研究』子どもの虹情報研修セ

ンター , 180-182.
Mill,J.S., [1843]1967, A system of logic: Ratiocinative and inductive, Tronto: University of Tronto Press.（＝ 1949, 大関将一訳 ,『論

理学体系――論証と帰納：証明の原理と科学研究の方法とに関する一貫せる見解を述ぶ』春秋社 .）
Rihoux,Beno?t and Ragin,Charles C., 2009, Configurational Comparative Methods: Qualitative Comparative Analysis (QCA) and 

Related Techniques, SAGE.（＝ 2016, 石田淳・齋藤圭介監訳 , 根岸弓・姫野宏輔・横山麻衣・脇田彩訳『質的比較分

析（QCA）と関連手法入門』晃洋書房 .）
作田勉 , 1980,「嬰児殺の研究――現状、分類、対策、母性心理、他」『犯罪学研究』46(2), 37-48.
社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会 , 2010,『子ども虐待による死亡事例等の検証

結果等について　第 6 次報告』厚生労働省．

社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会 , 2011,『子ども虐待による死亡事例等の検証

結果等について　第 7 次報告』厚生労働省．

社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会 2014,『子ども虐待による死亡事例等の検証

結果等について　第 10 次報告』厚生労働省．

社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会 , 2017,『子ども虐待による死亡事例等の検証

結果等について　第 13 次報告』厚生労働省．

田口寿子 , 2007,「わが国における Maternal Filicide の現状と防止対策――96 例の分析から」『精神神経学雑誌』109(2), 
110-127.

田間泰子 , 2000,「堕胎と殺人のあいだ　戦前における堕胎・嬰児殺判決から」青木保ほか編『近代日本文化論 6　犯罪と

風俗』岩波書店 .
植松正 , 1951,「嬰児殺に関する犯罪學的研究」『刑事法の理論と現実 2』有斐閣 , 183-231.
上野昌江 , 2018,「平成 27-28 年度嬰児殺研究」『平成 27-28 年度嬰児殺に関する研究』子どもの虹情報研修センター , 185-190.
内山絢子・小長井賀與・安部哲夫 , 1983,「女性による新生児殺の研究」『犯罪社会学研究』8, 172-186.

— 24 —



２．新生児殺に至った家族に潜在する問題解決のパターンの検討

－母親が加害者となった 5事例の分析から－

西岡　弥生

（１） 本節の目的

１） 目的

　本節では、H27・28 年度嬰児殺研究で示された 0 日児死亡事例の加害者となった母親た

ちに共通する妊娠及び妊娠の継続（以下、妊娠）を「秘匿」した背景要因を明らかにすること

を目的に、家族生活に潜在する問題解決のパターンについて検討する1。加害者となった母

親は、妊娠を秘匿することによって日常生活を維持する状況にあった。母親とその家族は、

ストレスとなる出来事を経験した際に、それまでに学習した出来事への対処の仕方によっ

て、家族生活を維持してきたものと考えられる。同居する家族がいながら、母親が妊娠を「秘

匿」し続け自力で出産し、遺棄（殺害も含む）に至った「新生児殺」の背景に、どのよう

な家族の生活状況及び問題解決の構図があったのか。「新生児殺」が発生したメカニズムを、

家族の問題への対処の仕方から捉える。具体的には、母親が加害者となった「新生児殺」5

事例を対象に、母親の状況を中核におき、子どもの父親をはじめとする母親を取り巻く家

族成員の相互の問題への対処の仕方を検討する。

２） 先行研究の検討

①先行研究から見える新生児殺の実態と言説

　産まれて間もない新生児の命を絶つ新生児殺は、性の営みを共にした男女が新しい命の

誕生を迎える準備もなく、残酷な対処を選択した不幸な結末といえよう。植松正（1951）2は、

「嬰児」の語が生後どのくらいまでを意味するか不明であるとしながらも、1918 年から 1943

年の 25 年間に発生した嬰児殺の年次的増減に規則性はなく、経済的好況・不況や戦争に

も関係があるようには見えないとした。一方で、嬰児殺の犯人の性別比率が女性に大きく

偏っている特徴を示した（植松 1951）。また、当時のわが国の類型化された量刑について、

「もっと重からしめようというのではない」「もっと個別化させることが必要である」と、

裁判において十分な個別的な配慮が必要であることを示した（植松 1951：231）。裁判事例

の詳細な検討が、求められる。現代においても連綿と続く嬰児殺、なかでも生後 24 時間内

の子どもの命を奪う新生児殺は、どのように認識されてきたのか。以下に、1970 年代から

現在に至るまでの嬰児殺の論考から、新生児殺がどのように語られてきたのか、その言説

の変遷を辿る。

1　長谷川啓三 (1987) は、家族に生じた問題を解決しようとした問題解決の方法が、却って問題を維持する

役割を果たし、偽解決のパターンを生むパラドックスについて言及している。
2　田間泰子 (2000) は、刑法上「嬰児殺」という特別な構成要件はないとしながら、生後 1 年未満の子ども

の殺害を「嬰児殺」として統計上分類していた時期があるとする一方で、植松（1951）がこの分類は第二次

世界大戦直後の判決では厳密に適用されていなかったと明示したことを記している。
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　植松の論考後の 20 年の間に、わが国は戦後の復興を遂げ高度経済成長を経て低成長の時

代を歩むが、嬰児殺は依然として社会の暗部として潜在し続けた。コインロッカーベイビー

事件が社会問題になった 1970 年代初期に黒田直は、嬰児殺を事後処理対象ではなく、治療

を要する「社会病」として各方面の「事前的」責任に訴える段階にきたことを提示した（黒

田 1973：120）。時期を同じくして中谷瑾子（1973）はマスコミの言説による加害者の母親

だけを責める風潮に一石を投じた。嬰児殺では、母親が妊娠の事実を隠し家庭や職場で相

談できずに孤立し分娩に至ったケースが多く、「母親だけが親としての適性を急激に喪失し

たのでもなければ、母の子殺しのケースが突如として急増したのでもない」とし、「母親の

おかれた立場、背後の事情、社会的な土壌」について賢察するよう促した（中谷 1973：

15）。また、土屋真一・佐藤典子（1974）は、従来の私生児以外に婚姻中に出産した新生児

の殺害が多くなった当時の現象について、妊娠中絶の延長として婚姻中に生まれた子ども

を殺害する場合が多くなっていることに言及し、加害者となった母親の家族状況や、父親

との関係についての検討を試みた。調査の結果、新生児殺の母親のうち既婚者は 5 割以上

で未婚者を上回っていた（土屋・佐藤 1974：83）。犯行の動機では、既婚者の 4 割が「貧

しさ故の殺意」で、未婚者の 8 割が「未婚の母になることを恥じて」の犯行であった（土屋・

佐藤 1974：86）。また、家族形態については、既婚者の 5 割は夫婦家族であり、未婚者の 5

割近くが直系家族だった。さらに、出産に際しての父親の態度については、総じて中絶を

希望した場合が最も多く、次が無関心であった（土屋・佐藤 1974：84）。加害者となった

母親の傍らには近しい身内がいたにもかかわらず、既婚者の母親は父親から経済的な問題

で妊娠・出産の事実を受けいれてもらえず、一方で、未婚者の母親は直系家族の下で世間

体が重視され身動きがとれない状況で妊娠の秘匿が余儀なくされた状況が推察される。

　1980 年代に入ると、作田勉（1980）は、新生児殺をアノミー型と間引き型に分類し、アノ

ミー型の過半数は未婚であるのに対し、間引き型の過半数には同居する夫の存在があるこ

とを示した。作田は新生児殺を犯す母親側の問題として、母性愛の希薄性、経済的な問題

や無知等によって中絶の時期を逸したことをあげ、「男性側の無責任ぶりも著しい」としつ

つ、「女性側は，どのような理由があろうとも子を殺すことは許されることではない」とし、

「自分の責任において行った行為によって子を宿した」と母親側に責任を帰す見解を示し

た（作田 1980：46）。一方で、栗栖瑛子は、「加害者の女性が妊娠・出産の秘密を保とうと

することは、弱者かまたは被圧迫者の攻撃的感情を抑えようとする気持ちのあらわれであ

る」（栗栖 1982：65）という Pollack 3の指摘をあげ、1960 年以降、妊娠・出産の事実を夫

や愛人、家族にいつわる、準備不足のまま出産を迎える、といった傾向が高まったことを

示した（栗栖　1982：63）。また、戦前に比べ戦後に男性の加害者が減少したことにふれ、

3　栗栖によると、Pollack（＝ 1960）は妊娠を秘匿する女性について、「大部分はその仕事を失うことを恐

れる住み込み女中が多く、彼女たちの全精力は、自分の状態を秘密にしておくための努力で消耗される」

とし、彼女たちの出産は、秘密を保持するために自分の部屋や便所を使い、誰からの助けもない中で「自

分自身の痛みをおさえ」「生まれた子どもの泣き声が聞こえないかという恐怖に狂乱する」状況にあること

を示した（栗栖 1982：64-65）。
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女性の出産・育児に対する男性側の責任回避の傾向が強まったことを示唆した。

　また、内山絢子らは、1950 年代以降に増加した嫡出子殺に着目し、非嫡出子殺の場合と

比較検討した。嫡出子殺の場合は、法的な婚姻関係にある夫婦の第 3 子以降の子どもが、

経済的な余裕のなさから中絶費用に事欠き出産後に殺害されるケースが多いことから、人

工中絶の普及によって出産直後の新生児殺が中絶の延長として受け止められている問題や、

国民総中流化によってもたらされた「ある程度の生活水準を維持した上での余裕のなさ―

つまり相対的貧困感」によって、授かったわが子を育てる苦労から逃避する短絡的な解決

の道が選択される問題を指摘した（内山ら 1983：182）。

　加えて、父親側の無責任さと、父親と母親の関係の悪さについても言及し、法的な夫婦

であるにもかかわらず母親が父親に妊娠を打ち明けられない、父親が母親の妊娠に気がつ

かないといった両者の関係の希薄さや、子どもが増えることを望まない父親当人の避妊に

対する無頓着さを指摘した（内山ら 1983）。一方で、非嫡出子の場合は、性関係が先行し

た後始末を母親が１人で背負わされ犯行に及んでいる等、いずれにしろ、性行為の結果と

しての負担と責任を、母親側に課す旧態依然とした不条理が悲劇を生む実態を示唆した（内

山ら 1983）。また、稲村博は、新生児殺を含む子殺しの親の特徴のなかで家庭的な問題に

ふれ、「加害者自身の幼小児期に家庭的問題があった者」が多く、「加害者自身がその母親

に依存的である」ことが少なくないと指摘し、総じて加害親は「弱々しく寄る辺もないタ

イプ」が多い実態を示した（稲村 1986：110）。

　1990 年代では、牧角俊郎らが法医学の立場から、1967 年から 1989 年に発生した新生児

殺で 20 例のうち 2 連続新生児殺事件として発覚した 4 件を検討し、家族生活の問題を提示

した。背景に貧困やサラ金による生活苦、養育不安、世間体を恥じてといった問題がある

とし、新生児殺を考える場合には、各種社会制度の不備の改善等も含み社会学的なアプロー

チが必要であると提唱した（牧角ら 1990）。一方、小西聖子ら（1992）は、家族の中の暴

力として母親による新生児殺事例の検討に際し、子殺しの国際比較の論考を紹介している。

嬰児殺（新生児殺を含む）が各国の殺人率よりも自殺率に関連し、殺人率は経済的活性の

高い国では有意に低いが嬰児殺には有意差がないという Lester（1991,1974）の知見を提示

している（小西ら 1992）。新生児殺の論考は、それまでの趨勢であった犯罪学や法医学の

立場のアプローチから、防止に向けて社会学的なアプローチの必要性が認識される段階に

入ったといえよう。

　2000 年代に入ると児童虐待防止法の制定により、新生児殺は「0 歳 0 か月 0 日」の子ど

も虐待死として位置づけられ、厚生労働省の死亡事例検証報告が始まる。国が実態把握を

進める一方で、人々の暮らしと子ども観の歴史を紐解き、改めて新生児殺も含め嬰児殺を

社会的な問題として捉えた検討がなされるようになった。

　田間泰子は、戦前における堕胎・嬰児殺判決について検討し、共同体の繋がりが強くプ

ライバシーの守秘が困難な地域社会において、一つの堕胎や嬰児殺の殆どの場合で複数の

人間が関与していたことを示した。新生児殺が「知られていながら、知られてはならない
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こと」として、人々の生活のなかで行われてきた問題であったことが示唆される（田間　

2000：207）。鈴木由利子は、明治から昭和初期までを対象に、「間引き」「嬰児殺し」の実

態と当時の人々の子どもの命に対する認識のあり方について検討した。鈴木は、どのよう

な場合においても子どもの命は無条件で保障されるわけではなく、「人びとが子どもの『生

存権を認定』することによってのみ保障される」とし、「殺すのではなく生かさない」とい

う選択が存在したことを示した（鈴木 2006：84-85）。また、沢山美果子は、江戸の庶民が

自分たちの暮らしを守るための子どもの遺棄や捨て子を行っていた一方で、間引き、すな

わち新生児殺の問題も背中合わせに潜在することを示した（沢山 2008）。沢山（2008）に

よる指摘がなされたのは、折しも、2007 年に熊本県の慈恵病院で「赤ちゃんポスト」の運

用が始まり、現代の捨て子の問題として議論が沸いた時に重なる。沢山は赤ちゃんポスト

を巡る議論で浮かび上がった、赤ちゃんを捨てるのは母親という暗黙の前提について、「捨

て子の問題は、中絶される胎児や虐待死にいたる子どもの問題も含むことで、何よりも子

どもの生命の危機をめぐる問題として語られ、また、子どもの生命に対する責任は多く母

親に帰せられる」と言及した（沢山 2008：41）。その上で、実際に運用が始まり、捨てら

れたのは 3 歳くらいの男児で、捨てたのは父親であった事実を述べ、言説と事実のズレを

指摘した（沢山 2008）。偏った認識による語りが、いかに問題の本質を見失わせ人々の目

を曇らせるか、言説がもたらす危うさに警鐘をならしたといえよう。沢山（2008）は、一

連の赤ちゃんポストをめぐる報道から、現代の捨て子という存在や、捨てる側の親の選択

の意味について、歴史を通して見直す時期にきていると提起した（沢山 2008）。

　一方、犯罪社会学の分野では、近藤日出夫が女子少年による新生児殺の実態を検討し、

加害女子少年の資質的特徴を「抑制型」、「不安定型」、「未熟型」に類型化した（近藤 2008：

163）。加害女子少年で保護者に相談した者が一人も存在しなかったことをあげ、その理由

として、「抑制型」は親に対する遠慮や交流不足で親子関係が相談する雰囲気ではなく、「不

安定型」は親子間の葛藤による叱責や見捨てられることへのおそれ、「未熟型」は親と密着

しすぎ見捨てられることや怒られることへのおそれがあったことを見出した（近藤 2008：

165-166）。いずれの類型においても、加害女子少年らは、避妊や出産に関して無知であり、

人間関係においても孤立した状況にあった。

　児童虐待防止法の制定から 10 年が経過した 2010 年代、支援と介入の強化による防止策

が敷かれる中、柏木恭典は、「『虐待』は『嬰児殺し（neonaticide/Neonatizid）』や『貧困（貧

乏）』よりも学術史的に未熟な概念である」とした上で、ある概念が学術的な承認を得て

使用され「権威性」をおびると、そこに含有される意味が固定化され、他の事象を覆い隠

し捨象するおそれが生じることへ警鐘を鳴らし、「『虐待』概念」によって隠蔽された問題と、

「緊急下の母子支援」との関連を論じている（柏木 2016：1-2）。柏木は、新生児殺、すな

わち、虐待死で最も多い「0 歳 0 か月 0 日の赤ちゃん」と加害者の母親の問題は、「虐待

に先立つ問い」であり、妊娠から妊娠中に問題を抱える「緊急下の女性」への問いである

と投げかけた（柏木 2016：7-8）。柏木（2016）の論考は、これまでも多くの研究者や支援
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者が、嬰児殺し、児童遺棄、児童虐待の問題を議論してきたにもかかわらず、加害者となっ

た母親や妊婦が、要支援者として注目されてこなかった盲点を示唆している。また、言説

の変容について、狩谷あゆみは新生児殺も含む嬰児殺が、「共同体の秩序維持」から「自

己責任」へ変容した過程において、「妊娠させた男性」の存在が常に曖昧で不可視化され

てきた問題に言及し、「予期せぬ妊娠」や「望まない妊娠」を避けるための選択肢が増え

たことによって、「女性の個人的な問題」、すなわち「自己責任」として解釈されるに至っ

た経緯を示した（狩谷 2018：97-98）。

②先行研究から見える新生児殺の防止に向けた検討課題

　新生児殺は古くは生活を維持するため共同体の中で間引きと称され暗黙裡で行われてき

た行為であったが、戦後になり、避妊や中絶による妊娠・出産のコントロールが普及する

と、新生児殺は個々の男女関係のプライバシーというブラックボックスの中で、中絶の延

長線上で捉えられるようになったものと考えられる。その内容は、既婚者と未婚者に大別

され、前者は経済的な問題と父親である夫の避妊や妊娠に対する無関心さ等の夫婦の関係

性の問題が背景にあり、後者は婚外の男女間の性行為の結果を女性側が背負わざるを得な

い社会構造の問題が背景にあることが示唆された。さらに、近年では、虐待概念と自己責

任論が相まって、望まない妊娠の責任がより強く母親に課せられる傾向にあるといえよう。

　川﨑二三彦ら（2018）は、司法、精神科医療、母子保健等が専門の共同研究者と共に、

嬰児殺研究として、0 日児死亡 5 事例と 0 歳児死亡 7 事例の背景要因を検討し、5 事例の母

親について、配偶者の有無と経済的問題の有無の 2 軸で分類し、3 つの型を示した。共同

研究者の金井剛（2018）は、家族の経済的な問題と問題解決能力の低さをあげ、養育負担

を母親のみに背負わす事例が多いことも指摘している。また、上野昌江（2018）は、0 日児

死亡事例の全てに同居家族がいることをあげ、加害者となった母親が妊娠を秘匿する背景

に、母方祖父母や父方祖父母に対する気遣いや、妊娠が祖父母に知られると自分はどう思

われるのかといった周囲の眼差しを過剰に気にし、誰にも相談できないまま一人で出産す

るに至った問題を提示している。同居家族が障壁となり、妊娠した母親が社会資源に繋が

ることを困難にする問題が示唆される。また、妊娠を秘匿する女性への支援として、慈恵

病院が導入を検討している「内密出産制度」の報道を紹介し、母親と子どもの命を守るた

めの法的整備の必要性を示した（上野 2018）。

　なお、加害者となった母親が全て祖父母世代と同居していた状況は、親世代の自立の問

題だけなく、双方の世帯の住宅事情や経済的な問題が複雑に絡みお互いの生活を維持する

際の有効な手段として選択されていた可能性もある4。新生児殺の防止を検討するにあたり、

同居家族も含めた家族機能と家族関係の検討も必要であろう。

　以上から、0 日児死亡を防止するには、既婚・未婚にかかわらず母親が妊娠を「秘匿」せ

4　地方に暮らす近年の若者 (19 ～ 44 歳）が親と同居を続ける問題について、宮本みちこ（2017）は、仕事、

結婚、暮らしの状況を調査し、同居家族との関係について検討した。不安定な就業状態にある若者にとっ

ての親との同居は、貧困化を防ぐ手段となっていると指摘する。また、親世代の貧困が若者の離家を阻む

力動となり、双方からのベクトルで親子同居が貧困化を防いでいることを示した。
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ざるをえなかった背景として、家族の問題解決の構図と母親が置かれていた家族内の位置

について検討する必要がある。本節では、「H27・28 年度嬰児殺研究」で示された加害者

となった母親たちに共通する妊娠の「秘匿」の背景要因を明らかにすることを目的に、母

親の立場からみた家族の潜在的な問題解決の構図について分析を行い、嬰児殺の背景にあ

る家族の状態像を検討する。

（２） 研究の方法

１） 分析枠組み

①家族の生活状況にみる問題解決のパターンの検討－ ABC-X 理論－

　家族の問題解決のパターンを見出すには、家族が日常生活においてどのようにストレス

に対峙し対処を試みたのかを検討する必要がある。ストレス対処の方法によって家族危機

が発生する家族危機理論の 1 つに、アメリカの家族社会学者 Hill（1958）が提唱した

ABC-X 理論がある。この理論は、第二次世界大戦下での兵士の家族を対象にした研究から

導き出された。ABC-X とはこの理論を構成する要素を指し、A（ストレス源となる出来事）、

B（家族がもつ対処資源）、C（出来事に対する家族の意味づけ又は認知）といった要因がど

のように関係し、X（危機）が発生したのかを分析する。後に McCubbin et al.（1983）は、

ABC-X 理論（Hill 1958）を用いてベトナム戦争下で縦断的な調査を行い、家族が 1 つの危

機を乗り越えた後も別の危機にさらされながら生活を続ける状況を見出した。McCubbin & 

Patterson（1983）は、ABC-X 理論（Hill 1958）に、aA（累積するストレス）、家族 bB（既

存資源と新規資源）と cC（一連の出来事に対する家族の意味づけ又は認知）を加え、家

族の事態への「対処」によって、家族が現実に適応し生活を立て直すことができるか否か

の新しい理論として二重 ABC-X 理論を提唱した。

　本節では、新生児殺の加害者となった母親と死亡した新生児の父親並びにその家族が、

妊娠を秘匿し犯行に至るまでのストレス源となる出来事への対処の仕方、すなわち、家族

の問題解決のパターンを検討するための分析枠組みに ABC-X 理論を援用する（図表Ⅲ -2-1）。

まず、裁判傍聴記録から得られたデータを時系列に整理し、新生児殺発生までのプロセス

を整理した。次いで、各トピックに際する母親の状況と、母親を取り巻く家族成員の状況

について、ABC-X 理論の構成要素に基づき分析を行った。具体的には、加害者となった母

親の当時の家族生活を脅かす出来事と考えら

れる構成要素を A（ストレス源）とし、A（ス

トレス源）に対する認知を C（ストレスの認

知）とした。さらに、C（ストレスの認知）

によって、母親や母親をとりまく家族成員が

どのような対処をしたか、問題解決に向けた

対処の仕方を、B（対処資源）とした。最後に、

これら一連の問題解決に向けた行動によっ

 

 

図表Ⅲ-2-1． 
新生児殺発生までの問題対処の構図 (Hill (1958)より作成) 
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て、もたらされた家族の状況を、X（危機）とする5。なお、本節では B（対処資源）を、

母親と、父親を始めとする家族成員の問題への「対処の仕方」から分析を行った。

（３） 結果

１） 分析結果

　家族の問題解決のパターンを見出すために、ABC-X 理論の援用によって導出された家

族の問題への対処の仕方の分析結果を示す。まず、分析対象の 5 事例の家族で新生児殺が

5　井上は、ABC-X 理論の B の資源について、「経済的・物質的なものではなく、関係的資源である」として

いる ( 井上眞理子 2005：96)。本節では、新生児殺の加害者となった母親を軸に、子どもの父親及びその他の

母親に近しい家族成員の対処の仕方を、成員間の関わり方も含めて B（対処資源）として導出した。

（２）分析対象 
 

 

事

例 
年齢 職業 

子どもの数 
数字は出生順位 
白丸：生存 
黒丸：殺害・遺棄 
取消線：中絶・流産 

父 
(生物学的) 

父(生物学的)は自分自身をどのよ

うな存在として見ていたか 

1 母：31 無職 

子ども①（第 1 子） 
子ども②（第 2 子） 
子ども③（第 3 子） 
子ども❹（遺棄） 

父 A 配偶者（法律婚の相手） 

2 母：27 雑貨店パート従業員 
子ども①（第 1 子） 
子ども②（流産） 
子ども❸（遺棄） 

父 A 配偶者（法律婚の相手） 

3 母：25 保育士 子ども❶（殺害・遺棄） 父 A セックスフレンド（父 A の証言） 

4 母：28 
飲食店パート従業員、 
コンパニオン 

子ども①（第 1 子） 父 A 婚約者 

子ども②（中絶）  
子ども③（第 2 子） 
子ども④（中絶）  
子ども⑤（第 3 子） 
子ども⑥（事故・窒息死） 

父 B 配偶者（法律婚の相手） 

子ども❼（遺棄） 父 C セックスフレンド（父 C の証言） 
子ども❽（殺害・遺棄） 父 D 恋人（父 D の証言） 

5 母：43 風俗店従業員 

子ども①（第 1 子） 父 A 配偶者（法律婚の相手） 

子ども❷（死産・遺棄） 父 B 買春者（公判情報） 
子ども❸（殺害・遺棄） 父 C 買春者（公判情報） 

子ども❹（殺害・遺棄） 父 D 買春者（公判情報） 

子ども❺（殺害・遺棄） 父 E 買春者（公判情報） 
子ども⑥（流産） 父 F 買春者（公判情報） 
子ども⑦（流産） 父 G 買春者（公判情報） 
子ども❽（殺害・遺棄） 父 H 買春者（公判情報） 

図表Ⅲ-2-2．研究 2 で対象とする事例一覧 
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発生した時点での世帯構成並びジェノグラムを、図表Ⅲ -2-3、図表Ⅲ -2-5、図表Ⅲ -2-7、

図表Ⅲ -2-9、図表Ⅲ -2-11 に整理した。次に、各家族の問題解決のトピックス（T1 ～ T6）

における、母親及び父親をはじめとする母親を取り巻く家族成員の問題への対処の仕方を、

図表Ⅲ -2-4、図表Ⅲ -2-6、図表Ⅲ -2-8、図表Ⅲ -2-10、図表Ⅲ -2-12 に整理した。

＝事例 1＝

【家族構成】

【問題解決のトピックス T1 ～ T5】

　事例 1-T1では、結婚当初に父方祖母の母に対する遠慮と母方祖父母の母への無理解が

あり、母は父方祖父母と同居生活を送るなかで家庭内に居場所がなかったことが示された。

一方、父についての記述データはなく、父方祖母については自身の嫁姑問題の経験からの

母に対する気遣いが却って家庭内で母の疎外感を生んでいたことが示された。事例 1-T2で
は、父方祖父が退職したばかりの頃に、母が子ども③を妊娠し、父母は経済的な不安から

産むか産まないかを悩み、同居する父方祖父母に相談している。父方祖父母を交えて話し

合い出産する方向に進んだものの、父母が話し合ったのは「その時位ですかね…」と父は

振り返った。事例 1-T3では、病弱な父方祖母への気遣いと遠慮から、育児と家事の一切の

負担を母が負い、一方で父は仕事優先で家庭内のことは母に任せっきりであったことが示

された。事例 1-T4では、子ども③を出産後、父母は家族計画について話あうことはなく、

さらなる経済的困窮により不安が高まっていく状況が示された。母は家計を助けたいとい

う思いから求人広告を調べるなど仕事を探している状況で、子ども❹を妊娠する。子ども

❹の妊娠について、父が「家族計画は、していない」状況を示した。事例 1-T5では、母自

身が子ども❹の妊娠に気づいた約 3 か月後に父は母が妊娠していることに気がつく。しか

し、父母はお互いに妊娠について話すことを避けた。母は父方祖母、祖父、父にどう思わ

れるのかを気に病み、父は母が妊娠したことを父に告げないことに対しての不安を高め、

お互いに相手が自分をどう思っているのかを気にするばかりで、具体的な解決に向けての

行動はとらないまま、出産の日を迎える。事例 1-T6で、母は自宅風呂場で 1 人で子ども❹

を出産した。母親は子ども❹が産まれた時の気持ちを「嬉しかった」と述べた。出産直後

の子ども❹に産着を着せミルクをあげようとしたが、飲まなかったため、子ども❹を寝か

 

＝事例 1＝ 
【家族構成】 

図表Ⅲ-2-3．事例 1 の家族構成 
同居の家族成員（7 人） ジェノグラム 

父母世帯 
父親（有職）、母親（求職活動中）、第１子（7 歳）、第 2 子（5
歳）、第 3 子（2 歳：幼稚園入園前） 
 
祖父母世帯 
父方祖父（退職しアルバイト）、父方祖母（病弱） 
※近隣に父方伯母（父の姉）が在住 

H27・28 嬰児殺「図表Ⅳ-１」挿入,p12 
30

7 25

0:0:0

1
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〔
➀

 
父

方
祖

父
の

退
職

に
よ

る
経

済
的

不
安

の
中

で
の

子
ど

も
③

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

3
番

目
の

お
子

さ
ん

(
子

ど
も

③
)
を

産
む

時
に

、
産

む
か

産
ま

な
い

か
議

論
が

あ
っ

た
よ

う
で

す
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

・
母

「
え

っ
と

、
3
番

目
(
子

ど
も

③
)
の

時
も

『
で

き
た

の
は

、
産

ん
だ

方
が

よ
い

』
っ

て
言

わ
れ

た
こ

と
が

あ
っ

た
の

で
」

・
弁

護
士

「
(
経

済
的

な
問

題
は

あ
っ

た
が

話
し

合
い

で
頑

張
っ

て
育

て
て

い
こ

う
っ

て
い

う
事

に
な

り
)
３

番
目

の
お

子
さ

ん
(
子

ど
も

③
)
、

出
産

さ
れ

た
ん

で
す

ね
」

→
母

「
は

い
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
経

済
的

不
安

の
中

で
の

子
ど

も
③

妊
娠

〕
・

父
「

(
子

ど
も

③
を

)
産

も
う

か
産

ま
な

い
か

迷
っ

た
部

分
は

あ
っ

た
ん

で
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
父

方
祖

父
の

退
職

に
よ

る
経

済
的

不
安

〕
・

母
「

(
父

方
祖

父
が

)
退

職
し

た
ば

か
り

く
ら

い
の

時
で

、
経

済
的

に
ま

た
苦

し
く

な
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
不

安
が

あ
っ

た
の

で
」

・
弁

護
士

「
経

済
的

な
問

題
は

あ
が

っ
た

ん
だ

け
ど

、
頑

張
っ

て
育

て
て

い
こ

う
っ

て
い

う
事

で
…

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
子

ど
も

③
出

産
後

に
父

母
間

で
話

し
合

い
は

な
い

〕
・

父
「

そ
の

時
位

で
す

か
ね

。
お

そ
ら

く
…

(
母

と
)
し

ゃ
べ

っ
た

っ
て

い
う

の
は

」

【
母

】
の

危
機

〔
子

ど
も

③
出

産
後

に
父

母
間

で
話

し
合

い
は

な
い

〕
・

父
「

そ
の

時
位

で
す

か
ね

。
お

そ
ら

く
…

(
母

と
)
し

ゃ
べ

っ
た

っ
て

い
う

の
は

」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
2

事
例

1
-
Ｔ

2
：

子
ど

も
③

妊
娠

で
中

絶
に

悩
む

父
母

A B C

-
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

※
育

児
と

家
事

の
一

切
の

負
担

を
負

う
母

に
際

す
る

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

➀
 
子

育
て

を
助

け
て

も
ら

え
な

い
父

方
実

家
で

の
同

居
〕

・
母

「
(
父

方
祖

母
に

子
ど

も
を

)
ど

う
し

て
も

預
け

な
い

と
い

け
な

い
時

に
、

義
母

(
祖

母
)
に

『
良

い
子

だ
っ

た
け

ど
、

で
も

、
や

っ
ぱ

り
私

は
疲

れ
る

わ
』

と
言

わ
れ

た
り

と
か

、
次

の
日

と
か

確
実

に
寝

込
ん

で
た

り
と

か
し

て
ま

し
た

」
「

(
子

ど
も

を
預

け
た

)
次

の
日

と
か

、
(
父

方
祖

母
は

)
確

実
に

昼
間

寝
込

ん
で

い
る

と
か

」
「

(
父

方
祖

母
は

)
食

べ
る

も
の

も
お

か
ゆ

と
か

、
体

に
負

担
が

か
か

ら
な

い
も

の
ば

っ
か

り
し

か
食

べ
ら

れ
な

か
っ

た
」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

※
育

児
と

家
事

の
一

切
の

負
担

を
負

う
母

に
際

す
る

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

➀
 
子

育
て

を
助

け
て

も
ら

え
な

い
父

方
実

家
で

の
同

居
〕

・
母

「
(
病

弱
で

子
ど

も
を

預
け

る
と

す
ぐ

寝
込

む
父

方
祖

母
に

)
申

し
訳

な
く

て
、

(
子

ど
も

を
)
預

け
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
」

・
父

「
子

ど
も

に
と

っ
て

は
、

子
ど

も
の

面
倒

も
よ

く
見

ま
す

し
、

料
理

と
か

そ
う

い
う

の
も

、
家

事
も

本
当

に
得

意
な

妻
だ

っ
た

」
「

本
当

に
愛

情
い

っ
ぱ

い
に

子
ど

も
達

の
こ

と
を

育
て

て
い

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

※
育

児
と

家
事

の
一

切
の

負
担

を
負

う
母

に
際

す
る

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

➀
 
子

育
て

を
助

け
て

も
ら

え
な

い
父

方
実

家
で

の
同

居
〕

・
弁

護
士

「
義

理
の

両
親

(
父

方
祖

父
母

)
に

育
児

を
手

伝
っ

て
も

ら
う

事
に

つ
い

て
、

負
担

を
か

け
て

い
る

と
い

う
風

に
思

っ
て

い
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
は

い
、

思
っ

て
い

ま
し

た
」

・
母

「
義

母
(
祖

母
)
に

(
子

ど
も

を
)
預

け
る

事
が

、
私

に
は

申
し

訳
な

く
て

…
」

・
弁

護
士

「
そ

う
い

う
こ

と
（

父
方

祖
母

に
子

ど
も

を
預

け
た

後
に

父
方

祖
母

の
体

調
が

悪
く

な
る

）
に

も
引

け
目

を
感

じ
て

た
っ

て
い

う
事

で
す

か
？

」
→

母
「

は
い

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
家

庭
生

活
を

母
に

任
せ

る
父

の
無

関
心

〕
・

父
「

今
ま

で
、

仕
事

優
先

で
し

て
ま

し
て

」
「

妻
(
母

)
の

方
に

家
の

こ
と

を
ほ

と
ん

ど
任

せ
っ

き
り

だ
っ

た
の

で
」

【
母

】
の

危
機

〔
同

居
生

活
で

母
が

殆
ど

全
て

の
育

児
と

家
事

の
負

担
を

負
う

〕
・

弁
護

士
「

事
件

前
、

3
人

の
お

子
さ

ん
(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
②

、
子

ど
も

③
)
の

育
児

は
、

主
に

ど
な

た
が

担
当

さ
れ

て
い

た
ん

で
す

か
？

」
→

父
「

妻
(
母

)
で

す
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
3

事
例

1
-
Ｔ

3
：

育
児

と
家

事
の

一
切

の
負

担
を

負
う

母

A B C

-
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A
ス
ト レ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

③
出

産
後

の
経

済
的

逼
迫

と
そ

の
後

の
家

族
計

画
〕

・
裁

判
官

「
更

に
子

ど
も

が
増

え
る

と
(
経

済
的

に
)
大

変
だ

っ
た

り
す

る
っ

て
い

う
の

は
、

も
う

実
際

経
験

さ
れ

て
き

た
と

こ
ろ

だ
と

思
う

ん
だ

け
れ

ど
も

、
そ

の
辺

の
話

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
す

け
ど

ね
、

被
告

人
(
母

)
と

あ
ま

り
で

き
て

い
な

か
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

父
「

ま
あ

、
そ

う
で

す
ね

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
さ

ら
な

る
経

済
的

困
窮

の
不

安
〕

・
母

「
私

(
母

)
は

働
き

に
出

て
い

な
い

の
で

、
夫

(
父

)
の

収
入

だ
け

で
暮

ら
し

て
い

た
の

で
、

そ
の

収
入

だ
け

で
は

苦
し

く
な

る
」

「
両

親
(
父

方
祖

父
母

)
が

そ
れ

ぞ
れ

に
病

気
を

抱
え

て
い

て
寝

込
ん

で
い

る
日

と
か

も
見

て
い

た
の

で
、

育
児

の
負

担
を

こ
れ

以
上

負
担

は
か

け
た

く
な

い
」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

③
出

産
後

の
経

済
的

逼
迫

と
そ

の
後

の
家

族
計

画
〕

・
裁

判
官

「
こ

の
4
人

目
の

お
子

さ
ん

(
子

ど
も

❹
)
を

ね
、

作
る

か
ど

う
か

、
こ

の
辺

の
家

族
計

画
の

事
っ

て
、

被
告

人
(
母

)
と

お
話

し
し

な
か

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
父

「
家

族
計

画
は

、
し

て
い

な
い

で
す

ね
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
さ

ら
な

る
経

済
的

困
窮

の
不

安
〕

・
弁

護
士

「
お

仕
事

な
ん

か
を

探
し

て
い

た
ん

で
す

ね
？

」
→

母
「

具
体

的
に

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
か

に
は

行
っ

て
な

い
で

す
け

ど
、

新
聞

の
折

り
込

み
と

か
だ

っ
た

り
、

ス
ー

パ
ー

と
か

の
パ

ー
ト

募
集

と
か

を
見

た
り

し
て

、
時

間
と

か
を

調
べ

た
り

と
か

は
し

て
い

ま
し

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

③
出

産
後

の
経

済
的

逼
迫

と
そ

の
後

の
家

族
計

画
〕

・
裁

判
官

「
経

済
的

に
み

て
、

４
人

目
(
子

ど
も

❹
)
が

育
て

ら
れ

な
い

と
か

、
そ

う
い

う
状

況
に

あ
っ

た
ん

で
す

か
ね

？
」

→
父

「
ま

あ
、

そ
の

時
は

妻
(
母

)
も

悩
ん

だ
と

こ
ろ

で
、

妻
(
母

)
も

マ
イ

ナ
ス

に
考

え
る

傾
向

が
あ

っ
た

ん
で

、
そ

う
思

っ
て

し
ま

っ
た

の
か

と
思

い
ま

す
」

・
裁

判
官

「
３

人
目

の
お

子
さ

ん
(
子

ど
も

③
)
を

産
む

か
産

ま
な

い
か

と
い

う
と

こ
ろ

か
ら

、
経

済
的

な
問

題
と

の
兼

ね
合

い
が

、
家

族
間

の
問

題
に

な
っ

て
い

た
と

い
う

風
に

聞
い

て
お

け
ば

良
い

で
す

か
？

」
→

父
「

そ
う

で
す

ね
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
が

、
認

識
的

に
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
さ

ら
な

る
経

済
的

困
窮

の
不

安
〕

・
弁

護
士

「
(
子

ど
も

を
3
人

育
て

て
い

く
際

)
ど

う
や

っ
て

、
生

活
し

て
い

こ
う

と
考

え
て

い
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

3
番

目
の

次
女

(
子

ど
も

③
)
が

9
月

か
ら

幼
稚

園
に

預
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

の
で

、
私

(
母

)
も

、
義

母
(
父

方
祖

母
)
の

体
調

と
相

談
し

な
が

ら
、

義
母

(
父

方
祖

母
)
と

相
談

し
な

が
ら

、
ど

こ
か

で
働

き
に

行
こ

う
と

思
っ

て
ま

し
た

」
・

弁
護

士
「

家
計

を
助

け
た

い
と

か
、

そ
う

い
う

趣
旨

な
ん

で
し

ょ
う

か
？

」
→

母
「

は
い

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
無

計
画

な
家

族
計

画
に

よ
る

子
ど

も
❹

妊
娠

〕
・

裁
判

官
「

今
回

の
お

子
さ

ん
(
子

ど
も

❹
)
と

い
う

の
は

、
偶

然
と

い
う

か
、

た
ま

た
ま

と
い

う
か

、
で

き
た

、
そ

う
い

う
風

に
聞

い
た

ら
い

い
ん

で
す

か
？

」
→

父
「

は
い

」

【
母

】
の

危
機

〔
経

済
的

に
さ

ら
に

困
窮

す
る

中
で

子
ど

も
❹

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

今
度

、
そ

れ
か

ら
、

4
人

目
の

お
子

さ
ん

(
子

ど
も

❹
)
を

妊
娠

し
た

時
点

で
は

、
経

済
的

に
さ

ら
に

苦
し

く
な

っ
て

い
た

か
ら

、
あ

な
た

(
母

)
も

、
ま

た
悩

ん
で

し
ま

っ
た

と
い

う
こ

と
な

ん
で

す
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

・
弁

護
士

「
ま

た
、

出
産

し
て

し
ま

う
と

、
あ

な
た

(
母

)
が

働
き

に
で

る
の

も
先

に
な

っ
て

し
ま

う
か

ら
、

と
い

う
事

で
す

ね
？

」
→

母
「

は
い

」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
4

事
例

1
-
Ｔ

4
：

子
ど

も
③

出
産

後
の

無
計

画
な

家
族

計
画

と
経

済
的

困
窮

A B C

-
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❹
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
証

人
(
父

)
は

、
事

件
前

、
被

告
人

(
母

)
が

妊
娠

し
て

い
る

こ
と

に
気

づ
い

て
ま

し
た

か
？

」
→

父
「

妊
娠

し
て

い
る

だ
ろ

う
な

と
い

う
風

に
、

薄
々

気
づ

い
て

、
感

じ
て

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
い

つ
頃

、
そ

う
思

う
よ

う
に

な
り

ま
し

た
か

？
」

→
父

「
年

明
け

位
か

ら
、

妊
娠

し
て

る
だ

ろ
う

な
と

思
っ

て
ま

し
た

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

妊
娠

に
気

づ
い

た
の

い
つ

頃
な

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
9
月

か
ら

1
0
月

の
秋

口
だ

と
思

い
ま

す
」

「
ち

ゃ
ん

と
産

め
る

の
か

な
っ

て
い

う
思

い
と

、
経

済
的

に
苦

し
い

の
に

産
ん

だ
と

し
て

育
て

ら
れ

る
の

か
と

い
う

不
安

が
あ

り
あ

り
ま

し
た

」
・

母
「

周
り

か
ら

も
、

他
に

も
子

ど
も

が
生

ま
れ

る
家

に
対

し
て

、
『

あ
そ

こ
は

子
ど

も
ば

っ
か

り
作

っ
て

』
み

た
い

な
の

を
聞

い
た

り
し

て
て

」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❹
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
（

子
ど

も
❹

の
妊

娠
の

事
実

に
つ

い
て

）
証

人
（

父
）

か
ら

は
、

確
認

は
し

ま
し

た
か

？
」

→
父

「
い

や
、

し
て

い
ま

せ
ん

」
・

検
察

官
「

先
ほ

ど
、

あ
な

た
は

、
被

告
人

が
妊

娠
し

て
い

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

思
っ

て
も

、
自

分
の

弱
さ

が
あ

っ
て

、
確

か
め

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

と
仰

っ
て

い
ま

し
た

ね
」

→
父

「
は

い
。

経
済

的
な

心
配

も
あ

り
ま

し
た

し
、

妻
に

な
ん

て
言

わ
れ

る
の

か
な

と
い

う
不

安
も

あ
っ

て
」

「
聞

け
な

か
っ

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

(
子

ど
も

❹
の

)
妊

娠
の

事
実

は
打

ち
明

け
ら

れ
ま

し
た

か
？

」
→

父
「

い
や

、
(
母

か
ら

相
談

)
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

」
・

母
「

(
中

絶
す

る
に

も
も

う
日

数
が

過
ぎ

て
い

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

思
い

で
)
手

術
は

し
ま

せ
ん

で
し

た
」

「
健

診
に

も
行

け
て

な
か

っ
た

り
、

家
族

に
言

え
て

な
か

っ
た

り
し

て
た

」
・

弁
護

士
「

あ
な

た
(
母

)
は

、
実

家
の

ご
両

親
に

も
相

談
で

き
な

か
っ

た
で

す
か

？
」

→
「

は
い

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❹
妊

娠
〕

・
父

「
今

ま
で

３
人

出
産

し
て

た
の

で
、

そ
う

い
う

危
険

と
か

も
本

人
も

わ
か

っ
て

る
と

は
思

っ
て

た
」

「
妊

娠
し

て
い

れ
ば

、
本

人
(
母

)
か

ら
、

自
分

(
父

)
の

方
に

言
っ

て
く

る
だ

ろ
う

な
と

い
う

思
い

が
あ

っ
て

」
「

自
分

(
父

)
に

言
っ

て
こ

な
か

っ
た

っ
て

い
う

の
は

、
聞

い
た

時
に

(
母

か
ら

)
何

て
言

わ
れ

る
ん

だ
ろ

う
っ

て
い

う
怖

さ
も

あ
り

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
の

妊
娠

〕
・

母
「

母
(
祖

母
)
に

し
て

も
、

父
(
祖

父
)
に

し
て

も
、

夫
(
父

)
に

し
て

も
、

子
ど

も
が

出
来

た
と

言
え

ば
、

『
産

ん
で

い
い

よ
』

っ
て

言
う

と
は

思
っ

て
い

た
ん

で
す

け
ど

、
実

際
の

所
、

体
調

面
だ

っ
た

り
、

金
銭

面
と

か
考

え
る

と
、

『
何

で
、

ま
た

子
ど

も
な

ん
て

』
っ

て
思

っ
て

い
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
っ

て
」

「
4
人

目
(
子

ど
も

❹
)
が

出
来

た
と

言
っ

て
も

、
反

対
は

さ
れ

な
い

と
思

っ
て

た
ん

だ
け

ど
、

更
に

苦
し

く
な

っ
て

い
る

家
計

と
か

考
え

る
と

、
内

心
良

い
よ

と
は

言
っ

て
も

、
内

心
ど

う
思

っ
て

る
の

か
な

っ
て

い
う

不
安

が
あ

っ
て

…
」

・
母

「
(
周

囲
が

妊
娠

し
た

女
性

に
対

し
、

『
あ

そ
こ

は
子

ど
も

ば
っ

か
り

作
っ

て
』

等
と

言
う

の
を

聞
き

)
自

分
(
母

)
も

そ
う

い
う

人
だ

な
と

思
っ

て
た

し
…

」
・

母
「

中
絶

す
る

に
も

も
う

日
数

が
過

ぎ
て

い
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
思

い
で

…
」

X 危
機

【
父

】
の

状
況

〔
母

が
妊

娠
に

つ
い

て
何

も
言

わ
な

い
こ

と
へ

の
不

安
〕

・
父

「
妊

娠
し

て
い

た
だ

ろ
う

な
と

思
っ

て
て

も
、

や
っ

ぱ
り

、
こ

っ
ち

の
思

い
過

ご
し

と
か

い
う

の
も

色
々

考
え

て
、

人
に

聞
け

ず
に

、
こ

の
日

(
出

産
し

た
日

)
ま

で
い

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

」

【
母

】
の

状
況

〔
疑

心
暗

鬼
の

生
活

〕
・

母
「

表
面

上
の

会
話

だ
け

で
、

ど
う

し
た

い
か

、
本

当
は

そ
う

思
っ

て
な

い
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

っ
て

い
う

事
ば

か
り

考
え

る
よ

う
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
5

事
例

1
-
Ｔ

5
：

予
定

外
の

子
ど

も
❹

妊
娠

と
夫

婦
間

の
話

し
合

い
の

回
避

A B C

-

X モ デ ル
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
出

産
を

確
信

〕
・

検
察

官
（

父
の

供
述

調
書

）
「

（
被

告
人

(
母

)
の

様
子

で
す

と
か

、
部

屋
に

ミ
ル

ク
の

入
っ

た
哺

乳
瓶

が
置

い
て

あ
っ

た
事

等
か

ら
、

被
告

人
(
母

)
が

や
は

り
妊

娠
し

て
い

て
、

子
ど

も
(
子

ど
も

❹
)
を

産
ん

だ
ん

だ
と

い
う

事
を

確
信

し
た

」
〔

②
 
母

が
子

ど
も

❹
の

遺
体

を
墓

地
に

埋
め

た
〕

・
検

察
官

「
被

告
人

(
母

)
が

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❹
)
の

死
体

を
埋

め
た

次
の

日
に

、
そ

の
事

実
に

つ
い

て
、

あ
な

た
(
父

)
は

被
告

人
(
母

)
に

打
ち

明
け

ら
れ

ま
し

た
よ

ね
」

→
父

「
は

い
」

「
埋

め
た

っ
て

い
う

事
が

、
も

う
犯

罪
っ

て
、

も
う

聞
い

た
時

に
わ

か
っ

た
の

で
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
出

産
〕

・
検

察
官

(
証

拠
調

べ
)
「

被
告

人
(
母

)
方

の
風

呂
場

で
1
人

で
子

ど
も

(
子

ど
も

❹
)
を

出
産

し
ま

し
た

」
・

弁
護

士
「

(
子

ど
も

❹
を

)
自

力
で

出
産

し
て

…
」

〔
②

 
子

ど
も

❹
の

死
亡

・
遺

棄
〕

・
検

察
官

(
証

拠
調

べ
)
「

被
告

人
(
母

)
は

、
(
出

産
後

)
目

を
覚

ま
し

た
後

、
嬰

児
(
子

ど
も

❹
)
が

冷
た

く
な

っ
て

お
り

呼
吸

を
し

て
お

ら
ず

、
心

臓
の

鼓
動

も
感

じ
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

こ
の

嬰
児

(
子

ど
も

❹
)
が

死
亡

し
て

い
る

の
に

気
が

つ
き

ま
し

た
」

B
対
処
資
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
出

産
を

確
信

〕
※

父
が

母
の

子
ど

も
❹

出
産

を
確

信
し

た
際

の
記

述
デ

ー
タ

な
し

〔
②

 
母

が
子

ど
も

❹
の

遺
体

を
墓

地
に

埋
め

た
〕

・
父

「
妻

と
も

色
々

話
を

し
て

、
警

察
に

も
連

絡
し

よ
う

か
と

い
う

話
に

も
な

っ
た

ん
で

す
け

ど
」

「
周

り
に

言
え

ず
に

言
わ

ず
に

い
た

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
出

産
〕

・
検

察
官

(
供

述
調

書
)
「

(
母

は
)
出

産
直

後
に

産
ま

れ
た

子
ど

も
を

撮
影

し
た

、
携

帯
電

話
で

撮
影

し
た

写
真

…
」

・
検

察
官

(
供

述
調

書
)
「

(
出

産
後

)
被

告
人

(
母

)
は

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❹
)
の

へ
そ

の
緒

を
切

り
、

体
に

つ
い

て
い

た
血

を
流

し
、

お
風

呂
場

の
お

湯
で

流
し

た
後

、
母

乳
や

ミ
ル

ク
を

あ
げ

よ
う

と
し

ま
し

た
が

、
飲

む
様

子
が

な
か

っ
た

の
で

断
念

し
、

(
子

ど
も

❹
を

布
団

に
寝

か
せ

た
後

)
被

告
人

(
母

)
も

隣
で

眠
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
」

〔
②

 
子

ど
も

❹
の

死
亡

・
遺

棄
〕

・
母

「
ど

う
し

て
良

い
か

わ
か

ら
な

く
て

、
お

墓
に

行
き

ま
し

た
」

・
検

察
官

(
証

拠
調

べ
)
「

(
子

ど
も

❹
の

)
死

体
を

バ
ス

タ
オ

ル
で

包
ん

だ
う

え
、

被
告

人
(
母

)
が

運
転

す
る

自
動

車
に

乗
せ

墓
地

ま
で

運
び

ま
し

た
」

・
検

察
官

(
供

述
調

書
)
「

(
子

ど
も

❹
)
死

体
を

お
墓

の
敷

地
内

に
運

び
、

そ
こ

に
自

分
で

穴
を

掘
っ

て
埋

め
て

し
ま

っ
た

…
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
出

産
を

確
信

〕
※

父
が

母
の

子
ど

も
❹

出
産

を
確

信
し

た
際

の
記

述
デ

ー
タ

な
し

〔
②

 
母

が
子

ど
も

❹
の

遺
体

を
墓

地
に

埋
め

た
〕

・
検

察
官

「
(
母

が
子

ど
も

❹
の

遺
体

を
埋

め
た

次
の

日
に

、
そ

の
事

実
を

あ
な

た
(
父

)
は

被
告

人
(
母

)
か

ら
打

ち
明

け
ら

れ
ま

し
た

よ
・

父
「

色
々

考
え

た
末

に
、

や
は

り
、

今
い

る
子

ど
も

(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
②

、
子

ど
も

③
）

を
し

っ
か

り
育

て
な

き
ゃ

っ
て

い
う

思
い

の
方

が
勝

っ
て

し
ま

っ
て

」
「

お
墓

に
埋

め
た

っ
て

い
う

事
で

、
供

養
、

そ
こ

ら
に

埋
め

た
ん

じ
ゃ

な
い

の
で

、
勝

手
な

僕
ら

の
思

い
な

ん
で

す
け

ど
、

供
養

さ
れ

る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な

と
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❹
出

産
〕

・
裁

判
官

「
お

子
さ

ん
(
子

ど
も

❹
)
が

産
ま

れ
た

時
は

、
ど

う
い

う
気

持
ち

で
し

た
か

？
」

→
母

「
嬉

し
か

っ
た

で
す

。
き

ち
ん

と
出

て
き

て
く

れ
た

か
ら

。
で

も
、

声
を

あ
げ

な
か

っ
た

の
で

、
か

す
れ

た
よ

う
な

声
し

か
聞

け
な

か
っ

た
で

す
け

ど
。

き
ち

ん
と

産
ま

れ
た

の
は

嬉
し

か
っ

た
で

す
」

〔
②

 
子

ど
も

❹
の

死
亡

・
遺

棄
〕

・
母

「
(
1
人

で
出

産
し

)
そ

の
赤

ち
ゃ

ん
(
子

ど
も

❹
)
が

亡
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
っ

て
い

う
の

を
、

家
族

に
伝

え
る

の
は

辛
か

っ
た

」
・

母
「

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❹
)
を

供
養

し
て

あ
げ

た
い

っ
て

い
う

気
持

ち
も

あ
っ

て
」

「
そ

の
辺

に
捨

て
て

く
る

よ
う

な
こ

と
は

出
来

な
い

と
思

っ
た

し
、

家
に

置
い

て
お

く
っ

て
い

う
事

も
で

き
な

い
し

」
「

家
族

に
言

っ
て

な
い

の
で

、
ど

う
し

て
良

い
か

わ
か

ら
な

く
て

…
」

・
検

察
官

(
供

述
調

書
)
「

(
子

ど
も

❹
の

妊
娠

に
つ

い
て

)
今

ま
で

家
族

に
何

も
話

し
て

い
な

か
っ

た
の

に
、

今
更

、
死

ん
で

し
ま

っ
た

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❹
)
の

姿
を

家
族

に
見

せ
る

こ
と

が
で

き
な

い
な

ど
と

考
え

…
」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
母

逮
捕

の
状

況
や

子
ど

も
の

様
子

を
「

な
ん

で
？

」
と

推
測

す
る

父
〕

・
裁

判
官

「
(
母

が
逮

捕
さ

れ
た

後
)
お

子
さ

ん
達

(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
②

、
子

ど
も

③
)
は

、
今

、
ど

う
い

う
風

な
生

活
で

す
か

？
」

→
父

「
妻

(
母

)
が

逮
捕

さ
れ

て
か

ら
は

、
(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
②

、
子

ど
も

③
に

）
妻

(
母

)
は

急
遽

入
院

す
る

こ
と

に
な

っ
た

と
話

し
ま

し
て

…
」

「
今

ま
で

は
(
母

が
)
少

し
で

も
い

な
い

と
『

マ
マ

は
ど

こ
行

っ
た

の
？

」
っ

て
す

ぐ
言

っ
た

ん
で

す
け

ど
、

3
人

(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
②

、
子

ど
も

③
）

と
も

そ
う

い
う

こ
と

も
あ

ま
り

言
わ

な
く

て
、

な
ん

で
、

そ
ん

な
に

捕
ま

っ
て

る
ん

だ
ろ

う
っ

て
思

い
な

が
ら

、
逆

に
な

ん
か

察
し

て
る

の
か

な
と

思
い

な
が

ら
毎

日
過

ご
し

て
て

…
」

【
母

】
の

危
機

〔
子

ど
も

❹
遺

棄
発

覚
〕

・
検

察
官

「
遺

棄
か

ら
(
約

２
か

月
後

)
寺

を
訪

れ
た

観
光

客
が

(
子

ど
も

❹
の

)
死

体
を

発
見

し
、

寺
の

住
職

が
警

察
に

通
報

し
た

こ
と

で
発

覚
し

た
」

問
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せ隣で自分も眠った。一方で父は部屋にミルクの入った哺乳瓶があるのを見て母の出産を

確信したが、それ以外の出産当日の父に関する記述データはない。母は目が覚めて子ども

❹の死亡に気づき、この状態を家族に見せるわけにはいかないと思い、遺体を車で運び墓

地に埋めた。翌日、母は父に遺体を墓地に遺棄したことを告げるが、父は母を犯罪者にし

たくないという思いから警察に通報せず、墓地に埋めたことが自分たちなりの供養であり、

今いる 3 人の子どもたちをしっかり育てることが大切だと考え、約 2 か月放置した状況が

続いた。

【問題解決のパターン】

　以上から、事例 1 の父母は、子ども③の妊娠を父方祖父母に相談した際に、出産すると

いう問題解決がなされたが、その後は、父母は避妊について具体的に話し合うことはなく、

自分たちの責任において問題に対峙する機を逸した。家族内の人間関係に神経を遣い、互

いに相手がどう思っているのかを気にしながら、表面上の平穏を保つ問題解決のパターン

が生じていたことが示された。父母はお互いに経済的な不安と予期せぬ妊娠への対処の不

安をもちながら、コミュニケーションを回避することで、多世代家族の生活を維持したと

いえよう。その方法は、父母の関係を疑心暗鬼の状態へと閉塞させ、不作為によって子ど

も❹の妊娠期間を過ごし出産・遺棄が発生した経緯が明らかになった。

＝事例 2 ＝

【家族構成】

【問題解決のトッピックス T1 ～ T2】

　事例 2-T1では、母は高校在学中に子ども①を妊娠するが、母方祖父母には告げず父にだ

け伝え、高校卒業後に職場倉庫で出産した。出産を機に、父母、子ども①は、母方実家で

母方祖父母と伯父の 6 人の同居生活を始めた。父は母方実家に「住まわせてくれる」と感

謝しつつ、当初は気持ちの整理がつかない状態であったことが示唆された。事例 2-T2では、

母が子ども①を除く家族成員のなかで唯一仕事に就いていないことから、6 人家族の家計

管理を任された母の状況が示された。母方祖父母と伯父は一定の生活費を収めたが、父は

収入を小遣い・趣味・ギャンブル等に使い、母が苦言を呈したが改善されず、家計は赤字

＝事例 2＝ 
【家族構成】 

図表Ⅲ-2-5．事例 2 の家族構成 
同居の家族成員（6 人） ジェノグラム 

・父母世帯 
母（パート）、父（有職）、第１子（8 歳） 
 
・祖父母世帯 
母方祖父（有職）、母方祖母（有職）、伯父（母の兄：有職） 
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母

を
と

り
ま

く
人
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の
状

況
【

母
】
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状

況

A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

被
告

人
(
母

)
は

当
時

、
第

１
子

(
子

ど
も

①
)
を

妊
娠

し
て

い
た

が
、

夫
以

外
に

は
そ

の
事

実
を

伝
え

な
い

ま
ま

…
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
の

妊
娠

〕
・

母
「

妊
娠

が
わ

か
っ

た
時

は
、

ま
だ

高
校

生
だ

っ
た

し
」

・
検

察
官

(
犯

行
状

況
等

)
「

被
告

人
(
母

)
は

当
時

、
第

１
子

(
子

ど
も

①
)
を

妊
娠

し
て

い
た

が
、

夫
(
父

)
以

外
に

は
そ

の
事

実
を

伝
え

な
い

ま
ま

…
」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
長

男
さ

ん
(
子

ど
も

①
)
の

妊
娠

に
つ

い
て

は
、

同
居

家
族

、
自

分
の

家
族

に
は

報
告

さ
れ

た
？

」
→

父
「

自
分

の
家

族
に

は
話

を
し

た
ん

で
す

が
、

同
居

家
族

に
は

…
」

・
弁

護
士

「
長

男
さ

ん
(
子

ど
も

①
)
が

、
ど

う
い

う
状

況
で

産
ま

れ
た

の
か

ご
存

知
で

す
よ

ね
？

」
→

父
「

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

の
…

倉
庫

で
産

ま
れ

た
と

聞
い

て
い

ま
す

」
→

弁
護

士
「

産
婦

人
科

の
病

院
で

は
な

い
。

ど
う

し
て

、
そ

う
い

う
状

況
に

な
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
？

」
→

父
「

そ
れ

ま
で

、
僕

(
父

)
が

一
緒

に
産

婦
人

科
に

行
っ

た
こ

と
も

な
か

っ
た

し
…

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

長
男

(
子

ど
も

①
)
を

妊
娠

し
た

こ
と

を
、

あ
な

た
の

ご
両

親
(
母

方
祖

父
母

)
に

話
し

た
？

」
→

母
「

い
い

え
、

し
て

ま
せ

ん
」

・
弁

護
士

「
結

局
病

院
に

行
く

こ
と

な
く

、
あ

な
た

(
母

)
の

職
場

で
出

産
す

る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
」

・
検

察
官

「
高

校
卒

業
後

、
デ

パ
ー

ト
の

洋
服

店
に

就
職

、
被

告
人

(
母

)
は

当
時

第
１

子
(
子

ど
も

①
)
を

妊
娠

し
て

い
た

が
、

夫
(
父

)
以

外
に

は
そ

の
事

実
を

伝
え

な
い

ま
ま

、
勤

務
中

に
仕

事
先

で
出

産
し

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
父

「
(
母

の
妊

娠
・

出
産

に
つ

い
て

)
そ

う
い

う
と

こ
ろ

(
産

婦
人

科
)
が

ち
ゃ

ん
と

し
て

く
れ

る
と

い
う

考
え

が
な

か
っ

た
の

で
…

あ
ま

り
気

に
し

な
か

っ
た

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

(
子

ど
も

①
に

妊
娠

を
両

親
に

話
さ

な
か

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

)
そ

れ
は

何
故

で
す

か
？

」
→

母
「

妊
娠

が
わ

か
っ

た
時

は
、

ま
だ

高
校

生
だ

っ
た

し
、

話
せ

ば
き

っ
と

お
ろ

せ
と

言
わ

れ
る

と
思

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

…
」

・
弁

護
士

「
お

腹
が

大
き

く
な

っ
て

も
、

お
母

さ
ん

(
祖

母
)
と

か
に

相
談

し
な

か
っ

た
？

」
→

母
「

し
て

ま
せ

ん
」

弁
護

士
「

そ
れ

は
何

故
で

す
か

？
」

→
母

「
迷

惑
を

か
け

て
し

ま
う

と
思

っ
た

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
出

産
後

に
母

方
実

家
で

同
居

〕
・

弁
護

士
「

(
母

が
子

ど
も

①
出

産
後

に
母

方
実

家
で

)
一

緒
に

住
む

よ
う

に
な

り
ま

す
よ

ね
。

義
理

の
父

母
(
母

方
祖

父
母

)
に

対
し

て
、

あ
な

た
自

身
、

ど
う

い
う

お
気

持
ち

が
あ

っ
た

？
」

→
父

「
最

初
は

気
を

遣
わ

な
い

と
い

け
な

い
で

す
し

、
若

干
、

家
に

居
づ

ら
い

と
」

「
住

ま
わ

し
て

く
れ

る
こ

と
は

感
謝

し
て

た
ん

で
す

が
、

気
持

ち
の

整
理

と
い

う
の

は
…

」

【
母

】
の

危
機

〔
出

産
後

に
父

と
実

家
で

同
居

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

(
母

は
勤

務
中

に
仕

事
先

で
子

ど
も

①
を

出
産

し
)
こ

れ
を

機
に

退
職

し
、

そ
の

後
は

両
親

(
母

方
祖

父
母

)
が

母
ら

夫
婦

と
長

男
(
子

ど
も

①
)
を

引
き

と
る

形
で

、
両

親
(
祖

父
母

)
方

で
、

両
親

(
祖

父
母

)
、

兄
(
伯

父
)
、

夫
(
父

)
、

長
男

(
子

ど
も

①
)
と

同
居

し
、

世
帯

を
共

有
し

な
が

ら
生

活
し

て
い

た
」
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
父

の
収

入
の

使
い

道
〕

・
検

察
官

(
犯

行
状

況
等

)
「

被
告

人
(
母

)
ら

世
帯

の
家

計
は

、
両

親
(
祖

父
母

)
と

兄
(
伯

父
)
の

収
入

で
賄

わ
れ

て
い

た
た

た
め

、
夫

(
父

)
の

収
入

は
被

告
人

(
母

)
ら

夫
婦

(
父

母
)
と

長
男

(
子

ど
も

①
)
の

た
め

に
使

う
こ

と
が

で
き

た
が

…
」

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

➀
 
6
人

家
族

の
家

計
を

賄
う

〕
・

弁
護

士
「

(
母

方
祖

父
母

と
伯

父
が

働
い

て
い

る
の

で
)
ど

の
よ

う
に

お
渡

し
さ

れ
て

い
た

ん
で

す
か

？
」

→
祖

父
「

私
ら

(
母

方
祖

父
母

)
と

私
の

長
男

(
伯

父
)
２

万
ず

つ
渡

し
て

ま
し

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
6
人

家
族

の
家

計
管

理
を

任
さ

れ
た

母
〕

・
弁

護
士

「
家

計
の

や
り

く
り

は
ど

な
た

が
？

」
→

祖
父

「
〇

〇
(
母

)
で

す
」

→
弁

護
士

「
被

告
人

(
母

)
が

管
理

し
て

い
た

の
は

食
事

や
水

道
、

光
熱

費
の

管
理

？
」

→
祖

父
「

そ
う

で
す

」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
父

の
収

入
の

使
い

道
〕

・
母

「
(
父

の
お

金
の

使
い

方
は

)
お

小
遣

い
…

趣
味

…
ギ

ャ
ン

ブ
ル

と
か

、
仕

事
で

も
使

う
の

で
」

・
父

「
(
家

計
の

収
入

に
つ

い
て

)
自

分
も

聞
く

こ
と

は
な

か
っ

た
ん

で
す

が
…

」
・

弁
護

士
「

支
出

の
こ

の
辺

を
節

約
し

よ
う

と
か

、
話

し
合

っ
た

こ
と

も
な

い
で

す
か

ね
？

」
→

父
「

な
い

で
す

」

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

➀
 
6
人

家
族

の
家

計
を

賄
う

〕
・

弁
護

士
「

娘
さ

ん
(
母

)
に

、
こ

れ
で

や
っ

て
い

け
る

の
か

と
尋

ね
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
」

→
祖

父
「

記
憶

に
な

い
で

す
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
6
人

家
族

の
家

計
管

理
を

任
さ

れ
た

母
〕

・
弁

護
士

「
夫

(
父

)
の

収
入

、
両

親
(
祖

父
母

)
、

兄
(
伯

父
)
か

ら
の

2
万

円
の

収
入

と
、

家
族

3
人

(
父

・
母

・
子

ど
も

①
)
の

生
活

費
の

支
出

。
調

書
を

見
る

と
そ

ん
な

に
足

り
な

い
か

な
と

思
う

の
で

す
が

、
支

出
は

何
に

使
っ

て
い

た
？

」
→

母
「

食
費

や
主

人
(
父

)
の

お
金

で
す

」
→

弁
護

士
「

ご
主

人
(
父

)
の

お
金

と
は

？
」

→
母

「
お

小
遣

い
、

趣
味

、
ギ

ャ
ン

ブ
ル

と
か

、
仕

事
で

も
使

う
の

で
そ

の
お

金
も

」
・

弁
護

士
「

あ
な

た
(
母

)
か

た
か

ら
(
父

に
)
苦

言
を

呈
し

た
こ

と
は

？
」

→
母

「
何

度
か

あ
り

ま
す

」
・

弁
護

士
「

家
庭

で
言

い
た

い
こ

と
が

言
え

な
か

っ
た

と
い

う
こ

と
で

す
が

、
親

御
さ

ん
(
母

方
祖

父
母

)
に

言
い

た
い

こ
と

が
言

え
な

か
っ

た
の

は
…

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

父
の

収
入

の
使

い
道

〕
・

弁
護

士
「

収
入

に
つ

い
て

何
か

言
わ

れ
た

こ
と

は
？

」
→

「
基

本
的

に
は

家
計

の
こ

と
は

(
母

に
)
全

て
任

せ
て

い
て

」

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

➀
6
人

家
族

の
家

計
を

賄
う

〕
・

弁
護

士
「

（
経

済
的

に
）

苦
し

い
の

か
な

と
は

お
思

い
に

な
っ

た
？

」
→

祖
父

「
簡

単
な

食
事

や
レ

ト
ル

ト
が

出
た

り
す

る
と

苦
し

い
の

か
な

と
思

う
こ

と
も

あ
り

ま
し

た
け

ど
」

・
祖

父
「

(
母

に
つ

い
て

)
辛

い
こ

と
は

言
わ

ず
、

な
ん

と
か

し
よ

う
、

な
ん

と
か

し
よ

う
と

す
る

子
で

す
ね

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
6
人

家
族

の
家

計
管

理
を

任
さ

れ
た

母
〕

・
母

「
主

人
(
父

)
の

給
料

を
全

部
私

(
母

)
が

管
理

し
て

い
る

の
で

、
私

(
母

)
の

や
り

く
り

が
う

ま
く

で
き

な
か

っ
た

の
が

原
因

だ
と

」
・

弁
護

士
「

(
経

済
的

な
苦

し
さ

に
つ

い
て

)
ご

主
人

(
父

)
に

お
金

を
渡

す
の

が
原

因
だ

っ
た

の
で

は
？

」
→

母
「

は
い

」
→

弁
護

士
「

ご
主

人
(
父

)
に

ど
う

し
て

正
直

に
言

え
な

っ
た

ん
で

し
ょ

う
か

？
」

→
母

「
お

金
の

こ
と

は
、

主
人

(
父

)
に

言
っ

て
も

ど
う

し
よ

う
も

な
い

と
思

っ
て

し
ま

っ
た

」
「

(
母

が
給

与
を

全
部

が
預

か
っ

て
い

る
の

で
)
相

談
し

て
も

無
駄

だ
と

思
っ

て
し

ま
っ

た
…

」
・

「
(
家

庭
で

言
い

た
い

こ
と

が
言

え
ず

、
母

方
祖

父
母

に
言

い
た

い
こ

と
が

言
え

な
い

理
由

は
)
一

緒
に

住
ま

わ
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
の

で
、

…
良

い
関

係
を

壊
し

た
く

な
か

っ
た

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
収

入
を

小
遣

い
と

し
て

消
費

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

被
告

人
(
母

)
ら

世
帯

の
家

計
は

、
両

親
(
祖

父
母

)
と

兄
(
伯

父
)
の

収
入

で
賄

わ
れ

て
い

た
た

め
、

夫
(
父

)
の

収
入

は
被

告
人

(
母

)
ら

夫
婦

(
父

母
)
と

長
男

(
子

ど
も

①
)
の

た
め

に
使

う
こ

と
が

で
き

た
が

、
夫

(
父

)
の

収
入

は
被

告
人

(
母

)
ら

夫
婦

(
父

母
)
の

小
遣

い
、

借
金

返
済

に
充

て
ら

れ
て

消
費

さ
れ

て
お

り
、

被
告

人
(
母

)
ら

夫
婦

の
預

貯
金

や
独

立
資

金
は

捻
出

で
き

な
い

状
態

だ
っ

た
」

・
弁

護
士

「
経

済
的

な
こ

と
が

一
番

根
底

原
因

に
な

る
よ

う
な

気
が

す
る

ん
で

す
が

」
→

父
「

給
料

に
見

合
っ

た
自

分
(
父

)
の

小
遣

い
の

使
い

方
を

し
て

い
る

か
と

言
わ

れ
る

と
そ

う
で

な
い

部
分

も
あ

っ
た

」

【
祖

父
】

の
状

況
〔

家
計

管
理

に
無

頓
着

〕
・

祖
父

「
（

母
が

家
計

の
や

り
く

り
を

）
や

れ
る

も
ん

だ
と

、
わ

た
し

(
祖

父
)
男

性
で

す
し

慣
れ

な
い

こ
と

は
わ

か
ら

ん
で

す
ね

」

【
母

】
の

危
機

〔
赤

字
の

家
計

を
負

う
〕

・
弁

護
士

「
2
つ

の
事

件
で

経
済

的
な

理
由

が
大

き
く

横
た

わ
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

が
、

毎
月

の
収

支
は

？
」

→
母

「
正

直
赤

字
で

し
た

」
・

弁
護

士
「

経
済

的
な

こ
と

で
、

ご
主

人
(
父

)
に

心
配

を
か

け
た

く
な

か
っ

た
？

」
→

母
「

は
い

」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
2

事
例

2
-
T
2
：

6
人

家
族

の
家

計
を

管
理

す
る

母
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-
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
保

育
園

入
学

準
備

金
〕

※
 
子

ど
も

①
保

育
園

入
学

準
備

金
に

つ
い

て
記

述
デ

ー
タ

な
し

〔
②

 
父

の
浮

気
の

発
覚

と
子

ど
も

②
の

流
産

〕
・

弁
護

士
「

女
性

関
係

で
ご

夫
婦

(
父

母
)
が

も
め

た
こ

と
が

あ
っ

た
よ

う
で

す
が

…
」

※
子

ど
も

②
の

流
産

に
つ

い
て

の
記

述
デ

ー
タ

な
し

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
の

保
育

園
入

学
準

備
金

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

子
ど

も
①

が
保

育
園

に
入

園
す

る
に

あ
た

り
、

被
告

人
(
母

)
は

準
備

資
金

が
足

り
な

か
っ

た
」

〔
②

 
父

の
浮

気
の

発
覚

と
子

ど
も

②
の

流
産

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

(
飲

食
店

で
パ

ー
ト

勤
務

す
る

よ
う

に
な

っ
た

)
そ

の
後

、
ま

も
な

く
、

夫
(
父

)
の

浮
気

が
発

覚
し

、
第

２
子

(
子

ど
も

②
)
を

流
産

す
る

な
ど

の
問

題
が

起
き

る
」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
保

育
園

入
学

準
備

金
〕

※
 
子

ど
も

①
保

育
園

入
学

準
備

金
に

つ
い

て
記

述
デ

ー
タ

な
し

〔
②

 
父

の
浮

気
の

発
覚

と
子

ど
も

②
の

流
産

〕
・

弁
護

士
「

(
父

の
浮

気
が

発
覚

し
た

後
の

)
関

係
は

修
復

し
た

と
？

」
→

父
「

は
い

」
※

子
ど

も
②

の
流

産
に

つ
い

て
の

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
の

保
育

園
入

学
準

備
金

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

(
子

ど
も

①
の

保
育

園
の

準
備

資
金

を
補

う
た

め
)
サ

ラ
金

か
ら

借
金

し
た

」
「

借
金

返
済

の
た

め
被

告
人

(
母

)
は

飲
食

店
で

パ
ー

ト
勤

務
を

す
る

よ
う

に
な

っ
た

」
「

(
金

欲
し

さ
に

)
同

僚
の

財
布

か
ら

現
金

を
抜

い
た

」
〔

②
 
父

の
浮

気
の

発
覚

と
子

ど
も

②
の

流
産

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

夫
(
母

)
の

浮
気

相
手

に
慰

謝
料

と
し

て
1
5
0
万

を
要

求
し

、
月

々
1
0
万

円
を

支
払

わ
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
」

「
し

か
し

、
そ

の
情

報
を

秘
し

て
、

夫
(
父

)
や

両
親

(
母

方
祖

父
母

)
に

は
ア

ル
バ

イ
ト

を
続

け
て

収
入

を
得

て
い

る
よ

う
に

伝
え

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
〔

➀
 
子

ど
も

①
保

育
園

入
学

準
備

金
〕

※
 
子

ど
も

①
保

育
園

入
学

準
備

金
に

つ
い

て
記

述
デ

ー
タ

な
し

〔
②

 
父

の
浮

気
の

発
覚

と
子

ど
も

②
の

流
産

〕
・

弁
護

士
「

(
父

の
女

性
関

係
の

問
題

で
)
夫

婦
が

も
め

た
こ

と
が

あ
っ

た
よ

う
で

す
が

、
ご

夫
婦

(
父

母
)
は

そ
の

あ
と

ギ
ク

シ
ャ

ク
し

て
し

ま
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

父
「

僕
自

身
は

全
く

な
い

」
→

弁
護

士
「

あ
な

た
(
父

)
か

ら
見

て
、

被
告

人
(
母

)
は

変
わ

っ
た

？
」

→
父

「
い

え
…

」
※

子
ど

も
②

の
流

産
に

つ
い

て
の

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
母

】
〔

➀
 
子

ど
も

①
の

保
育

園
入

学
準

備
金

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

(
子

ど
も

①
の

保
育

園
入

園
の

)
準

備
資

金
が

足
り

な
か

っ
た

…
」

〔
②

 
父

の
浮

気
の

発
覚

と
子

ど
も

②
の

流
産

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

(
パ

ー
ト

先
で

窃
盗

し
)
警

察
に

逮
捕

さ
れ

る
な

ど
し

た
た

め
、

借
金

返
済

に
困

る
よ

う
に

な
っ

た
」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
家

計
の

実
態

を
知

ら
な

い
〕

・
弁

護
士

「
被

告
人

(
母

)
が

あ
な

た
(
母

)
の

自
動

車
学

校
や

車
を

買
う

お
金

を
捻

出
す

る
た

め
に

、
サ

ラ
金

か
ら

借
金

を
し

て
い

た
の

は
ご

存
知

で
し

た
か

？
」

→
父

「
知

り
ま

せ
ん

で
し

た
」

【
母

】
の

危
機

〔
父

に
新

車
を

買
い

与
え

再
び

借
金

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

夫
(
父

)
に

新
車

を
買

い
与

え
る

な
ど

し
て

ロ
ー

ン
を

組
む

な
ど

し
て

新
た

な
借

金
を

重
ね

た
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
3

事
例

2
-
T
3
：

子
ど

も
①

の
保

育
園

入
園

準
備

で
サ

ラ
金

か
ら

借
金

+
父

の
浪

費
と

浮
気

+
母

は
パ

ー
ト

先
で

窃
盗

し
父

の
浮

気
相

手
に

慰
謝

を
請

求

A B C

-
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

方
祖

父
母

か
ら

自
立

の
促

し
〕

・
弁

護
士

「
被

告
人

(
母

)
の

両
親

(
母

方
祖

父
母

)
か

ら
自

立
を

促
さ

れ
て

い
た

こ
と

に
つ

い
て

は
？

」
→

父
「

ま
あ

、
や

っ
ぱ

、
お

金
が

無
い

の
で

…
」

【
母

方
祖

父
母

】
の

状
況

〔
➀

 
父

母
へ

自
立

を
促

す
〕

・
弁

護
士

「
(
母

方
祖

父
母

か
ら

)
早

く
自

立
す

る
よ

う
に

と
は

、
あ

な
た

(
父

)
自

身
、

言
わ

れ
た

こ
と

は
あ

る
？

」
→

父
「

早
く

自
立

す
る

よ
う

に
と

い
う

言
葉

で
は

な
か

っ
た

で
す

が
、

ゆ
く

ゆ
く

は
3
人

で
と

い
う

話
は

あ
り

ま
し

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
祖

父
母

か
ら

の
自

立
の

促
し

〕
・

母
「

(
祖

母
か

ら
)
２

人
目

が
で

き
た

ら
家

を
出

て
も

ら
う

と
言

わ
れ

て
い

た
」

・
弁

護
士

「
お

母
さ

ん
（

母
方

祖
母

）
か

ら
自

立
し

ろ
と

強
く

言
わ

れ
て

い
た

の
は

、
間

違
い

な
い

で
す

よ
ね

」
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

(
母

は
)
か

ね
て

両
親

(
母

方
祖

父
母

)
か

ら
両

親
(
母

方
祖

父
母

)
の

収
入

に
依

存
し

て
い

る
生

活
ぶ

り
を

注
意

さ
れ

…
」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

母
方

祖
父

母
か

ら
自

立
の

促
し

〕
・

弁
護

士
「

自
立

に
つ

い
て

奥
さ

ん
と

話
し

を
し

た
こ

と
は

？
」

→
父

「
ま

あ
、

何
度

か
」

「
毎

日
す

こ
し

ず
つ

で
も

貯
金

出
来

た
ら

い
い

ね
と

い
う

話
を

し
ま

し
た

」
→

弁
護

士
「

毎
月

ど
の

く
ら

い
で

き
て

る
と

か
、

詰
め

た
話

は
？

」
→

父
「

い
や

、
そ

こ
ま

で
は

…
」

・
検

察
官

「
こ

れ
ま

で
(
自

立
を

)
な

さ
っ

て
な

か
っ

た
の

は
…

」

【
母

方
祖

父
母

】
の

状
況

〔
➀

父
母

へ
自

立
を

促
す

〕
・

祖
父

「
強

い
口

調
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

が
、

ゆ
く

ゆ
く

は
自

分
た

ち
で

生
活

し
な

さ
い

よ
と

い
う

の
は

何
度

か
行

っ
た

と
思

い
ま

す
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
祖

父
母

か
ら

の
自

立
の

促
し

〕
・

検
察

官
「

(
母

)
は

1
0
0
円

シ
ョ

ッ
プ

で
働

く
よ

う
に

な
っ

た
」

・
弁

護
士

「
自

立
に

つ
い

て
奥

さ
ん

と
話

し
を

し
た

こ
と

は
？

」
→

父
「

ま
あ

、
何

度
か

」
「

毎
日

す
こ

し
ず

つ
で

も
貯

金
出

来
た

ら
い

い
ね

と
い

う
話

を
し

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
毎

月
ど

の
く

ら
い

で
き

て
る

と
か

、
詰

め
た

話
は

？
」

→
父

「
い

や
、

そ
こ

ま
で

は
…

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

方
祖

父
母

か
ら

自
立

の
促

し
〕

・
弁

護
士

「
被

告
人

の
両

親
(
母

方
祖

父
母

)
か

ら
自

立
を

促
さ

れ
て

い
た

こ
と

に
つ

い
て

は
？

」
→

父
「

ま
あ

、
…

家
の

方
に

…
住

ま
わ

せ
て

頂
き

た
い

と
い

う
の

は
…

」
・

検
察

官
「

(
同

居
を

続
け

自
立

を
し

な
か

っ
た

の
は

)
ど

う
い

う
理

由
？

単
に

経
済

的
な

理
由

か
ら

？
」

→
父

「
は

い
、

経
済

的
な

理
由

」

【
母

方
祖

父
母

】
の

状
況

〔
➀

 
父

母
へ

自
立

を
促

す
〕

・
弁

護
士

「
娘

さ
ん

ご
夫

婦
(
父

母
)
に

、
出

て
行

っ
て

ほ
し

い
・

出
て

行
っ

て
も

ら
わ

わ
な

け
れ

ば
困

る
？

」
→

祖
父

「
い

や
い

や
、

そ
れ

は
な

い
で

す
」

「
今

す
ぐ

に
で

は
な

く
て

、
将

来
的

に
家

庭
を

も
っ

た
方

が
い

い
だ

ろ
う

と
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
祖

父
母

か
ら

の
自

立
の

促
し

〕
・

弁
護

士
「

娘
さ

ん
(
母

)
は

、
自

立
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

を
感

じ
て

い
た

よ
う

で
す

」
・

母
「

（
母

方
祖

母
か

ら
自

立
す

る
よ

う
強

く
言

わ
れ

て
）

そ
の

時
、

嫌
み

じ
ゃ

な
い

け
ど

、
そ

ん
な

風
に

と
ら

え
て

し
ま

い
ま

し
た

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
家

庭
生

活
で

問
題

が
あ

っ
て

も
話

合
わ

な
い

〕
・

弁
護

士
「

毎
月

ど
の

く
ら

い
で

き
て

る
と

か
、

詰
め

た
話

は
？

」
→

父
「

い
や

、
そ

こ
ま

で
は

…
」

・
弁

護
士

「
奥

さ
ん

(
母

)
に

窃
盗

前
歴

あ
り

ま
す

よ
ね

？
こ

の
と

き
、

な
ぜ

(
話

し
合

い
が

)
で

き
て

い
な

か
っ

た
ん

で
し

ょ
う

？
」

→
父

「
ち

ょ
っ

と
、

自
分

(
父

)
の

中
で

そ
う

い
う

こ
と

を
甘

く
見

て
い

た
と

い
う

か
、

軽
く

考
え

て
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

て
…

」
・

父
「

僕
ら

夫
婦

(
父

母
)
に

関
し

て
は

、
争

う
こ

と
が

好
き

で
な

い
の

で
、

喧
嘩

が
か

な
り

少
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
っ

た
」

【
母

方
祖

父
母

】
の

危
機

〔
母

に
自

分
た

ち
と

同
じ

く
親

元
を

離
れ

た
生

活
の

期
待

〕
・

検
察

官
「

親
御

(
祖

父
母

)
か

ら
み

て
、

な
ぜ

、
自

立
し

て
ほ

し
い

と
？

」
→

祖
父

「
将

来
的

に
家

庭
を

も
っ

た
方

が
良

い
と

」
「

私
た

ち
(
祖

父
母

)
が

そ
う

だ
っ

た
よ

う
に

、
親

元
を

離
れ

て
生

活
し

て
と

」
→

弁
護

士
「

あ
ま

り
、

親
や

周
り

に
甘

え
た

生
活

を
し

て
い

る
の

は
よ

く
な

い
と

い
う

考
え

で
し

ょ
う

か
？

」
→

祖
父

「
は

い
」

【
母

】
の

危
機

〔
窃

盗
の

巧
妙

化
並

び
悪

質
化

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

(
勤

務
先

で
)
窃

盗
事

件
を

起
こ

し
、

被
告

人
(
母

)
は

こ
れ

を
機

に
勤

務
先

を
無

断
退

職
」

・
検

察
官

(
検

察
官

の
意

見
)
「

犯
行

態
様

と
し

て
、

本
件

は
売

上
金

入
金

の
手

順
を

熟
知

し
、

入
金

手
続

き
を

任
さ

れ
る

立
場

に
な

っ
た

こ
と

を
悪

用
し

た
犯

行
と

い
え

る
」

「
ま

た
、

ひ
と

た
び

犯
行

に
成

功
す

る
や

、
約

一
週

間
後

に
は

同
手

口
の

犯
行

を
繰

り
返

し
て

こ
れ

を
成

功
さ

せ
る

な
ど

、
常

習
性

の
発

動
も

見
受

け
ら

れ
る

」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
4

事
例

2
-
T
4
：

祖
父

母
に

自
立

を
促

さ
れ

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

を
感

じ
る

+
1
0
0
円

シ
ョ

ッ
プ

の
職

場
で

窃
盗
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❸
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
(
子

ど
も

❸
の

)
妊

娠
を

知
っ

た
の

は
い

つ
？

」
→

父
「

５
月

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❸
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

(
1
0
0
円

シ
ョ

ッ
プ

で
働

く
よ

う
に

な
っ

た
頃

)
子

ど
も

❸
を

妊
娠

し
た

」
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

❸
を

)
出

産
し

よ
う

と
決

め
て

い
て

…
」

〔
②

 
母

方
祖

父
母

か
ら

の
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
〕

・
検

察
官

(
犯

行
状

況
等

)
「

(
母

方
祖

父
母

か
ら

)
自

立
が

で
き

な
い

間
は

２
人

目
を

作
ら

な
い

よ
う

に
と

意
見

さ
れ

る
こ

と
が

あ
っ

た
」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❸
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
証

人
(
父

)
し

か
(
母

の
妊

娠
を

)
知

っ
て

い
る

人
が

ほ
ぼ

い
な

い
状

態
だ

っ
た

。
こ

の
子

(
子

ど
も

❸
)
が

産
ま

れ
る

た
め

に
何

か
準

備
し

た
こ

と
は

？
」

→
父

「
準

備
と

い
う

準
備

は
し

て
い

な
か

っ
た

」
「

子
ど

も
(
子

ど
も

❸
)
が

生
ま

れ
る

と
い

う
事

に
関

し
て

、
妻

(
母

)
と

2
人

で
お

金
を

貯
め

な
き

ゃ
い

け
な

い
ね

と
、

漠
然

と
し

た
こ

と
し

か
話

し
が

出
来

な
か

っ
た

ん
で

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❸
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

病
院

で
診

察
を

受
け

、
(
子

ど
も

❸
の

)
予

定
日

を
知

ら
さ

れ
た

」
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

❸
を

)
出

産
し

よ
う

と
決

め
て

い
て

…
(
出

産
費

用
の

補
助

が
あ

る
こ

と
を

)
調

べ
な

か
っ

た
の

…
」

〔
②

 
母

方
祖

父
母

か
ら

の
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
〕

・
検

察
官

(
犯

行
状

況
等

)
「

夫
(
父

)
に

は
(
子

ど
も

❸
の

)
妊

娠
を

伝
え

た
も

の
の

、
両

親
(
母

方
祖

父
母

)
に

は
打

ち
明

け
ず

に
い

た
」

・
検

察
官

(
犯

行
状

況
等

)
「

被
告

人
の

様
子

が
お

か
し

い
こ

と
に

気
づ

い
た

実
母

(
母

方
祖

母
)
ら

が
妊

娠
し

て
い

な
い

か
尋

ね
た

こ
と

も
あ

っ
た

が
、

被
告

人
(
母

)
は

『
(
子

ど
も

❸
を

)
流

産
し

た
』

等
と

嘘
を

つ
い

て
い

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❸
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
(
子

ど
も

❸
を

)
妊

娠
し

た
と

聞
か

さ
れ

て
ど

う
思

っ
た

？
」

→
父

「
や

っ
ぱ

り
、

嬉
し

い
と

思
っ

た
」

・
検

察
官

「
生

ま
れ

て
し

ま
え

ば
母

方
実

家
で

な
ん

と
か

し
て

く
れ

る
と

？
」

→
父

「
少

な
か

ら
ず

、
あ

っ
た

と
思

う
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❸
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

(
子

ど
も

❸
を

)
お

ろ
す

と
い

う
選

択
肢

は
考

え
ら

れ
な

か
っ

た
？

」
→

母
「

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
」

「
長

男
(
子

ど
も

①
)
の

時
み

た
い

に
(
子

ど
も

❸
も

)
産

ま
れ

た
ら

(
母

方
祖

父
母

が
)
面

倒
み

て
く

れ
る

と
甘

い
考

え
を

も
っ

て
い

た
か

ら
で

す
」

・
検

察
官

(
犯

行
状

況
等

)
「

被
告

人
(
母

)
は

、
(
子

ど
も

❸
の

)
出

産
予

定
日

が
近

づ
く

に
つ

れ
、

被
告

人
ら

夫
婦

(
父

母
)
の

生
活

費
の

ほ
か

、
出

産
費

用
を

ど
う

し
よ

う
か

思
い

悩
む

よ
う

に
な

っ
た

」
・

(
子

ど
も

❸
を

出
産

し
よ

う
と

決
め

て
い

て
な

ぜ
出

産
費

用
の

補
助

が
あ

る
こ

と
を

調
べ

な
か

っ
た

理
由

と
し

て
)
→

母
「

深
く

考
え

て
い

ま
せ

ん
で

し
た

」
「

長
男

(
子

ど
も

①
)
の

時
も

そ
う

だ
っ

た
の

で
、

長
男

(
子

ど
も

①
)
の

時
の

よ
う

に
な

る
と

思
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
」

〔
②

 
母

方
祖

父
母

か
ら

の
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
〕

・
弁

護
士

「
(
子

ど
も

❸
の

)
妊

娠
を

話
せ

な
か

っ
た

理
由

は
？

」
→

母
「

私
た

ち
自

身
ま

だ
自

立
も

し
て

い
な

い
し

、
母

(
母

方
祖

父
母

)
か

ら
は

２
人

目
が

出
来

た
ら

家
を

出
て

も
ら

う
と

言
わ

れ
て

い
た

の
で

…
」

・
弁

護
士

「
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
か

ら
妊

娠
し

た
の

か
聞

か
れ

た
時

、
(
子

ど
も

❸
を

)
流

産
し

た
と

嘘
を

言
い

ま
し

た
よ

ね
。

ど
う

し
て

？
」

→
「

そ
れ

ま
で

話
づ

ら
か

っ
た

の
で

…
」

→
弁

護
士

「
と

っ
さ

に
、

(
子

ど
も

❸
が

)
産

ま
れ

て
こ

な
け

れ
ば

い
い

な
あ

と
い

う
思

い
は

あ
っ

た
？

」
→

母
「

そ
れ

は
な

い
で

す
」

X 危
機

【
父

】
の

状
況

〔
父

は
母

が
流

産
し

た
と

信
じ

る
〕

・
裁

判
官

「
被

告
人

(
母

)
か

ら
(
子

ど
も

❸
を

)
流

産
し

た
と

(
聞

か
さ

れ
た

)
」

→
父

「
そ

う
で

す
。

疑
っ

て
な

か
っ

た
で

す
」

【
母

】
の

状
況

〔
妊

娠
の

継
続

を
隠

し
病

院
に

行
か

な
い

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
等

)
「

本
件

男
児

(
子

ど
も

❸
)
は

そ
の

後
も

順
調

に
成

長
を

続
け

て
い

た
だ

が
、

被
告

人
(
母

)
は

実
母

ら
に

流
産

し
た

と
嘘

を
言

っ
た

手
前

、
出

産
時

期
が

近
づ

い
て

い
る

な
ど

と
は

言
え

な
い

と
考

え
、

(
母

は
)
妊

娠
中

で
あ

る
こ

と
を

誰
に

も
打

ち
明

け
ず

、
病

院
に

も
行

か
ず

に
過

ご
し

て
い

た
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
5

事
例

2
-
T
5
：

子
ど

も
❸

の
妊

娠

A B C

-

X モ デ ル
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A
ス
ト レ
ス
源

【
父

】
〔

➀
 
子

ど
も

❸
出

産
・

遺
棄

〕
・

弁
護

士
「

(
子

ど
も

❸
の

)
分

娩
中

に
あ

な
た

(
父

)
が

部
屋

を
の

ぞ
い

て
い

た
と

い
う

の
が

あ
る

よ
う

で
す

け
れ

ど
…

」

【
母

】
〔

➀
 
子

ど
も

❸
出

産
・

遺
棄

〕
・

弁
護

士
「

(
子

ど
も

❸
が

)
生

れ
た

時
、

産
声

聞
い

た
？

」
→

母
「

は
い

」
→

弁
護

士
「

産
ま

れ
て

間
も

な
い

時
、

体
調

は
ど

う
で

し
た

か
？

」
→

母
「

「
長

男
(
子

ど
も

①
)
の

時
よ

り
し

ん
ど

か
っ

た
の

で
、

す
ぐ

動
け
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・
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士
「
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は
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…
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→
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…

」

B
対
処
資
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❸
出

産
・

遺
棄

〕
・

弁
護

士
「

(
分

娩
の

当
日

父
が

仕
事

か
ら

帰
宅

後
の

母
は

顔
色

が
悪

く
、

父
が

シ
ャ

ワ
ー

を
浴

び
て

出
た

ら
母

が
居

な
か

っ
た

)
そ

の
時

、
声

は
か

け
な

か
っ

た
？

」
→

父
「

『
大

丈
夫

？
』

っ
て

、
く

ら
い

は
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❸
出

産
・

遺
棄

〕
・

検
察

官
(
犯

行
状

況
)
「

被
告

人
(
母

)
は

そ
の

後
本

件
男

児
(
子

ど
も

❸
)
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き
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し

て
、
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件

男
児

(
子
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も

❸
)
の
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亡
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確

認
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た
が

、
そ
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頃

夫
が

2
階

に
上

が
っ

て
き

た
た

め
、

本
件
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児

(
子
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も

❸
)
の

遺
体

を
手

近
に
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っ

た
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ル
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く

る
み

、
掛

け
布

団
を
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ぶ

せ
る
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ど
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て

、
自

分
(
母

)
の

布
団
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中
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し
た

」
・

弁
護

士
「

(
子

ど
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❸
を

)
出
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し

て
、

産
声
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あ

げ
て

、
気

づ
い

た
時

に
は

何
も

聞
こ

え
な

か
っ

た
。

一
晩

皆
(
父

、
母

、
子

ど
も

①
、

子
ど

も
❸

)
で

寝
ま

し
た

よ
ね

」
「

そ
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日
に
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子

ど
も

❸
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に

隠
し

て
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ま
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た
と

い
う

こ
と

で
す

が
、

ご
主

人
(
父

)
に

な
ぜ

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❸
)
を

隠
し

た
こ
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を
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え

な
か

っ
た
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」

→
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言

え
ま

せ
ん
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し

た
」
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【
父
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の

状
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母

の
子

ど
も

❸
出

産
・
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棄

〕
・
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士
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❸
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母

)
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か
し

い
と
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わ
っ

て
い

る
と
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は

感
じ

な
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っ
た

？
」

→
父

「
(
母

が
)
し

ん
ど

そ
う

だ
と

い
う

の
は

あ
り

ま
し

た
け

ど
、

そ
ん

な
に

大
き

く
変

わ
っ

た
こ

と
は

…
」

・
弁

護
士

「
(
父
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シ

ャ
ワ
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浴
び

て
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た
ら

母
が

い
な

か
っ

た
際

に
母

の
こ
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を

)
心

配
は

さ
れ

な
か

っ
た

？
」

→
父

「
帰

っ
た

時
、

顔
色

が
悪

か
っ

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❸
子

出
産

・
遺

棄
〕

・
弁

護
士

「
ご

主
人

(
母

)
に

な
ぜ

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❸
)
を

隠
し

た
こ

と
を

言
え

な
か

っ
た

？
」

→
母

「
主

人
(
父

)
と

両
親

j
(
祖

父
母

)
に

は
、

既
に

流
産

し
た

と
嘘

を
つ

い
て

し
ま

っ
て

い
た

の
で

…
」

・
弁

護
士

「
赤

ち
ゃ

ん
(
子

ど
も

❸
)
が

産
ま

れ
た

と
い

う
大

事
な

こ
と

を
、

ど
う

し
て

人
に

相
談

で
き

な
い

ん
で

し
ょ

う
？

」
→

母
「

人
に

良
く

思
わ

れ
た

い
と

か
、

嫌
わ

れ
た

く
な

い
と

か
、

そ
う

い
う

思
い

が
あ

っ
て

」
・

母
「

(
出
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に
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に

気
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い
て

)
ど
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し

て
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、
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だ
け
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父

、
母
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、
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❸
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っ
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…
」

・
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判
官

「
あ

な
た

(
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)
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し
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❸
を

)
出

産
後
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く
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？
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→

母
「

は
い

」
→
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判

官
「

ち
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ん
と

育
て

て
い
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と
思

っ
て

い
た

赤
ち

ゃ
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(
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て
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ま
っ

た
」

→
母

「
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い
と

思
っ
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い
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た
」
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〔
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子
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❸
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出
産
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棄
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つ
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な
い

父
〕

・
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護
士

「
(
母

に
大

丈
夫

か
と

声
を

か
え

か
た

後
)
で

も
、

そ
れ

以
上

は
気

に
し

な
か

っ
た

？
」

→
父

「
…

」

【
母

】
の

危
機

〔
子

ど
も

❸
遺

棄
発

覚
〕

・
検

察
官

(
犯

行
状

況
等

)
「

被
告

人
（

母
）

が
1
0
0
円

シ
ョ

ッ
プ

勤
務

時
に

起
こ

し
た

窃
盗

事
件

に
よ

り
逮

捕
さ

れ
る

身
と

な
っ

た
同

日
夜

、
被

告
人

の
兄

（
伯

父
）

が
長

男
(
子

ど
も

①
)
の

布
団

を
用

意
す

る
た

め
に

押
入

を
空

け
た

と
こ

ろ
、

被
告

人
(
母

)
が

運
び

入
れ

て
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た
汚

れ
た

布
団

類
を

発
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し
た

。
そ

し
て

、
汚

れ
て

い
な

い
布

団
類
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出

そ
う

と
し

た
際

に
(
子

ど
も

❸
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)
遺

体
を

発
見

し
た

」
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になった。一方で、母方祖父の家計への関心は低く、母は「一緒に住まわせてもらってい

るので…良い関係を壊したくなかった」と悩みを相談できずにいた。事例 2-T3では、子ど

も①の保育園入園準備の資金が足りず、母はサラ金で借金し、パート先の飲食店で同僚の

財布から現金を抜く等の窃盗行為で対処した。一方、父は家庭外で浪費と浮気を行うが夫

婦関係への影響はないとし、当時の母の状況を知らずに過ごす。時期を重ねて子ども②を

流産した母は、窃盗で仕事を失い借金の返済に困り、父の浮気相手に慰謝料を請求し、父

に新車を買い与え借金を重ねた。事例 2-T4では、祖父母が父母に自立を促すが、父母は具

体的に話し合わず、父は「経済的な理由」で同居を続けた。一方で、母は祖父母からのプレッ

シャーを感じ、100 円ショップで働き、売上金を窃盗し無断退職する危機が発生した。事
例 2-T5では、母は子ども❸を妊娠し、子ども①の妊娠時と同様に母方祖父母には告げず、

父にだけ打ち明けた。父母には共通して、子ども①の時と同様に、産まれたら母方祖父母

がなんとかしてくれるという考えがあり、「準備という準備はしていなかった」。父の浪費

等の計画性のない支出によって母は出産後の生活費への不安が高まる中、母方祖母に妊娠

を疑われた母は「流産した」と嘘をつき、父にも「流産した」と言い、妊娠の継続を 1 人

で抱え込んだ。母には、妊娠が知れると実家を出されるという不安があった。事例 2-T6で
は、父が母の分娩中に部屋をのぞき、母の様子を「しんどそうだ」と感じたが、それ以上

の関心はもたず、母は子ども❸を 1 人で出産した。産声が聞こえなくなり母は子ども❸死

亡を確認したが、既に「流産した」と父に嘘を言っていたため、父に打ち明けることがで

きず、「その日だけは…4 人 ( 父、母、子ども①、子ども❸ ) で過ごしたかった…」と、4 人で

一晩を過ごした。その後、100 円ショップでの窃盗事件が発覚し、母が押入に隠した子ども

❸の遺体も発見された。

【問題解決のパターン】

　以上から、事例 2 の父母は、子ども①の出産後の生活を母方祖父母が同居によって支え

てくれたことから、子ども❸の出産についても「なんとかしてくれる」という甘い認識の

下、具体的な出産準備について話し合いや対処をせずに過ごす問題解決のパターンが示さ

れた。父は、経済的な理由で安易に母方祖父宅に留まり、夫婦間の緊張を避けるために話

し合いを回避することで問題に対処したといえよう。母においては、実家に「住まわせて

もらっている」ことで母方祖父母との関係が壊れることを恐れ、赤字の家計を管理する苦

しさや出産準備等の不安を家族に相談できずに抱え込み、経済的な逼迫を窃盗等の反社会

的な行動で対処し、父や母方祖父母への隠し事を重ねながら、多世代家族の生活を維持す

る状況が示された。
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＝事例 3 ＝

【家族構成】

【問題解決のトッピックス T1 ～ T2】

　事例 3-T1で、既婚者の父が妻とのセックスレスの不満を、合コン等で知り合った女性を

セックスフレンドにして性交渉（多くの場合避妊をしない）をもつことで解消する状況が

示された。一方、母は、合コン等で知り合った男性と性交渉をもつが、相手が自分に好意

をもっていない場合は交際に至らない中で、母を「可愛い」と言ってくれる父と出会った

状況が示された。事例 3-T2では、母をセックスフレンドにした父が、避妊具をつけない性

交渉を母に求め、母が父との関係を切りたくないため、避妊具を付けない性交渉を受け入

れる状況が示された。母から交際を求められるようになった父が、母との接触を回避する

状況が示された。事例 3-T3では、母は妊娠の不安を高め、本名も知らされていない父との

結婚を期待した。しかし、自ら妊娠検査薬等を用いて妊娠を確認することもなく、「連絡も

取れなくなるような人」の子どもを妊娠したことが同居する母方祖母に知れると、祖母を

悲しませると思い、相談しなかった。母方祖母は、母の身体が丸みをおびたことに気がつ

いたが、母に男性との交際や性的な接触があるとは思ってもおらず、「最近、太ったんじゃ

ない？」「まさか、妊娠じゃないよね？」等の言葉をかけ、母が何も言わないことで、「大

丈夫なんだろう」と安心した。事例 3-T4では、母から「生理が遅れている」というメッセー

ジを受けとった父は、母を「めんどうくさいやつだ」と関係を切ることにし、母からの連

絡を「無視しまくりました」と対処し、母のことを忘れた。母は、つわりがある頃は「誰

にも気づかれずに何とかしよう」と流産を試み、子ども❶の胎動を感じるようになると「産

まれてきてほしくない」と思い、「お腹に負担がかかることを」続けた。胎動を感じるたび

に、胎内で子ども❶が成長していることに不安を高め、「産まれてきたら、殺してしまうし

かない」と思うようになった。母には、父と連絡をとる術はなかった。事例 3-T5で、陣痛

が起き、子ども❶が産まれる時に母は強い痛みで声をあげそうになったが、母方祖母に気

づかれることを恐れ、「早くどうにかしないと」と思い、浴室に移動し「声を出さないよう

 

＝事例 3＝ 
【家族構成】 

図表Ⅲ-2-7．事例 3 の家族構成 

同居の家族成員（3 人） ジェノグラム 

・祖父母世帯 
母親（保育士）、母方祖父（有職）、母方祖母

（不明）

 
 

・叔父世帯 
叔父（母の弟）、叔父の妻、甥（0 歳） 
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す
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交
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さ
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を

言
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て
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①
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コ
ン

や
S
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異
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検
察

官
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あ
な
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(
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で
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ゆ
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N
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知
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た
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う

ち
に
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交
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た
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、
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め

て
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す
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①
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②
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さ
い

こ
と

(
妊

娠
等

)
を

言
っ

て
き

た
ら

)
無

視
し

ま
く

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
」

「
そ

う
す

れ
ば

、
相

手
は

勝
手

に
あ

き
ら

め
る

し
…

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
合

コ
ン

や
S
N
S
で

の
異

性
と

の
出

会
い

〕
・

検
察

官
「

何
人

か
く

ら
い

そ
う

い
う

人
(
性

交
渉

ま
で

い
っ

た
人

)
が

い
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

覚
え

て
な

い
で

す
け

ど
、

5
～

6
人

く
ら

い
」

→
検

察
官

「
そ

の
人

た
ち

と
全

員
正

式
な

交
際

に
至

っ
て

ま
す

か
？

」
→

母
「

い
や

、
全

員
で

は
な

い
で

す
」

・
検

察
官

「
(
性

交
渉

を
求

め
る

相
手

が
自

分
の

こ
と

を
好

き
に

な
っ

て
く

れ
な

い
場

合
)
会

う
の

は
や

め
な

か
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

会
っ

て
な

か
っ

た
…

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
①

 
父

の
夫

婦
間

セ
ッ

ク
ス

レ
ス

〕
・

弁
護

士
(
父

の
供

述
調

書
)
「

(
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
を

作
っ

て
は

捨
て

る
理

由
は

)
妻

と
セ

ッ
ク

ス
で

き
な

い
欲

求
を

後
腐

れ
の

な
い

よ
う

に
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
で

発
散

す
る

こ
と

と
、

気
に

な
っ

た
女

性
と

セ
ッ

ク
ス

す
る

た
め

の
駆

け
引

き
が

面
白

い
か

ら
で

す
」

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
か

ら
)
「

私
は

セ
ッ

ク
ス

フ
レ

ン
ド

の
こ

と
を

、
セ

ッ
ク

ス
す

る
だ

け
の

遊
び

相
手

と
し

か
見

て
い

ま
せ

ん
し

、
恋

愛
感

情
を

も
つ

こ
と

も
あ

り
ま

せ
ん

」
〔

②
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
(
父

の
供

述
調

書
)
「

私
(
母

)
に

と
っ

て
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
な

ん
て

た
だ

の
遊

び
相

手
で

あ
り

、
も

し
妊

娠
し

て
も

お
ろ

し
て

し
ま

え
ば

い
い

し
、

そ
の

よ
う

な
事

態
に

な
れ

ば
相

手
か

ら
私

(
父

)
に

連
絡

し
て

く
る

だ
ろ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
合

コ
ン

や
S
N
S
で

の
異

性
と

の
出

会
い

〕
・

検
察

官
「

(
合

コ
ン

や
S
N
S
で

出
会

い
性

交
渉

ま
で

い
っ

た
異

性
と

)
な

ぜ
、

正
式

な
交

際
に

な
ら

な
か

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
相

手
の

方
が

自
分

(
母

)
と

い
る

う
ち

に
、

好
意

を
も

っ
て

い
な

か
っ

た
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

」
・

母
「

自
分

(
母

)
に

好
意

を
も

っ
て

な
い

な
と

思
っ

た
ら

（
会

っ
て

な
か

っ
た

)
」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
父

と
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
の

避
妊

な
し

の
セ

ッ
ク

ス
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

私
(
父

)
は

大
学

生
の

頃
か

ら
、

セ
ッ

ク
ス

フ
レ

ン
ド

を
作

っ
て

は
捨

て
、

新
た

に
作

る
と

い
う

こ
と

を
繰

り
返

し
て

い
ま

し
た

」
・

弁
護

士
(
父

の
供

述
調

書
)
「

女
性

と
セ

ッ
ク

ス
す

る
と

き
は

避
妊

具
を

使
い

ま
せ

ん
。

相
手

の
女

性
が

嫌
が

る
場

合
も

あ
り

ま
す

が
、

説
得

す
れ

ば
だ

い
た

い
許

し
て

く
れ

ま
す

」

【
母

】
の

危
機

〔
母

を
「

可
愛

い
」

と
言

っ
て

く
れ

た
父

〕
・

検
察

官
「

(
父

の
)
ど

こ
が

好
き

だ
っ

た
の

？
」

→
母

「
『

可
愛

い
』

と
言

っ
て

く
れ

て
…

今
ま

で
に

そ
う

や
っ

て
言

っ
て

く
れ

る
人

が
い

な
か

っ
た

か
ら

嬉
し

く
な

っ
て

…
」

・
検

察
官

「
あ

な
た

(
母

)
は

〇
〇

(
父

)
と

会
う

前
も

、
多

分
何

人
か

本
当

に
交

際
し

て
い

た
相

手
が

い
た

ん
だ

よ
ね

。
そ

の
正

式
に

付
き

合
っ

て
い

る
人

は
、

そ
う

い
う

こ
と

は
言

っ
て

く
れ

な
か

っ
た

の
？

」
→

母
「

言
っ

て
く

れ
た

け
ど

、
〇

〇
(
父

)
み

た
い

に
、

そ
う

い
う

感
じ

で
言

っ
て

く
れ

た
こ

と
は

な
い

」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
1

事
例

3

事
例

3
-
Ｔ

1
：

セ
ッ

ク
ス

フ
レ

ン
ド

を
求

め
て

合
コ

ン
に

出
向

く
父

と
、

出
会

っ
た

男
性

に
好

意
を

も
っ

て
も

ら
う

こ
と

を
期

待
し

た
母
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-
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

「
面

倒
く

さ
い

こ
と

」
を

言
い

出
し

た
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
の

母
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

『
私

(
母

)
と

〇
〇

(
父

)
っ

て
ど

う
い

う
関

係
な

の
？

』
な

ど
と

度
々

聞
か

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

」
「

(
母

が
)
だ

ん
だ

ん
交

際
を

要
求

し
て

く
る

よ
う

に
な

り
…

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
避

妊
を

嫌
が

る
父

〕
・

母
「

(
父

と
の

セ
ッ

ク
ス

で
)
避

妊
具

は
つ

け
て

ほ
し

い
と

言
っ

た
が

、
つ

け
て

く
れ

な
か

っ
た

」
「

(
父

は
)
最

初
は

『
大

丈
夫

』
と

言
う

く
ら

い
だ

っ
た

が
、

だ
ん

だ
ん

態
度

が
き

つ
く

な
っ

て
…

」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

「
面

倒
く

さ
い

こ
と

」
を

言
い

出
し

た
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
の

母
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

(
本

名
に

つ
い

て
)
そ

の
時

思
い

つ
い

た
適

当
な

苗
字

を
語

り
ま

し
た

」
「

(
母

と
の

関
係

に
つ

い
て

)
『

も
っ

と
仲

良
く

な
っ

て
か

ら
ね

』
と

は
ぐ

ら
か

し
て

い
ま

し
た

」
・

弁
護

士
(
父

の
供

述
調

書
)
「

当
時

、
別

に
い

た
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
と

よ
く

会
う

よ
う

に
な

り
、

〇
〇

ち
ゃ

ん
(
母

)
と

会
う

の
は

減
っ

て
い

っ
た

の
で

す
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
避

妊
を

嫌
が

る
父

〕
・

母
「

相
手

(
父

)
の

機
嫌

を
と

る
た

め
に

(
避

妊
具

を
)
つ

け
な

い
こ

と
に

し
た

」
・

母
「

(
父

と
は

)
1
0
回

く
ら

い
性

交
渉

を
行

っ
た

が
、

1
回

も
避

妊
具

は
つ

け
て

い
な

い
。

2
回

目
以

降
、

避
妊

具
を

つ
け

て
ほ

し
い

と
言

っ
た

こ
と

は
あ

る
が

、
機

嫌
が

悪
く

な
っ

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

「
面

倒
く

さ
い

こ
と

」
を

言
い

出
し

た
セ

ッ
ク

ス
フ

レ
ン

ド
の

母
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
か

ら
)
「

私
(
父

)
は

セ
ッ

ク
ス

フ
レ

ン
ド

に
本

名
を

言
う

つ
も

り
は

な
く

…
」

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

セ
ッ

ク
ス

フ
レ

ン
ド

と
し

か
見

て
い

な
か

っ
た

〇
〇

ち
ゃ

ん
(
母

)
と

会
う

の
が

、
面

倒
に

な
っ

て
き

ま
し

た
。

ま
た

、
〇

〇
ち

ゃ
ん

(
母

)
と

の
セ

ッ
ク

ス
に

も
飽

き
て

き
た

の
で

…
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
避

妊
を

嫌
が

る
父

〕
・

母
「

(
避

妊
具

を
つ

け
て

ほ
し

い
と

父
に

言
う

と
)
怒

ら
れ

て
る

感
じ

に
な

っ
て

、
自

分
(
母

)
が

悪
い

こ
と

し
た

か
な

と
思

っ
て

…
」

「
(
父

と
の

)
関

係
が

切
れ

る
の

が
嫌

だ
っ

た
」

X 危
機

【
父

】
の

状
況

〔
母

と
の

接
触

の
遮

断
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

(
母

に
は

)
仕

事
や

飲
み

会
な

ど
と

嘘
を

言
っ

て
、

会
う

の
を

断
っ

て
き

ま
し

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
本

名
も

分
か

ら
な

い
父

と
の

性
交

渉
に

よ
る

妊
娠

の
不

安
〕

・
母

「
(
父

が
)
本

当
に

自
分

(
母

)
の

こ
と

が
好

き
な

の
か

わ
か

ら
な

く
な

っ
て

、
そ

う
い

う
L
I
N
E
を

送
っ

た
。

(
父

に
)
名

前
も

教
え

て
ほ

し
い

と
言

っ
た

こ
と

は
あ

る
が

、
そ

の
場

し
の

ぎ
で

は
ぐ

ら
か

さ
れ

た
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
2

事
例

3
-
Ｔ

2
：

父
の

セ
ッ

ク
ス

フ
レ

ン
ド

に
な

っ
た

母
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-
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A
ス
ト レ
ス
源

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
丸

み
を

お
び

た
母

の
身

体
〕

・
祖

母
「

〇
〇

(
母

)
の

身
体

が
丸

み
を

お
び

た
」

・
祖

母
「

こ
れ

ま
で

〇
〇

（
母

）
と

一
緒

に
生

活
を

し
た

中
で

、
〇

〇
（

母
）

が
付

き
合

っ
た

男
性

と
か

、
性

交
渉

の
話

題
が

出
た

こ
と

が
な

か
っ

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 本
名

も
わ

か
ら

な
い

父
と

の
結

婚
の

期
待

 
〕

・
検

察
官

「
あ

な
た

(
母

)
は

結
婚

し
て

も
い

い
と

思
っ

て
た

の
？

」
→

母
「

は
い

」
→

検
察

官
「

ま
だ

、
付

き
合

っ
て

も
な

い
の

に
」

→
母

「
…

」
・

検
察

官
「

そ
も

そ
も

、
(
父

が
)
未

婚
か

既
婚

か
も

あ
な

た
知

ら
な

か
っ

た
わ

け
だ

よ
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

→
検

察
官

「
本

名
も

知
ら

な
か

っ
た

よ
ね

？
」

→
母

「
本

名
は

知
ら

な
っ

た
で

す
」

→
検

察
官

「
今

度
逮

捕
さ

れ
た

り
、

裁
判

に
な

っ
た

り
し

て
初

め
て

知
っ

た
ん

だ
よ

ね
？

」
→

母
「

は
い

」
〔

➁
妊

娠
の

お
そ

れ
〕

・
検

察
官

「
去

年
ち

ょ
っ

と
妊

娠
す

る
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

気
持

ち
を

味
わ

っ
た

だ
け

だ
よ

ね
？

本
当

に
妊

娠
し

た
ら

ど
う

し
よ

う
と

思
っ

て
た

の
？

そ
れ

は
考

え
て

た
の

？
」

→
母

「
考

え
て

な
か

っ
た

で
す

」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
丸

み
を

お
び

た
母

の
身

体
〕

・
祖

母
「

『
最

近
太

っ
た

ん
じ

ゃ
な

い
』

か
と

い
う

こ
と

を
言

っ
た

こ
と

は
あ

る
」

・
祖

母
「

妊
娠

だ
と

は
思

っ
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

『
ま

さ
か

、
妊

娠
じ

ゃ
な

い
よ

ね
？

』
と

聞
い

た
こ

と
は

あ
る

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
本

名
も

わ
か

ら
な

い
父

と
の

結
婚

の
期

待
 
〕

・
検

察
官

「
あ

な
た

(
母

)
は

妊
娠

を
ね

、
自

分
で

確
信

し
て

か
ら

、
実

際
に

出
産

す
る

ま
で

の
間

、
妊

娠
検

査
薬

使
っ

た
？

」
→

母
「

使
っ

て
な

い
で

す
」

→
検

察
官

「
買

い
に

行
っ

た
こ

と
は

？
」

→
母

「
な

い
で

す
」

〔
➁

妊
娠

の
お

そ
れ

〕
・

検
察

官
「

(
妊

娠
し

た
こ

と
を

)
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
に

最
後

ま
で

言
っ

て
な

い
ん

だ
よ

ね
」

→
母

「
言

っ
て

な
い

で
す

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
丸

み
を

お
び

た
母

の
身

体
〕

・
祖

母
「

私
(
母

方
祖

母
)
は

、
〇

〇
が

男
性

と
の

交
際

と
か

、
性

交
渉

に
無

縁
で

あ
る

と
思

っ
て

い
た

の
で

、
そ

の
丸

み
の

原
因

が
妊

娠
に

あ
ろ

う
と

は
思

っ
て

い
な

か
っ

た
の

で
す

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

本
名

も
わ

か
ら

な
い

父
と

の
結

婚
の

期
待

 
〕

・
検

察
官

「
(
本

名
も

知
ら

な
い

父
と

の
関

係
な

の
に

)
そ

れ
で

も
妊

娠
し

た
ら

さ
、

(
父

が
)
責

任
と

っ
て

く
れ

る
と

思
っ

て
た

の
？

」
→

母
「

そ
の

時
は

思
っ

て
ま

し
た

」
・

母
「

(
父

と
)
連

絡
が

と
れ

て
い

た
ら

、
(
父

は
)
結

婚
し

て
欲

し
い

と
言

っ
て

く
る

か
も

し
れ

な
い

と
い

う
こ

と
も

予
想

し
て

い
た

し
、

そ
う

言
わ

れ
た

ら
結

婚
し

て
い

た
」

「
中

絶
し

て
欲

し
い

と
言

わ
れ

る
こ

と
も

予
想

は
し

て
い

た
。

そ
う

言
わ

れ
た

ら
し

て
い

た
と

思
う

」
〔

➁
妊

娠
の

お
そ

れ
〕

・
検

察
官

「
近

し
い

親
族

(
父

方
祖

母
)
に

(
妊

娠
を

)
言

え
な

か
っ

た
理

由
を

説
明

し
て

く
れ

ま
す

か
？

」
→

母
「

(
父

と
の

関
係

が
)
ち

ゃ
ん

と
し

た
お

付
き

合
い

で
な

く
て

、
妊

娠
し

た
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

話
を

し
た

ら
、

連
絡

が
と

れ
な

く
な

る
よ

う
な

人
と

の
子

を
妊

娠
し

た
っ

て
言

っ
た

ら
悲

し
む

と
思

っ
て

、
言

え
な

か
っ

た
で

す
」

・
検

察
官

「
(
母

方
祖

母
に

妊
娠

し
た

こ
と

を
言

え
な

か
っ

た
理

由
と

し
て

)
自

分
(
母

)
の

気
持

ち
と

し
て

は
ど

う
で

す
か

？
」

→
母

「
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
と

今
ま

で
う

ま
く

や
っ

て
た

の
が

も
う

崩
れ

て
し

ま
う

の
か

な
と

い
う

感
じ

が
あ

り
ま

し
た

」

X 危
機

【
母

方
祖

母
】

の
危

機
〔

妊
娠

に
よ

る
母

の
心

身
の

変
化

の
見

過
ご

し
〕

・
祖

母
「

(
母

は
)
何

も
言

わ
な

い
か

ら
、

大
丈

夫
な

ん
だ

ろ
う

と
安

心
し

て
い

た
」

【
母

】
危

機
〔

誰
に

も
相

談
で

き
な

い
ま

ま
妊

娠
が

進
む

〕
・

母
「

お
腹

が
大

き
く

な
っ

て
く

る
」

「
だ

ん
だ

ん
、

つ
わ

り
も

出
て

く
る

状
況

」
「

両
親

(
母

方
祖

母
)
と

婚
前

妊
娠

に
つ

い
て

話
を

し
た

こ
と

も
な

い
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
3

事
例

3
-
T
3
：

妊
娠

の
お

そ
れ

と
本

名
も

わ
か

ら
な

い
父

と
の

結
婚

の
期

待

A B C

-
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A
ス
ト レ
ス
源

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❶
妊

娠
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

年
明

け
頃

に
も

一
度

『
生

理
が

遅
れ

て
い

る
』

と
い

う
メ

ッ
セ

ー
ジ

が
送

ら
れ

て
き

て
、

結
局

大
丈

夫
だ

っ
た

と
い

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

」
「

そ
の

後
Ｇ

Ｗ
の

始
め

頃
、

深
夜

、
何

気
な

く
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
送

る
と

、
突

然
(
母

か
ら

)
『

生
理

が
こ

な
い

』
と

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

送
ら

れ
て

き
た

の
で

す
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❶
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
(
母

の
反

省
文

)
「

来
る

は
ず

の
生

理
が

こ
な

い
の

で
妊

娠
し

た
の

で
は

な
い

か
と

不
安

に
な

り
…

」
〔

➁
 
父

と
連

絡
を

取
る

術
の

な
さ

〕
・

弁
護

士
(
母

の
反

省
文

)
「

(
妊

娠
し

た
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

不
安

か
ら

)
相

手
の

男
性

(
父

)
に

連
絡

を
と

ろ
う

と
し

ま
し

た
が

、
相

手
(
父

)
か

ら
の

連
絡

は
い

っ
さ

い
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❶
妊

娠
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

(
母

)
に

は
仕

事
や

飲
み

会
な

ど
と

嘘
を

言
っ

て
、

会
う

の
を

断
っ

て
き

ま
し

た
」

「
私

は
〇

〇
ち

ゃ
ん

(
母

)
へ

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

に
返

信
す

る
こ

と
な

く
無

視
し

て
ま

く
り

ま
し

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❶
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
(
母

の
反

省
文

)
「

(
子

ど
も

❶
を

)
流

産
さ

せ
よ

う
と

、
自

分
の

お
腹

を
叩

い
た

り
、

押
し

た
り

、
外

で
走

っ
た

り
、

ジ
ャ

ン
プ

を
し

た
り

、
重

い
も

の
を

持
っ

た
り

す
る

な
ど

し
て

、
お

腹
に

負
担

が
か

か
る

よ
う

な
こ

と
を

し
て

い
ま

し
た

」
・

弁
護

士
(
母

の
反

省
文

)
「

お
腹

を
叩

く
な

ど
、

お
腹

に
負

担
の

か
か

る
こ

と
を

続
け

て
や

っ
て

い
ま

し
た

」
〔

➁
 
父

と
連

絡
を

取
る

術
の

な
さ

〕
・

弁
護

士
(
母

の
反

省
文

)
「

妊
娠

し
て

い
る

と
い

う
現

実
か

ら
逃

れ
た

く
て

、
合

コ
ン

に
行

っ
た

り
遊

び
に

行
っ

て
楽

し
ん

で
、

妊
娠

の
こ
と

を
考

え
な

い
よ

う
に

し
て

い
ま

し
た

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

❶
妊

娠
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

(
母

か
ら

の
「

生
理

が
こ

な
い

」
と

い
う

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

見
て

)
め

ん
ど

く
さ

い
や

つ
だ

な
と

思
い

、
〇

〇
ち

ゃ
ん

(
母

)
と

の
関

係
を

切
る

こ
と

に
し

ま
し

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❶
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
(
母

の
反

省
文

)
「

(
つ

わ
り

が
あ

っ
た

頃
)
誰

に
も

気
づ

か
れ

ず
に

何
と

か
し

よ
う

と
思

っ
た

私
は

…
」

・
弁

護
士

(
母

の
反

省
文

)
「

(
つ

わ
り

が
な

く
な

っ
た

頃
)
流

産
し

な
か

っ
た

、
産

ま
れ

て
き

て
ほ

し
く

な
い

、
こ

れ
か

ら
ど

う
す

れ
ば

い
い

ん
だ

ろ
う

と
悩

み
ま

し
た

」
〔

➁
 
父

と
連

絡
を

取
る

術
の

な
さ

〕
・

検
察

官
「

当
時

は
ま

ず
〇

〇
(
父

)
に

意
思

を
聞

か
な

け
れ

ば
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

た
の

か
な

？
」

→
母

「
は

い
」

→
検

察
官

「
じ

ゃ
あ

、
ど

う
し

て
2
、

3
回

で
電

話
止

め
ち

ゃ
う

の
？

」
→

母
「

(
父

か
ら

)
連

絡
が

な
い

と
思

っ
て

。
そ

れ
で

(
自

分
で

何
と

か
し

な
い

と
い

け
な

い
と

思
っ

た
か

ら
)
…

」
・

母
「

(
電

話
が

)
つ

な
が

ら
ず

、
『

ど
う

し
よ

う
』

と
思

っ
た

。
(
父

が
)
返

事
を

し
て

く
れ

な
く

な
っ

た
と

き
、

逃
げ

回
っ

て
い

る
と

い
う

印
象

が
あ

っ
た

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

〔
子

ど
も

❶
と

母
に

対
す

る
責

任
放

棄
〕

・
弁

護
士

(
父

の
供

述
調

書
)
「

そ
の

後
は

(
母

か
ら

)
ど

ん
な

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

送
ら

れ
て

き
た

か
知

り
ま

せ
ん

」
「

〇
〇

ち
ゃ

ん
(
母

)
の

こ
と

は
忘

れ
、

別
の

セ
ッ

ク
ス

フ
レ

ン
ド

と
遊

ん
だ

り
し

て
い

ま
し

た
」

【
母

】
の

危
機

〔
産

ま
れ

て
く

る
子

ど
も

❶
に

対
す

る
拒

否
〕

・
弁

護
士

(
母

の
反

省
文

)
「

胎
動

を
感

じ
る

た
び

に
、

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
が

大
き

く
な

る
ん

だ
、

ど
う

し
よ

う
と

不
安

な
気

持
ち

に
な

り
、

怖
く

な
り

ま
し

た
」

「
も

し
、

こ
の

ま
ま

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
が

生
ま

れ
て

き
た

ら
、

殺
し

て
し

ま
う

し
か

な
い

と
思

う
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
し

た
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
4

事
例

3
-
T
4
：

子
ど

も
❶

の
妊

娠

A B C

-

X モ デ ル
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

※
母

の
子

ど
も

❶
出

産
・

殺
害

に
際

し
て

の
父

の
記

述
デ

ー
タ

な
し

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
の

子
ど

も
❶

の
陣

痛
〕

・
弁

護
士

(
母

の
反

省
文

)
「

(
子

ど
も

❶
が

)
お

腹
の

中
で

死
ん

で
ほ

し
い

と
い

う
気

持
ち

か
ら

、
胎

動
を

感
じ

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
が

生
き

て
い

る
の

が
わ

か
る

と
、

お
腹

を
叩

い
て

過
ご

す
中

、
陣

痛
が

き
ま

し
た

」
〔

②
子

ど
も

❶
の

出
産

〕
・

弁
護

士
(
母

の
反

省
文

)
「

産
ま

れ
て

き
た

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
が

動
か

ず
声

を
あ

げ
て

い
な

い
様

子
を

見
て

、
ほ

ん
と

に
死

ん
で

産
ま

れ
て

き
た

の
か

も
し

れ
な

い
と

思
い

ま
し

た
。

そ
っ

と
抱

き
上

げ
て

み
る

と
、

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
が

声
を

あ
げ

た
の

で
…

」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

】
の

状
況

※
母

の
子

ど
も

❶
の

出
産

・
殺

害
に

際
し

て
の

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

➀
 
子

ど
も

❶
の

陣
痛

〕
弁

護
士

(
母

の
反

省
文

)
「

(
出

産
の

時
は

)
声

を
出

さ
な

い
よ

う
に

、
必

死
で

耐
え

ま
し

た
」

〔
②

子
ど

も
❶

の
出

産
〕

・
弁

護
士

(
母

の
反

省
文

)
「

す
ぐ

(
子

ど
も

❶
)
口

と
鼻

を
塞

い
だ

り
シ

ャ
ワ

ー
の

お
湯

を
顔

に
か

け
た

り
、

洗
面

器
に

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)

と
お

湯
を

入
れ

て
息

が
で

き
な

い
よ

う
に

し
て

殺
し

ま
し

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

※
母

の
子

ど
も

❶
の

出
産

・
殺

害
に

際
し

て
の

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

➀
 
子

ど
も

❶
の

陣
痛

〕
・

弁
護

士
(
母

の
反

省
文

)
「

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
が

産
ま

れ
る

時
は

と
て

も
痛

く
て

声
が

出
そ

う
に

な
り

ま
し

た
が

、
声

を
出

し
た

ら
家

の
中

の
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
に

気
づ

か
れ

て
し

ま
う

と
思

い
ま

し
た

」
〔

②
子

ど
も

❶
の

出
産

〕
「

死
ん

で
産

ま
れ

て
き

て
ほ

し
い

と
い

う
気

持
ち

が
ず

っ
と

あ
っ

た
」

「
赤

ち
ゃ

ん
(
子

ど
も

❶
)
が

声
を

あ
げ

た
の

で
、

こ
の

ま
ま

大
き

な
声

で
泣

か
れ

て
し

ま
う

と
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
に

気
づ

か
れ

て
し

ま
う

か
ら

、
早

く
ど

う
に

か
し

な
い

と
と

思
い

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

※
母

の
子

ど
も

❶
の

出
産

・
殺

害
に

際
し

て
の

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

子
ど

も
❶

の
遺

体
を

タ
オ

ル
で

包
む

〕
・

弁
護

士
(
弁

護
側

意
見

)
「

当
時

の
〇

〇
さ

ん
(
母

)
自

身
の

気
持

ち
に

つ
い

て
は

、
出

産
直

後
の

極
度

の
疲

労
と

激
し

い
混

乱
の

中
の

こ
と

で
は

っ
き

り
と

思
い

出
せ

な
い

」
・

弁
護

士
(
弁

護
側

意
見

)
「

(
母

)
は

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
を

何
と

か
タ

オ
ル

に
包

み
、

た
ま

た
ま

浴
室

付
近

に
置

い
て

あ
っ

た
ビ

ニ
ー

ル
袋

に
そ

れ
を

入
れ

て
、

自
分

(
母

)
の

寝
室

に
持

っ
て

帰
り

ま
し

た
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
5

事
例

3
-
T
5
：

の
子

ど
も

❶
の

出
産

・
殺

害
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-

X モ デ ル

— 52 —



A
ス
トレ
ス
源

【
父

】
の

状
況

※
母

の
子

ど
も

❶
遺

棄
に

際
し

て
の

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

➀
 
保

育
園

退
職

の
お

そ
れ

と
遺

体
の

対
処

〕
・

弁
護

士
(
弁

護
側

意
見

)
「

(
母

の
)
職

場
で

は
は

、
婚

前
妊

娠
等

の
交

遊
関

係
に

非
常

に
厳

し
い

態
度

で
臨

む
と

い
う

話
が

あ
り

、
妊

娠
の

事
実

が
仮

に
園

に
広

ま
る

と
、

退
職

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

噂
が

あ
っ

た
」

・
弁

護
士

(
弁

護
側

意
見

)
「

こ
の

(
子

ど
も

❶
を

出
産

・
殺

害
し

た
)
夜

は
、

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
を

ど
う

し
よ

う
か

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
は

、
考

え
る

余
裕

も
な

く
、

自
分

が
や

っ
た

こ
と

の
恐

ろ
し

さ
と

後
悔

の
中

、
出

産
の

疲
れ

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

一
睡

も
で

き
ず

に
翌

朝
を

迎
え

ま
し

た
」

B
対
処
資
源

【
父

】
の

状
況

※
母

の
子

ど
も

❶
遺

棄
に

際
し

て
の

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

➀
 
保

育
園

退
職

の
お

そ
れ

と
遺

体
の

対
処

〕
・

母
「

通
勤

途
中

に
あ

る
コ

ン
ビ

に
の

ゴ
ミ

箱
に

…
」

「
そ

の
コ

ン
ビ

ニ
の

ゴ
ミ

箱
に

(
子

ど
も

❶
を

)
捨

て
よ

う
と

思
っ

た
け

ど
捨

て
れ

な
く

て
、

で
、

ど
う

し
よ

う
と

思
っ

た
時

に
、

目
に

留
ま

っ
た

ゴ
ミ

箱
に

、
そ

の
ゴ

ミ
箱

の
近

く
に

は
人

が
い

な
か

っ
た

か
ら

…
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

】
の

状
況

※
母

の
子

ど
も

❶
遺

棄
に

際
し

て
の

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
状

況
〔

➀
 
保

育
園

退
職

の
お

そ
れ

と
遺

体
の

対
処

〕
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

❶
を

出
産

し
た

)
翌

朝
は

(
仕

事
を

)
休

む
こ

と
は

考
え

な
か

っ
た

の
？

」
→

母
「

何
と

か
し

て
仕

事
に

行
か

な
い

と
…

仕
事

の
人

に
迷

惑
は

か
け

ら
れ

な
い

と
思

っ
た

か
ら

」
→

検
察

官
「

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

❶
)
の

死
体

は
ど

う
し

よ
う

と
思

っ
た

の
？

」
→

「
隠

さ
な

い
と

い
け

な
い

と
思

い
ま

し
た

」
→

検
察

官
「

つ
ま

り
、

(
子

ど
も

❶
の

遺
体

は
)
ト

ー
ト

バ
ッ

グ
に

入
っ

た
状

態
？

」
→

母
「

は
い

」
「

車
の

中
で

ど
う

し
よ

う
と

考
え

て
、

こ
の

ま
ま

職
場

に
(
子

ど
も

❶
の

遺
体

を
)
持

っ
て

い
く

こ
と

も
で

き
な

い
し

っ
て

思
っ

て
…

」

X 危
機

【
父

】
の

危
機

※
母

の
子

ど
も

❶
遺

棄
に

際
し

て
の

父
の

記
述

デ
ー

タ
な

し
【

母
】

の
危

機
〔

産
後

の
母

の
体

調
不

良
と

嘘
の

弁
明

〕
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

❶
を

遺
棄

し
保

育
園

に
出

勤
し

た
後

)
当

日
体

調
不

良
で

結
局

保
育

園
早

退
し

て
、

親
御

さ
ん

に
連

れ
ら

れ
て

、
ま

あ
、

近
く

の
病

院
で

診
察

受
け

る
よ

ね
？

」
→

母
「

は
い

」
→

検
察

官
「

で
、

労
災

病
院

行
く

よ
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

・
検

察
官

(
調

査
報

告
書

)
「

労
災

病
院

で
腹

痛
を

覚
え

て
ト

イ
レ

に
行

き
、

そ
の

際
出

て
き

た
胎

盤
を

ト
イ

レ
に

流
し

、
病

院
の

汚
水

層
内

か
ら

胎
盤

が
発

見
さ

れ
た

。
(
母

は
)
医

師
に

出
産

を
疑

わ
れ

、
駅

で
出

産
し

、
赤

ち
ゃ

ん
(
子

ど
も

❶
)
は

男
友

達
に

預
け

た
な

ど
と

嘘
の

弁
明

を
し

た
」

事
例

3
-
T
6
：

第
1
子

の
遺

棄
問

題
解

決
の

ト
ピ

ッ
ク

6
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-
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に」必死で耐え出産し、産まれた子ども❶を窒息させて殺害した。父に関する記述データ

はない。事例 3-T6では、母が子ども❶を出産し殺害した夜、勤務する保育園が婚前妊娠等

に厳しく退職になるという噂と、自分がやったことの恐ろしさと後悔で眠れず、翌日職場

に向かう途中で遺体をゴミ箱に遺棄し出勤した対処のあり様が示された。母は体調がすぐ

れず早退し、診察を受けた病院で医師に出産したことが疑われ、事件が発覚した。父に関

する記述データはない。

【問題解決のパターン】

　以上から、事例 3 の父は母をセックスフレンドとしかみておらず、母は父との交際を求

めるが、父にはぐらかされながら性交渉を続ける関係で子ども❶を妊娠し、母が 1 人で妊

娠の事実を抱え対処する状況が示された。父においては、「めんどうくさい」状況を徹底し

て回避する問題解決のパターンが示された。一方で、母については、父との関係を切りた

くないため避妊をしない性交渉を受け入れ、妊娠を機に父との結婚を期待し、父と連絡が

取れないことで父の関与を諦め、母自身の生活や名誉を守るために誰にも知られずに対処

しようと試みる問題解決のパターンが見出された。また、同居する母方祖母に妊娠が知れ

て祖母を悲しませることを恐れ相談できず、妊娠をなかったことにし、現状の多世代家族

の平穏な生活を維持しようとする状況が示された。

＝事例 4 ＝

【家族成員】7 人で同居

【問題解決のトッピックス T1 ～ T2】

　事例 4-T1では、母方祖母は母と叔母を未婚で出産して養育しており、母が中学 2 年時に

は祖父 ( 母の実父 ) と別の交際男性との間に叔父を妊娠し出産する。いずれも、養育費等の

経済的支援はない。中学 2 年時の思春期に母方祖母の妊娠・出産を見た母は、「普通の家と

は違う」と思い、母方祖母に「肝心なこと」を話さなくなる。その頃、母は、避妊を相手の

男性に任せ、性交渉を経験する。事例 4-T2では、母が高校生の時に、母方祖母が再び婚外

＝事例 4＝ 
【家族成員】7 人で同居 

図表Ⅲ-2-9．事例 4 の家族構成 
同居の家族成員（7 人） ジェノグラム 

・母世帯 

・祖母世帯 

母親（ファミリーレストラン、コンパニオン）、母方

祖母（弁当屋）、 
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図
表
Ⅲ

-2
-1

0．
事
例

4
の
問
題
解
決
の
ト
ピ
ッ
ク

 

【
母

を
と

り
ま

く
人

々
】

の
状

況
【

母
】

の
状

況

A
ス
トレ
ス
源

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

①
 
未

婚
で

母
を

出
産

〕
・

検
察

官
「

お
父

さ
ん

(
母

方
祖

父
)
な

ん
で

す
け

ど
、

戸
籍

上
は

空
欄

に
な

っ
て

い
て

…
こ

の
男

性
ね

、
一

緒
に

暮
ら

し
た

こ
と

は
あ

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

な
い

で
す

」
〔

②
養

育
費

等
の

経
済

的
支

援
な

し
〕

・
検

察
官

「
(
母

方
祖

父
か

ら
)
養

育
費

と
か

生
活

費
と

か
、

そ
う

い
う

の
は

も
ら

っ
て

？
」

→
祖

母
「

も
ら

っ
て

な
い

で
す

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
中

学
時

代
に

経
験

し
た

母
方

祖
母

の
婚

外
妊

娠
・

出
産

〕
・

母
「

お
父

さ
ん

(
母

方
祖

父
)
と

一
緒

に
暮

ら
し

た
こ

と
は

な
い

と
思

い
ま

す
」

「
(
母

方
祖

父
と

最
後

に
会

っ
た

の
は

)
小

学
校

に
入

る
前

」
・

母
「

中
学

校
の

時
に

お
母

さ
ん

(
母

方
祖

母
)
が

妊
娠

し
て

…
」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

①
 
未

婚
で

母
を

出
産

〕
・

検
察

官
「

(
母

が
母

方
祖

父
に

)
会

っ
た

の
は

一
度

く
ら

い
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

(
母

が
)
3
、

4
歳

の
頃

」
「

1
、

2
回

だ
と

思
い

ま
す

」
〔

②
 
養

育
費

等
の

経
済

的
支

援
な

し
〕

・
検

察
官

「
(
母

方
祖

父
か

ら
)
養

育
費

と
か

生
活

費
と

か
、

そ
う

い
う

の
は

も
ら

っ
て

？
」

→
祖

母
「

も
ら

っ
て

な
い

で
す

」
「

3
人

目
(
叔

母
)
が

産
ま

れ
た

時
か

ら
、

連
絡

が
も

う
全

然
と

れ
な

く
な

っ
た

の
で

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
中

学
時

代
に

経
験

し
た

母
方

祖
母

の
婚

外
妊

娠
・

出
産

〕
・

裁
判

員
「

(
小

学
校

時
代

)
そ

れ
以

降
は

(
母

が
)
し

ゃ
べ

ら
な

く
な

っ
た

の
は

、
理

由
は

あ
る

ん
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

た
わ

い
も

な
い

こ
と

は
し

ゃ
べ

り
ま

す
け

ど
、

肝
心

な
こ

と
に

な
る

と
、

話
し

て
も

ど
う

し
よ

う
も

な
い

っ
て

こ
と

を
本

人
(
母

)
が

わ
か

っ
ち

ゃ
っ

て
る

の
で

、
相

談
も

で
き

な
か

っ
た

ん
だ

と
思

い
ま

す
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

①
 
未

婚
で

母
を

出
産

〕
・

検
察

官
「

(
母

は
)
自

分
の

お
父

さ
ん

が
誰

か
と

い
う

こ
と

は
知

っ
て

た
ん

で
す

か
？

」
→

祖
母

「
そ

れ
は

わ
か

ら
な

い
で

す
」

〔
②

 
養

育
費

等
の

経
済

的
支

援
な

し
〕

・
検

察
官

「
(
養

育
費

も
生

活
費

も
)
も

ら
っ

て
い

な
い

理
由

は
あ

り
ま

す
か

？
」

→
祖

母
「

そ
う

い
う

話
も

で
な

か
っ

た
し

、
し

な
か

っ
た

の
で

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
中

学
時

代
に

経
験

し
た

母
方

祖
母

の
婚

外
妊

娠
・

出
産

〕
・

母
「

中
学

の
時

に
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
が

妊
娠

し
て

、
子

ど
も

が
、

弟
(
叔

父
：

祖
母

の
第

4
子

)
が

産
ま

れ
た

頃
か

ら
、

な
ん

か
、

家
は

ち
ょ

っ
と

普
通

の
家

と
違

う
か

ら
っ

て
思

う
よ

う
に

な
り

ま
し

た
」

X 危
機

【
母

方
祖

母
】

の
危

機
〔

経
済

的
支

援
の

な
い

状
況

で
未

婚
で

子
ど

も
を

妊
娠

・
出

産
す

る
生

活
〕

・
検

察
官

「
2
人

目
の

男
性

ね
、

こ
の

人
は

お
金

を
少

し
は

出
し

て
は

く
れ

た
ん

で
す

か
ね

？
」

→
祖

母
「

た
ま

に
子

ど
も

の
お

小
遣

い
を

あ
げ

る
程

度
に

は
出

し
て

く
れ

ま
し

た
」

【
母

】
の

危
機

〔
避

妊
は

相
手

ま
か

せ
の

性
交

渉
〕

・
検

察
官

「
最

初
に

ね
、

そ
う

し
た

男
性

と
肉

体
関

係
を

も
っ

た
と

い
う

の
は

、
最

初
は

い
つ

頃
の

こ
と

だ
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

た
ぶ

ん
、

中
学

3
年

生
く

ら
い

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

」
→

検
察

官
「

ち
ゃ

ん
と

避
妊

と
か

は
し

て
た

の
？

」
→

母
「

い
や

、
多

分
し

て
た

と
思

い
ま

す
。

男
の

人
は

し
て

た
と

思
い

ま
す

」
→

検
察

官
「

あ
あ

、
男

の
人

が
ね

」
→

母
「

は
い

」

事
例

4

事
例

4
-
Ｔ

1
：

中
学

時
代

の
異

性
交

遊
問

題
解

決
の

ト
ピ

ッ
ク

1

A B C

-
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

A
(
子

ど
も

①
)
：

男
子

学
生

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
母

「
1
番

始
め

に
相

手
の

人
(
父

A
)
に

(
妊

娠
し

た
こ

と
を

)
相

談
し

て
…

」
〔

②
 
別

居
中

の
母

の
異

性
交

遊
〕

・
母

「
(
別

居
中

に
母

が
職

場
の

異
性

と
)
仲

良
く

な
っ

て
、

遊
ぶ

よ
う

に
な

っ
て

、
そ

れ
を

(
父

A
が

)
ど

っ
か

か
ら

聞
い

て
き

て
」

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
祖

母
の

出
産

費
用

を
借

金
〕

・
検

察
官

「
こ

の
借

金
な

ん
だ

け
ど

、
誰

の
借

金
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

私
の

で
す

」
→

検
察

官
「

何
の

た
め

に
借

り
ら

れ
た

ん
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

私
が

▲
▲

(
叔

母
：

祖
母

の
子

ど
も

⑤
)
を

産
む

時
に

借
り

た
お

金
で

す
」

〔
②

 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
当

時
一

緒
に

暮
ら

し
て

た
(
母

の
)
妊

娠
に

気
が

つ
い

た
の

は
、

い
つ

の
こ

と
に

な
り

ま
す

か
？

」
→

祖
母

「
私

が
気

が
つ

い
た

の
は

、
自

分
の

子
(
叔

母
)
を

産
ん

だ
時

で
す

」
「

学
校

か
ら

連
絡

が
あ

り
ま

し
た

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
高

校
時

代
の

母
方

祖
母

の
出

産
と

母
の

子
ど

も
①

妊
娠

〕
・

母
「

(
子

ど
も

①
の

)
妊

娠
に

気
づ

い
た

頃
に

、
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
が

出
産

し
て

…
」

・
母

「
学

校
の

先
生

た
ち

は
、

こ
の

ま
ま

学
校

に
残

っ
て

い
る

の
は

不
自

然
だ

か
ら

、
と

い
あ

え
ず

1
回

辞
め

て
、

編
入

試
験

を
受

け
て

同
じ

学
校

の
定

時
制

に
行

け
ば

、
高

校
卒

業
の

資
格

は
も

ら
え

る
か

ら
大

丈
夫

み
た

い
に

言
わ

れ
て

」
〔

②
 
別

居
中

の
育

児
・

仕
事

・
学

業
の

両
立

〕
・

母
「

(
出

産
後

も
)
全

然
別

居
み

た
い

な
感

じ
で

、
そ

う
す

る
と

自
分

で
子

ど
も

の
面

倒
み

て
、

長
く

働
い

て
、

学
校

も
行

っ
て

…
」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
父

A
(
子

ど
も

①
)
：

男
子

学
生

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
母

「
(
父

Ａ
に

)
相

談
し

て
、

そ
の

人
が

自
分

の
親

(
父

方
祖

父
母

)
に

言
っ

て
…

」
・

検
察

官
「

〇
〇

さ
ん

(
父

A
)
は

結
局

、
別

の
高

校
に

移
っ

た
と

い
う

こ
と

で
い

い
で

す
か

ね
？

」
→

母
「

そ
う

で
す

」
「

(
父

A
は

)
◇

◇
の

高
校

(
他

校
)
に

編
入

し
て

、
と

り
あ

え
ず

全
然

別
居

み
た

い
な

感
じ

で
」

〔
②

 
別

居
中

の
母

の
異

性
交

遊
〕

・
母

「
(
別

居
中

に
母

が
他

の
異

性
と

親
し

く
な

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

父
が

怒
っ

て
)
じ

ゃ
あ

、
い

い
よ

み
た

い
な

感
じ

で
別

れ
ま

し
た

」

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
祖

母
が

出
産

費
用

を
借

金
〕

・
弁

護
士

「
(
子

ど
も

①
の

妊
娠

に
つ

い
て

)
本

人
(
母

)
か

ら
聞

く
前

に
学

校
か

ら
聞

い
て

、
〇

〇
さ

ん
(
母

)
に

は
何

か
話

を
し

た
覚

え
あ

り
ま

す
か

？
」

→
祖

母
「

お
金

の
話

を
し

た
と

思
い

ま
す

」
「

出
産

費
用

や
何

か
の

こ
と

を
話

し
て

、
そ

れ
を

ど
う

す
る

か
っ

て
い

う
の

を
話

し
合

い
を

し
た

と
思

い
ま

す
」

「
私

が
ち

ょ
う

ど
子

ど
も

(
叔

母
：

祖
母

の
第

5
子

)
を

産
ん

だ
も

の
で

、
家

に
は

そ
う

い
う

余
裕

は
な

い
っ

て
い

う
話

を
し

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
〇

〇
さ

ん
(
母

)
は

何
と

言
っ

た
か

覚
え

て
ま

す
か

？
」

→
祖

母
「

自
分

で
何

と
か

す
る

っ
て

言
っ

た
と

思
い

ま
す

」
〔

②
 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
生

れ
た

お
子

さ
ん

(
子

ど
も

①
)
は

、
誰

が
育

て
る

こ
と

に
な

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

育
て

る
の

は
一

応
〇

〇
(
母

)
で

す
け

ど
、

結
局

手
を

か
け

て
た

の
は

、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
(
母

方
曽

祖
母

)
と

私
の

方
の

妹
の

3
人

で
み

な
が

ら
の

感
じ

に
な

り
ま

す
か

ね
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
高

校
時

代
の

母
方

祖
母

の
出

産
と

母
の

子
ど

も
①

妊
娠

〕
・

母
「

(
母

方
祖

母
が

出
産

し
た

ば
か

り
な

の
で

)
言

い
出

せ
な

く
て

、
結

局
相

談
出

来
な

か
っ

た
で

す
」

「
(
父

A
に

)
相

談
し

て
、

そ
の

人
が

自
分

の
親

(
父

方
祖

父
母

)
に

言
っ

て
…

」
・

母
「

妊
娠

に
気

づ
い

た
時

は
高

校
生

だ
っ

た
か

ら
…

堕
ろ

す
お

金
も

な
用

意
で

き
な

く
て

…
」

・
検

察
官

「
結

局
ね

、
(
子

ど
も

①
を

)
産

む
こ

と
に

決
め

て
、

〇
〇

さ
ん

(
母

)
は

通
っ

て
た

高
校

、
こ

れ
、

中
途

退
学

す
る

こ
と

に
な

っ
た

ん
で

す
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

〔
②

 
別

居
中

の
育

児
・

仕
事

・
学

業
の

両
立

〕
・

母
「

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

(
母

方
曾

祖
母

)
が

お
ば

さ
ん

(
祖

母
の

妹
)
と

一
緒

に
暮

ら
し

て
い

た
の

で
、

日
中

私
(
母

)
が

(
フ

ァ
ミ

リ
ー

レ
ス

ト
ラ

ン
で

の
)
仕

事
に

行
っ

て
い

る
間

や
定

時
制

に
通

う
よ

う
に

な
っ

た
ら

、
そ

こ
に

混
ぜ

て
も

ら
っ

て
、

日
中

は
子

ど
も

(
子

ど
も

①
)
を

見
て

も
ら

う
感

じ
で

(
出

産
後

の
子

育
て

生
活

が
)
ス

タ
ー

ト
し

ま
し

た
」

・
母

「
(
職

場
の

)
社

員
の

人
と

仲
良

く
な

っ
て

、
遊

ぶ
よ

う
に

な
っ

て
…

」
→

検
察

官
「

結
婚

す
る

約
束

だ
っ

た
ん

だ
け

ど
…

仕
事

先
の

男
性

と
仲

良
く

な
っ

ち
ゃ

っ
た

ん
だ

ね
？

」
→

母
「

は
い

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

A
(
子

ど
も

①
)
：

男
子

学
生

】
の

状
況

〔
➀

 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
〇

〇
さ

ん
(
父

A
)
と

将
来

的
に

結
婚

す
る

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

は
い

。
お

互
い

高
校

を
卒

業
し

て
就

職
し

て
生

活
が

ち
ゃ

ん
と

成
り

立
つ

よ
う

に
な

っ
た

ら
、

3
人

で
暮

ら
し

た
ら

い
い

ん
じ

ゃ
な

い
っ

て
言

わ
れ

て
、

そ
の

通
り

だ
な

と
思

っ
て

」
〔

②
 
別

居
中

の
母

の
異

性
交

遊
〕

・
母

「
（

別
居

中
に

母
が

他
の

異
性

と
親

し
く

な
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
）

怒
ら

れ
て

…
怒

ら
れ

る
の

も
当

然
だ

か
ら

」

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
祖

母
の

出
産

費
用

を
借

金
〕

・
弁

護
士

「
(
母

が
)
妊

娠
し

て
学

校
か

ら
連

絡
が

あ
っ

た
っ

て
こ

と
で

し
た

よ
ね

」
「

そ
れ

を
聞

い
て

、
〇

〇
さ

ん
(
母

)
に

何
か

話
を

し
た

覚
え

は
あ

り
ま

す
か

？
」

→
祖

母
「

…
そ

の
時

私
が

ち
ょ

う
ど

子
ど

も
(
叔

父
)
を

産
ん

だ
も

の
で

、
家

に
は

そ
う

い
う

余
裕

が
な

い
っ

て
…

」
〔

②
 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
妊

娠
の

通
報

が
あ

っ
て

ね
、

中
絶

を
し

な
か

っ
た

理
由

と
い

う
の

は
何

か
あ

っ
た

ん
で

し
ょ

う
か

？
」

→
祖

母
「

も
う

、
中

絶
が

で
き

な
い

時
期

に
入

っ
て

ま
し

た
の

で
」

「
結

婚
す

る
っ

て
話

に
な

っ
て

た
ん

で
す

け
ど

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
高

校
時

代
の

母
方

祖
母

の
出

産
と

母
の

子
ど

も
①

妊
娠

〕
・

母
「

(
子

ど
も

①
の

)
妊

娠
に

気
づ

い
た

頃
に

お
母

さ
ん

(
母

方
祖

母
)
が

出
産

し
て

、
そ

の
時

は
高

校
生

だ
っ

た
か

ら
、

子
ど

も
を

産
ん

で
育

て
ら

れ
る

わ
け

が
な

い
と

思
っ

て
た

け
ど

…
」

・
母

「
お

母
さ

ん
に

相
談

し
た

い
け

ど
、

お
母

さ
ん

も
子

ど
も

(
叔

父
)
産

ん
だ

ば
か

り
だ

っ
た

か
ら

、
そ

ん
な

お
金

持
っ

て
る

わ
け

な
い

と
思

っ
て

…
」

・
母

「
(
高

校
の

先
生

た
ち

か
ら

、
編

入
試

験
を

受
け

て
同

じ
学

校
の

定
時

制
に

行
く

こ
と

を
勧

め
ら

れ
て

)
じ

ゃ
あ

、
そ

う
し

ま
す

み
た

い
な

感
じ

に
な

っ
て

…
」

〔
②

 
別

居
中

の
育

児
・

仕
事

・
学

業
の

両
立

〕
・

検
察

官
「

お
子

さ
ん

(
子

ど
も

①
)
と

一
緒

に
生

活
す

る
お

金
を

稼
ぐ

た
め

、
旅

館
で

？
」

→
母

「
は

い
」

・
母

「
(
子

ど
も

①
出

産
後

も
父

と
別

居
で

、
母

だ
け

が
子

ど
も

①
の

世
話

を
し

、
長

時
間

働
き

、
定

時
制

高
校

に
通

う
と

い
う

状
況

で
)
な

ん
か

、
そ

れ
で

な
ん

か
…

」

事
例

4
-
Ｔ

2
：

父
A
と

の
結

婚
の

約
束

と
破

談
問

題
解

決
の

ト
ピ

ッ
ク

2

A B C

-

X モ デ ル

X 危
機

【
父

A
(
子

ど
も

①
)
：

男
子

学
生

】
の

危
機

〔
子

ど
も

①
養

育
の

責
任

放
棄

〕
・

弁
護

士
「

(
子

ど
も

①
)
養

育
費

を
彼

(
父

A
)
に

求
め

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
？

」
→

母
「

別
れ

た
ば

っ
か

り
の

頃
に

、
相

手
の

実
家

に
行

っ
て

、
相

手
の

お
父

さ
ん

と
お

母
さ

ん
(
父

方
祖

父
母

)
に

養
育

費
と

、
あ

と
子

ど
も

(
子

ど
も

①
)
に

…
っ

て
ほ

し
い

話
を

し
に

行
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

」
→

弁
護

士
「

結
果

は
ど

う
で

し
た

か
？

」
→

母
「

本
当

は
結

婚
す

る
は

ず
だ

っ
た

の
に

、
し

な
く

な
っ

た
ん

だ
か

ら
、

う
ち

で
は

関
係

な
い

み
た

い
に

言
わ

れ
て

、
結

果
は

(
養

育
費

を
)
も

ら
え

な
か

っ
た

で
す

」
→

弁
護

士
「

(
子

ど
も

①
の

)
認

知
は

し
て

も
ら

え
な

か
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

認
知

も
し

て
も

ら
え

な
か

っ
た

で
す

」

【
母

方
祖

母
】

の
危

機
〔

祖
母

と
母

の
二

世
代

未
婚

で
の

子
育

て
〕

・
祖

母
「

(
母

と
父

A
は

)
結

婚
す

る
っ

て
い

う
話

に
は

な
っ

て
た

ん
で

す
け

ど
、

そ
の

後
、

け
ん

か
別

れ
を

し
た

み
た

い
で

す
」

「
…

に
連

れ
て

来
て

、
別

れ
る

別
れ

な
い

と
い

う
話

が
あ

っ
て

、
相

手
の

男
性

(
父

A
)
が

赤
ち

ゃ
ん

(
子

ど
も

①
)
を

連
れ

て
帰

っ
た

ん
だ

け
ど

、
途

中
で

泣
か

れ
た

っ
て

、
ま

た
帰

っ
て

…
そ

の
ま

ま
娘

(
母

)
も

も
う

、
(
子

ど
も

①
を

)
返

す
に

返
せ

な
く

な
っ

て
、

そ
の

ま
ま

連
絡

が
な

く
な

っ
た

み
た

い
な

形
で

す
」

【
母

】
の

危
機

〔
父

A
か

ら
の

子
ど

も
①

の
認

知
・

養
育

費
の

拒
否

〕
・

検
察

官
「

(
父

A
と

ケ
ン

カ
別

れ
の

後
)
娘

さ
ん

(
子

ど
も

①
)
と

、
じ

ゃ
あ

、
あ

な
た

の
と

こ
ろ

で
引

き
取

っ
て

育
て

る
こ

と
に

な
っ

た
ん

だ
ね

」
→

母
「

は
い

、
そ

う
で

す
」

・
弁

護
士

「
(
子

ど
も

①
の

)
養

育
費

を
彼

(
父

A
)
に

求
め

た
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
？

」
→

母
「

別
れ

た
ば

っ
か

り
の

頃
に

、
相

手
の

実
家

に
行

っ
て

、
相

手
の

お
父

さ
ん

と
お

母
さ

ん
(
父

方
祖

父
母

)
に

養
育

費
と

、
あ

と
子

ど
も

(
子

ど
も

①
)
に

…
っ

て
ほ

し
い

話
を

し
に

行
っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

」
→

弁
護

士
「

結
果

は
ど

う
で

し
た

か
？

」
→

母
「

本
当

は
結

婚
す

る
は

ず
だ

っ
た

の
に

、
し

な
く

な
っ

た
ん

だ
か

ら
、

う
ち

で
は

関
係

な
い

み
た

い
に

言
わ

れ
て

、
結

果
は

(
養

育
費

は
)
も

ら
え

な
か

っ
た

で
す

」
→

弁
護

士
「

(
子

ど
も

①
の

)
認

知
は

し
て

も
ら

え
な

か
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

認
知

も
し

て
も

ら
え

な
か

っ
た

で
す

」
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

B
(
子

ど
も

②
、

子
ど

も
③

)
】

の
状

況
〔

①
 
母

の
子

ど
も

②
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
(
父

B
)
と

一
緒

に
暮

ら
す

よ
う

に
な

っ
て

、
(
子

ど
も

②
を

)
妊

娠
し

た
後

に
…

」
〔

②
 
母

の
子

ど
も

③
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
(
子

ど
も

②
の

中
絶

後
)
に

、
子

ど
も

③
を

妊
娠

し
て

…
」

〔
➂

 
無

職
の

父
B
〕

・
検

察
官

「
〇

〇
さ

ん
(
父

B
)
だ

け
れ

ど
、

当
時

だ
け

ど
、

お
仕

事
は

何
か

さ
れ

て
た

の
？

」
→

母
「

夫
(
父

B
)
は

、
な

ん
か

辞
め

ち
ゃ

っ
て

、
特

に
何

も
し

て
な

か
っ

た
で

す
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

②
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

(
父

B
)
と

一
緒

に
暮

ら
す

よ
う

に
な

っ
て

、
(
子

ど
も

②
を

)
妊

娠
し

た
後

に
…

」
〔

②
 
子

ど
も

③
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

②
の

中
絶

後
)
に

、
子

ど
も

③
を

妊
娠

し
て

…
」

〔
➂

 
父

B
の

無
収

入
と

D
V
〕

・
検

察
官

「
〇

〇
さ

ん
(
父

B
)
だ

け
れ

ど
、

当
時

だ
け

ど
、

お
仕

事
は

何
か

さ
れ

て
た

の
？

」
→

母
「

夫
(
父

B
)
は

、
な

ん
か

辞
め

ち
ゃ

っ
て

、
特

に
何

も
し

て
な

か
っ

た
で

す
」

「
も

と
も

と
は

、
(
父

B
は

)
暴

力
と

か
振

る
う

人
だ

け
ど

…
」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

B
(
子

ど
も

②
、

子
ど

も
③

)
】

の
状

況
〔

①
 
母

の
子

ど
も

②
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
(
子

ど
も

②
を

)
中

絶
し

て
ま

す
よ

ね
？

」
→

母
「

は
い

」
「

(
中

絶
費

用
の

)
1
0
万

円
く

ら
い

か
か

り
ま

し
た

。
〇

〇
さ

ん
(
父

B
)

が
出

し
た

と
思

い
ま

す
」

〔
②

 
母

の
子

ど
も

③
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
(
父

B
と

)
正

式
に

婚
姻

届
を

出
す

の
は

、
そ

の
(
子

ど
も

③
出

産
)
後

と
い

う
こ

と
に

な
る

ん
で

す
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

→
検

察
官

「
子

ど
も

①
を

引
き

と
っ

て
一

緒
に

暮
ら

す
よ

う
に

な
っ

た
の

は
？

」
→

母
「

子
ど

も
➂

を
出

産
す

る
直

前
に

子
ど

も
①

を
引

き
と

っ
て

、
一

緒
に

暮
ら

し
ま

し
た

」
→

検
察

官
「

そ
う

す
る

と
、

父
B
と

あ
な

た
(
母

)
と

お
子

さ
ん

2
人

(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
③

)
の

4
人

で
暮

ら
す

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
こ

と
？

」
→

母
「

は
い

」
〔

➂
 
無

職
の

父
B
〕

・
検

察
官

「
あ

な
た

(
母

)
の

収
入

が
ほ

と
ん

ど
、

メ
イ

ン
に

な
っ

て
る

と
い

う
ふ

う
に

言
っ

て
い

い
で

す
か

ね
？

」
→

母
「

は
い

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

②
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

②
を

)
中

絶
し

て
ま

す
よ

ね
？

」
→

母
「

は
い

」
「

(
中

絶
費

用
の

)
1
0
万

円
く

ら
い

か
か

り
ま

し
た

。
〇

〇
さ

ん
(
父

B
)

が
出

し
た

と
思

い
ま

す
」

〔
②

 
子

ど
も

③
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

(
父

B
と

)
正

式
に

婚
姻

届
を

出
す

の
は

、
そ

の
(
子

ど
も

③
出

産
)
後

と
い

う
こ

と
に

な
る

ん
で

す
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

→
検

察
官

「
子

ど
も

①
を

引
き

と
っ

て
一

緒
に

暮
ら

す
よ

う
に

な
っ

た
の

は
？

」
→

母
「

子
ど

も
③

出
産

の
直

前
に

子
ど

も
①

を
引

き
と

っ
て

、
一

緒
に

暮
ら

し
ま

し
た

」
→

検
察

官
「

そ
う

す
る

と
、

父
B
と

あ
な

た
(
母

)
と

お
子

さ
ん

2
人

(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
③

)
の

4
人

で
暮

ら
す

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
こ

と
？

」
→

母
「

は
い

」
〔

➂
 
父

B
の

無
収

入
と

D
V
〕

・
検

察
官

「
フ

ァ
ミ

レ
ス

の
仕

事
に

加
え

て
、

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

の
仕

事
を

始
め

た
の

は
ど

う
し

て
？

」
→

母
「

そ
の

時
の

旦
那

さ
ん

(
父

B
)

が
、

あ
ま

り
働

か
な

い
と

い
う

か
、

あ
ま

り
お

金
を

稼
げ

な
い

人
で

…
」

「
私

べ
つ

に
働

く
の

は
嫌

い
じ

ゃ
な

い
し

、
仕

事
行

っ
て

お
金

が
も

ら
え

る
な

ら
、

全
然

行
く

か
ら

、
始

め
ま

し
た

」
・

検
察

官
「

あ
な

た
(
母

)
の

収
入

が
ほ

と
ん

ど
、

メ
イ

ン
に

な
っ

て
る

と
い

う
ふ

う
に

言
っ

て
い

い
で

す
か

ね
？

」
→

母
「

は
い

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

B
(
子

ど
も

②
、

子
ど

も
③

)
】

の
危

機
〔

①
 
母

の
子

ど
も

②
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
(
父

B
と

)
一

緒
に

暮
ら

し
て

る
ん

だ
け

れ
ど

も
、

ま
だ

子
ど

も
①

を
完

全
に

引
き

と
る

感
じ

で
も

な
か

っ
た

と
…

」
→

母
「

は
い

、
そ

う
で

す
」

〔
②

 
母

の
子

ど
も

③
妊

娠
〕

※
母

の
子

ど
も

➂
の

妊
娠

に
際

す
る

父
B
の

認
知

に
つ

い
て

の
記

述
デ

ー
タ

は
な

い
〔

➂
 
無

職
の

父
B
〕

・
検

察
官

「
(
父

B
は

)
何

も
し

て
な

か
っ

た
の

。
で

、
お

仕
事

を
探

し
た

り
と

か
、

そ
う

い
こ

と
は

し
て

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
本

人
(
父

)
は

し
て

る
っ

て
言

っ
て

た
け

ど
、

あ
ま

り
し

て
る

よ
う

に
は

見
え

な
か

っ
た

で
す

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

②
の

妊
娠

〕
・

母
「

(
子

ど
も

①
を

)
引

き
取

っ
て

な
い

の
に

、
赤

ち
ゃ

ん
(
子

ど
も

②
)
は

自
分

(
母

)
と

暮
ら

す
こ

と
に

な
っ

た
ら

、
(
子

ど
も

①
が

)
か

わ
い

そ
う

だ
な

な
と

思
っ

て
、

産
む

わ
け

に
は

い
か

な
い

と
思

い
ま

し
た

」
・

検
察

官
「

経
済

的
な

事
情

が
あ

っ
て

、
(
子

ど
も

②
を

)
中

絶
し

た
と

い
う

こ
と

で
い

い
で

す
か

？
」

→
母

「
そ

う
で

す
」

〔
②

 
子

ど
も

③
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

③
の

)
妊

娠
が

わ
か

っ
た

と
き

、
す

ぐ
産

む
決

意
と

い
う

の
は

で
き

た
の

？
そ

れ
と

も
、

中
絶

を
考

え
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

(
子

ど
も

③
は

)
す

ぐ
産

も
う

と
思

っ
て

、
中

絶
を

考
え

な
か

っ
た

で
す

」
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

②
の

中
絶

後
)
後

悔
と

は
あ

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
は

い
、

す
ご

い
な

ん
か

、
し

ょ
う

が
な

い
ん

だ
け

ど
」

→
検

察
官

「
(
子

ど
も

②
の

中
絶

の
後

悔
)
で

、
ご

長
男

(
子

ど
も

③
)
を

出
産

し
た

と
い

う
こ

と
に

な
る

ん
で

す
ね

」
→

母
「

は
い

」
〔

➂
 
父

B
の

無
収

入
と

D
V
〕

・
検

察
官

「
(
父

B
は

)
何

も
し

て
な

か
っ

た
の

。
で

、
お

仕
事

を
探

し
た

り
と

か
、

そ
う

い
こ

と
は

し
て

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
本

人
は

し
て

る
っ

て
言

っ
て

た
け

ど
、

あ
ま

り
し

て
る

よ
う

に
は

見
え

な
か

っ
た

で
す

」

事
例

４
-
T
３

：
父

B
と

の
間

で
子

ど
も

②
を

妊
娠

・
中

絶
 
し

 
子

ど
も

③
を

出
産

後
に

結
婚

・
離

婚
問

題
解

決
の

ト
ピ

ッ
ク

3

A B C

-

X モ デ ル

X 危
機

【
父

B
(
子

ど
も

②
・

子
ど

も
③

)
】

の
危

機
〔

父
B
の

暴
力

で
離

婚
〕

・
検

察
官

「
離

婚
の

原
因

は
？

」
→

母
「

(
父

B
が

)
働

か
な

い
と

い
う

の
も

あ
る

し
、

子
ど

も
(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
③

)
の

前
だ

と
結

構
い

い
パ

パ
だ

っ
た

け
ど

、
あ

の
時

は
子

ど
も

(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
③

)
の

前
で

手
を

あ
げ

た
か

ら
、

あ
あ

、
も

う
無

理
だ

な
っ

て
思

っ
て

」

【
母

】
の

危
機

〔
父

B
の

暴
力

で
離

婚
し

、
祖

母
と

同
居

生
活

〕
・

検
察

官
「

離
婚

の
原

因
は

？
」

→
母

「
(
父

B
が

)
働

か
な

い
と

い
う

の
も

あ
る

し
、

子
ど

も
(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
③

)
の

前
だ

と
結

構
い

い
パ

パ
だ

っ
た

け
ど

、
あ

の
時

は
子

ど
も

(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
③

)
の

前
で

手
を

あ
げ

た
か

ら
、

あ
あ

、
も

う
無

理
だ

な
っ

て
思

っ
て

」
・

検
察

官
「

そ
れ

で
、

離
婚

し
て

、
一

度
離

婚
し

た
ん

だ
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

→
検

察
官

「
2
人

の
お

子
さ

ん
(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
③

)
が

い
る

わ
け

で
し

ょ
。

そ
の

後
は

、
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
の

と
こ

ろ
に

戻
っ

た
と

い
う

こ
と

に
な

る
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

は
い

」
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A
ス
ト レ
ス
源

【
父

B
(
子

ど
も

➃
、

双
子

：
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
】

の
状

況
〔

①
 
母

の
子

ど
も

➃
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
(
1
度

目
の

)
離

婚
し

た
後

な
ん

だ
け

ど
、

2
人

の
お

子
さ

ん
(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
➂

)
が

い
る

わ
け

で
し

ょ
。

そ
の

後
は

お
母

さ
ん

(
母

方
祖

母
)
の

と
こ

ろ
に

戻
っ

て
」

→
母

「
は

い
、

そ
う

で
す

」
→

検
察

官
「

そ
の

後
だ

け
ど

ね
、

ま
た

〇
〇

さ
ん

(
父

B
)
と

の
子

(
子

ど
も

➃
)
を

妊
娠

し
て

る
で

し
ょ

」
→

母
「

は
い

」
〔

②
 
母

の
双

子
(
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
双

子
さ

ん
(
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
の

妊
娠

が
わ

か
っ

た
と

き
、

最
初

か
ら

産
も

う
と

思
っ

て
た

ん
で

す
か

？
そ

れ
と

も
、

中
絶

し
よ

う
と

思
っ

て
た

の
？

」
〔

➂
 
母

の
異

性
交

遊
〕

・
検

察
官

「
(
母

が
)
父

B
以

外
の

男
性

と
浮

気
を

し
た

と
か

、
そ

う
い

う
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

か
？

」
→

母
「

あ
あ

、
あ

り
ま

し
た

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

➃
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

(
1
度

目
の

)
離

婚
し

た
後

な
ん

だ
け

ど
、

2
人

の
お

子
さ

ん
が

い
る

わ
け

で
し

ょ
。

そ
の

後
は

お
母

さ
ん

(
母

方
祖

母
)
の

と
こ

ろ
に

戻
っ

て
」

→
母

「
は

い
、

そ
う

で
す

」
→

検
察

官
「

そ
の

後
だ

け
ど

ね
、

ま
た

〇
〇

さ
ん

(
父

B
)
と

の
子

(
子

ど
も

➃
)
を

妊
娠

し
て

る
で

し
ょ

」
→

母
「

は
い

」
〔

②
 
双

子
(
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

双
子

さ
ん

の
妊

娠
が

わ
か

っ
た

と
き

、
最

初
か

ら
産

も
う

と
思

っ
て

た
ん

で
す

か
？

そ
れ

と
も

、
中

絶
し

よ
う

と
思

っ
て

た
の

？
」

〔
③

 
父

B
と

婚
姻

中
は

母
と

母
方

祖
母

は
不

仲
〕

・
検

察
官

「
(
1
度

目
の

)
離

婚
し

て
(
母

が
)
、

長
女

(
子

ど
も

①
)
と

長
男

(
子

ど
も

➂
)
も

連
れ

て
戻

っ
て

き
た

…
そ

の
後

は
ど

う
な

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

ま
た

、
結

局
は

、
再

婚
し

て
出

て
い

き
ま

し
た

」
→

検
察

官
「

(
父

B
と

)
よ

り
を

戻
し

た
理

由
と

か
は

聞
い

て
ま

し
た

か
？

」
→

祖
母

「
そ

れ
は

、
聞

い
て

な
い

で
す

」
・

裁
判

員
「

(
母

方
祖

母
と

母
の

関
係

で
)
今

ま
で

一
番

仲
が

悪
か

っ
た

の
は

？
」

→
祖

母
「

前
、

旦
那

さ
ん

(
父

B
)
と

結
婚

し
て

い
る

時
が

悪
か

っ
た

か
も

し
れ

ま
せ

ん
」

→
裁

判
員

「
(
父

B
と

)
離

婚
し

て
…

2
度

目
の

離
婚

を
し

た
の

は
…

だ
か

ら
、

そ
れ

以
降

は
比

較
的

に
(
母

と
母

方
祖

母
は

)
仲

が
良

い
状

態
に

な
っ

て
い

る
」

→
祖

母
「

は
い

」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

B
(
子

ど
も

➃
、

双
子

：
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

➃
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
2
回

目
の

中
絶

に
な

り
ま

す
ね

」
→

母
「

は
い

」
「

お
金

は
1
0
万

く
ら

い
か

か
っ

て
、

(
父

B
と

)
半

分
ず

つ
く

ら
い

出
し

て
」

〔
②

 
母

の
双

子
(
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

妊
娠

)
〕

・
母

「
双

子
の

下
の

子
(
子

ど
も

⑥
)
が

死
ん

じ
ゃ

っ
て

、
そ

の
と

き
、

お
葬

式
を

す
る

の
に

す
ご

く
お

金
か

か
っ

か
て

」
「

産
ん

だ
ば

か
り

で
あ

ま
り

働
い

て
な

か
っ

た
か

ら
…

父
親

(
父

B
)
と

…
5
万

ず
つ

生
活

費
か

ら
出

し
て

支
払

い
ま

し
た

」
〔

➂
 
母

の
異

性
交

遊
〕

・
母

「
父

B
が

暴
れ

て
、

そ
の

時
に

あ
ば

ら
の

骨
と

か
も

折
れ

て
、

す
ぐ

別
居

す
る

よ
う

に
な

っ
て

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

➃
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

2
回

目
の

中
絶

に
な

り
ま

す
ね

」
→

母
「

は
い

」
「

お
金

は
1
0
万

く
ら

い
か

か
っ

て
、

(
父

B
と

)
半

分
ず

つ
く

ら
い

出
し

て
」

〔
②

 
双

子
(
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

の
妊

娠
)
〕

・
検

察
官

「
こ

の
後

ね
、

も
う

一
度

こ
う

、
正

式
に

〇
〇

さ
ん

(
父

B
)
と

結
婚

し
て

、
双

子
さ

ん
(
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
を

出
産

す
る

と
い

う
こ

と
だ

っ
た

ん
で

す
ね

」
→

母
「

は
い

」
・

検
察

官
「

(
祖

母
宅

に
戻

っ
て

)
双

子
さ

ん
を

出
産

し
た

時
だ

け
れ

ど
も

、
だ

い
ぶ

早
産

だ
っ

た
ん

で
す

か
ね

？
」

→
母

「
は

い
」

・
母

「
双

子
の

下
の

子
(
子

ど
も

⑥
)
が

死
ん

じ
ゃ

っ
て

、
そ

の
と

き
、

お
葬

式
を

す
る

の
に

す
ご

く
お

金
か

か
っ

か
て

」
「

産
ん

だ
ば

か
り

で
あ

ま
り

働
い

て
な

か
っ

た
か

ら
…

父
親

(
父

B
)
と

…
5
万

ず
つ

生
活

費
か

ら
出

し
て

支
払

い
ま

し
た

」
〔

③
 
父

B
と

婚
姻

中
は

母
と

母
方

祖
母

は
不

仲
〕

・
検

察
官

「
(
父

B
と

)
離

婚
し

て
ま

す
よ

ね
、

2
回

目
の

離
婚

…
」

→
母

「
は

い
」

「
(
祖

母
に

父
B
が

養
育

費
や

生
活

費
を

入
れ

な
い

こ
と

を
指

摘
さ

れ
て

)
ま

あ
、

確
か

に
そ

う
言

わ
れ

て
み

れ
ば

そ
う

だ
な

と
思

っ
て

、
離

婚
す

る
こ

と
に

し
ま

し
た

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

B
(
子

ど
も

➃
、

双
子

：
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

➃
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
(
子

ど
も

➃
を

)
中

絶
し

よ
う

と
思

っ
て

中
絶

し
た

理
由

は
？

」
→

母
「

（
以

前
子

ど
も

➂
を

出
産

し
た

時
も

父
Ｂ

が
）

働
い

て
く

れ
な

く
て

、
お

金
が

な
く

て
す

ご
い

困
っ

た
か

ら
、

赤
ち

ゃ
ん

が
生

ま
れ

て
ま

た
私

が
働

け
な

く
て

…
子

ど
も

た
ち

(
子

ど
も

①
、

子
ど

も
➂

)
が

困
っ

ち
ゃ

う
か

ら
と

思
っ

て
、

産
む

わ
け

に
は

い
か

な
い

と
思

っ
て

」
〔

②
 
母

の
双

子
(
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
妊

娠
〕

・
母

「
（

双
子

の
妊

娠
に

つ
い

て
）

最
初

は
中

絶
し

よ
う

と
思

っ
て

て
、

(
父

B
が

)
免

許
取

り
消

し
に

な
っ

て
自

動
車

学
校

に
通

い
始

め
て

お
金

が
な

く
て

、
中

絶
費

用
が

な
か

っ
た

ら
産

む
し

か
な

い
と

思
っ

て
…

」
「

子
ど

も
3
人

い
る

の
は

普
通

み
た

い
な

感
じ

で
産

も
う

と
思

っ
た

ん
だ

け
ど

、
双

子
だ

と
4
人

に
な

る
な

っ
て

…
」

「
中

絶
で

き
る

期
間

を
過

ぎ
て

て
…

」
・

母
「

(
双

子
の

弟
の

子
ど

も
⑥

が
死

亡
し

葬
儀

を
出

す
時

)
産

ん
だ

ば
か

り
で

あ
ま

り
働

い
て

な
か

っ
た

か
ら

…
(
葬

儀
費

用
を

)
父

親
(
父

B
)

と
半

分
ず

つ
出

そ
う

っ
て

こ
と

に
な

っ
て

…
」

〔
➂

 
母

の
異

性
交

遊
〕

・
母

「
私

(
母

)
の

携
帯

が
鳴

っ
て

、
な

ん
か

そ
れ

を
見

せ
な

か
っ

た
と

か
、

そ
ん

な
感

じ
だ

っ
た

(
で

暴
力

を
振

る
っ

た
)
と

思
い

ま
す

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

➃
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

➃
を

)
中

絶
し

よ
う

と
思

っ
て

中
絶

し
た

理
由

は
？

」
→

母
「

（
以

前
出

産
し

た
時

も
父

Ｂ
が

）
働

い
て

く
れ

な
く

て
、

お
金

が
な

く
て

す
ご

い
困

っ
た

か
ら

、
赤

ち
ゃ

ん
が

生
ま

れ
て

ま
た

私
が

働
け

な
く

て
…

子
ど

も
た

ち
が

困
っ

ち
ゃ

う
か

ら
と

思
っ

て
、

産
む

わ
け

に
は

い
か

な
い

と
思

っ
て

」
〔

②
 
双

子
(
子

ど
も

⑤
、

子
ど

も
⑥

)
の

妊
娠

〕
・

母
「

（
双

子
の

妊
娠

に
つ

い
て

）
最

初
は

中
絶

し
よ

う
と

思
っ

て
て

、
(
父

B
が

)
免

許
取

り
消

し
に

な
っ

て
自

動
車

学
校

に
通

い
始

め
て

お
金

が
な

く
て

、
中

絶
費

用
が

な
か

っ
た

ら
産

む
し

か
な

い
と

思
っ

て
…

」
「

子
ど

も
3
人

い
る

の
は

普
通

み
た

い
な

感
じ

で
産

も
う

と
思

っ
た

ん
だ

け
ど

、
双

子
だ

と
4
人

に
な

る
な

っ
て

…
」

「
中

絶
で

き
る

期
間

を
過

ぎ
て

て
…

」
・

母
「

(
双

子
の

弟
の

子
ど

も
⑥

が
死

亡
し

葬
儀

を
出

す
時

)
産

ん
だ

ば
か

り
で

あ
ま

り
働

い
て

な
か

っ
た

か
ら

…
(
葬

儀
費

用
を

)
父

親
(
父

B
)

と
半

分
ず

つ
出

そ
う

っ
て

こ
と

に
な

っ
て

…
」

〔
③

 
父

B
と

婚
姻

中
は

母
と

母
方

祖
母

は
不

仲
〕

・
母

「
双

子
が

生
ま

れ
た

ば
か

り
だ

っ
た

か
ら

、
そ

ん
な

す
ぐ

離
婚

す
る

の
も

な
と

思
っ

て
い

た
ん

だ
け

ど
、

お
母

さ
ん

(
祖

母
)
が

養
育

費
と

か
も

生
活

費
と

か
も

よ
こ

さ
な

い
の

に
、

籍
だ

け
入

れ
と

い
て

も
し

ょ
う

な
い

で
し

ょ
み

た
い

に
言

っ
て

き
て

、
ま

あ
、

確
か

に
そ

う
言

わ
れ

て
み

れ
ば

そ
う

だ
な

と
思

っ
て

」

X 危
機

【
父

B
(
子

ど
も

➃
、

双
子

：
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
】

の
の

危
機

〔
離

婚
後

の
養

育
費

支
払

い
の

回
避

〕
・

弁
護

士
「

父
B
か

ら
養

育
費

は
も

ら
っ

て
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

養
育

費
は

も
ら

っ
て

な
か

っ
た

で
す

」

【
母

】
の

危
機

〔
母

の
ダ

ブ
ル

ワ
ー

ク
と

祖
母

と
の

同
居

生
活

〕
・

検
察

官
「

離
婚

後
に

(
母

は
)
ど

こ
で

暮
ら

す
よ

う
に

な
っ

た
ん

で
す

か
ね

？
」

→
祖

母
「

私
(
祖

母
)
の

家
で

す
」

・
裁

判
員

「
(
母

と
父

B
が

)
2
度

目
の

離
婚

を
し

た
…

そ
れ

以
降

は
(
母

と
母

方
祖

母
の

関
係

は
)
比

較
的

に
仲

が
良

い
状

態
に

な
っ

て
い

る
？

」
→

祖
母

「
は

い
」

・
検

察
官

「
被

告
人

(
母

)
の

当
時

の
仕

事
は

、
フ

ァ
ミ

リ
ー

レ
ス

ト
ラ

ン
と

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

の
仕

事
で

い
い

で
す

ね
」

→
祖

母
「

は
い

」
・

母
「

う
ち

は
パ

パ
も

い
な

く
て

マ
マ

も
働

い
て

ば
っ

か
り

で
、

子
ど

も
た

ち
に

一
杯

我
慢

さ
せ

て
る

か
ら

。
子

ど
も

た
ち

が
欲

し
い

も
の

は
で

き
る

だ
け

買
っ

て
あ

げ
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
く

て
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
4

事
例

4
‐

T
4
：

父
B
の

子
ど

も
➃

中
絶

後
の

再
婚

と
双

子
(
子

ど
も

⑤
・

子
ど

も
⑥

)
出

産
後

の
離

婚
(
2
回

目
)
と

子
ど

も
⑥

の
死

亡

A B C

-

X モ デ ル

— 58 —



A
ス
トレ
ス
源

【
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
祖

母
世

帯
と

母
世

帯
の

同
居

生
活

〕
・

検
察

官
「

(
離

婚
後

)
双

子
の

お
子

さ
ん

(
子

ど
も

⑥
)
が

亡
く

な
ら

れ
て

、
そ

の
後

は
7
人

(
母

方
祖

母
、

叔
父

(
祖

母
の

子
ど

も
➃

)
、

叔
母

(
祖

母
の

子
ど

も
⑤

)
、

母
、

子
ど

も
①

、
子

ど
も

➂
．

子
ど

も
⑤

)
で

暮
ら

し
て

た
と

い
う

こ
と

に
な

る
ん

で
す

ね
」

→
祖

母
「

は
い

」
〔

②
 
経

済
的

困
窮

〕
・

検
察

官
「

こ
れ

、
誰

の
借

金
な

ん
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

私
(
祖

母
)
の

で
す

」
「

(
叔

母
：

祖
母

の
子

ど
も

⑤
を

)
産

む
時

に
借

り
た

お
金

で
す

」
・

祖
母

「
結

局
、

下
の

子
た

ち
が

病
院

に
か

か
っ

た
費

用
も

ま
だ

払
い

き
っ

て
な

か
っ

た
ん

で
す

よ
」

・
検

察
官

「
(
子

守
料

に
つ

い
て

)
親

子
の

間
で

不
可

解
な

感
じ

も
す

る
ん

だ
け

ど
」

→
祖

母
「

結
局

ず
っ

と
み

な
き

ゃ
い

け
な

い
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
子

ど
も

ら
だ

っ
て

食
費

は
か

か
る

し
…

食
費

も
倍

以
上

か
か

っ
ち

ゃ
う

の
で

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
母

方
祖

母
に

よ
る

金
銭

管
理

〕
・

弁
護

士
「

(
父

B
)
か

ら
養

育
費

は
も

ら
っ

て
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

も
ら

っ
て

な
か

っ
た

で
す

」
・

弁
護

士
「

児
童

扶
養

手
当

、
児

童
手

当
と

い
う

も
の

は
ど

う
な

っ
て

い
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

全
部

お
母

さ
ん

(
母

方
祖

母
)
に

預
け

て
管

理
し

て
も

ら
っ

て
ま

し
た

」
→

弁
護

士
「

通
帳

を
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
が

持
っ

て
る

と
い

う
こ

と
で

す
か

？
」

→
母

「
そ

う
で

す
ね

…
自

分
じ

ゃ
何

も
で

き
な

い
ふ

う
に

し
て

あ
り

ま
し

た
」

・
祖

母
「

(
子

守
料

に
つ

い
て

)
行

く
時

に
、

も
う

何
時

に
で

て
も

、
出

た
時

間
か

ら
帰

っ
て

く
る

ま
で

は
時

間
で

計
算

し
て

そ
れ

ら
は

も
ら

う
っ

て
約

束
で

、
自

分
が

遊
ん

で
帰

っ
て

き
て

も
、

行
っ

て
る

時
間

帯
は

も
ら

い
ま

す
よ

っ
て

」
→

検
察

官
「

親
子

(
母

方
祖

母
と

母
)
の

間
で

不
可

解
な

感
じ

も
す

る
ん

だ
け

ど
」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
祖

母
世

帯
と

母
世

帯
の

同
居

生
活

〕
・

検
察

官
「

仕
事

は
当

時
、

何
を

し
て

い
た

ん
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

お
弁

当
の

配
達

を
し

て
い

ま
し

た
」

・
検

察
官

「
何

時
ご

ろ
仕

事
に

で
る

ん
で

す
か

？
」

→
祖

母
「

私
は

1
0
時

で
す

」
「

〇
〇

(
母

)
は

(
朝

)
5
時

半
に

は
出

て
い

ま
し

た
」

・
検

察
官

「
昼

間
ね

、
お

子
さ

ん
の

面
倒

み
る

の
は

誰
が

み
て

た
ん

で
す

か
？

」
→

祖
母

「
(
双

子
出

産
後

)
一

年
間

は
仕

事
の

方
を

〇
〇

(
母

)
が

休
ん

で
い

ま
し

た
の

で
、

一
年

間
は

〇
〇

(
母

)
が

み
て

く
れ

て
、

そ
の

後
は

保
育

園
に

入
れ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
の

で
」

〔
②

 
経

済
的

困
窮

〕
・

弁
護

士
「

児
童

扶
養

手
当

や
児

童
手

当
だ

と
か

、
〇

〇
さ

ん
(
母

)
の

方
で

受
給

す
る

手
当

が
、

お
母

さ
ん

(
祖

母
)
が

管
理

す
る

通
帳

に
入

っ
て

い
る

ん
で

す
よ

ね
」

→
祖

母
「

は
い

」
→

弁
護

士
「

そ
れ

を
〇

〇
さ

ん
(
母

)
の

た
め

に
使

っ
て

あ
げ

る
こ

と
は

？
」

→
祖

母
「

今
生

活
し

て
い

る
方

の
生

活
を

賄
う

の
に

精
い

っ
ぱ

い
で

、
産

ま
れ

て
く

る
子

の
費

用
に

ま
わ

す
余

裕
は

な
か

っ
た

で
す

」
・

弁
護

士
「

〇
〇

さ
ん

が
夜

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

の
仕

事
に

行
く

と
き

に
、

子
守

料
の

よ
う

な
も

の
を

も
ら

っ
て

ま
す

ね
」

→
祖

母
「

１
時

間
1
,
0
0
0
円

っ
て

約
束

で
も

ら
っ

て
た

ん
で

す
け

ど
」

→
弁

護
士

「
〇

〇
さ

ん
(
母

)
が

お
金

に
困

っ
て

い
る

時
、

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

の
子

守
で

も
ら

っ
て

い
る

お
金

を
貸

し
て

あ
げ

る
と

か
は

？
」

→
祖

母
「

そ
れ

は
、

ま
た

別
。

そ
れ

を
も

ら
っ

て
て

も
、

私
の

方
も

そ
れ

を
生

活
費

に
回

し
て

い
る

も
の

も
あ

り
ま

し
た

」
「

〇
〇

(
母

)
の

方
で

そ
れ

が
足

り
な

く
な

っ
て

貸
し

て
下

さ
い

っ
て

時
も

あ
り

ま
し

た
の

で
、

そ
れ

を
も

ら
っ

た
り

や
っ

た
り

の
繰

り
返

し
で

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
母

方
祖

母
に

よ
る

金
銭

管
理

〕
・

母
「

給
料

日
ま

で
に

お
金

が
足

り
な

く
な

っ
て

、
お

母
さ

ん
(
祖

母
)
に

1
,
0
0
0
円

と
か

2
,
0
0
0
円

と
か

即
日

借
り

た
り

す
る

の
と

か
、

あ
と

子
ど

も
の

給
食

費
と

か
を

立
て

替
え

て
も

ら
っ

て
る

ん
で

、
そ

れ
を

補
う

み
た

い
な

形
で

、
と

り
あ

え
ず

5
万

円
渡

し
て

ま
し

た
」

・
母

「
(
生

活
費

が
足

り
な

く
な

る
と

)
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
に

借
り

た
り

す
る

の
と

か
、

立
て

替
え

て
も

ら
っ

て
る

ん
で

」
・

弁
護

士
「

自
分

あ
る

い
は

自
分

の
子

ど
も

の
食

費
と

い
う

の
は

、
お

母
さ

ん
(
祖

母
)
に

渡
す

お
金

に
含

ま
れ

て
い

る
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

食
費

は
別

で
、

一
部

う
ち

の
子

は
私

が
立

て
替

え
て

、
一

人
で

泣
き

ま
し

た
」

・
母

「
(
フ

ァ
ミ

リ
ー

レ
ス

ト
ラ

ン
の

)
仕

事
は

週
に

6
日

行
き

ま
す

。
勤

務
時

間
は

朝
6
時

半
か

ら
休

憩
を

は
さ

ん
で

お
昼

の
3
時

半
ま

で
で

す
。

土
日

と
か

子
ど

も
が

保
育

園
休

み
の

日
は

、
午

前
中

だ
け

働
き

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
の

仕
事

は
、

(
子

ど
も

⑧
の

妊
娠

に
気

づ
い

た
頃

)
や

っ
て

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
は

い
、

や
っ

て
ま

し
た

」
・

弁
護

士
「

(
フ

ァ
ミ

リ
ー

レ
ス

ト
ラ

ン
の

)
月

収
は

だ
い

た
い

ど
れ

く
ら

い
で

し
ょ

う
か

？
」

→
母

「
多

分
1
0
万

円
く

ら
い

だ
と

思
い

ま
す

」
→

弁
護

士
「

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

の
仕

事
は

多
い

時
と

少
な

い
時

が
あ

っ
て

、
収

入
に

波
が

あ
る

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
そ

う
で

す
ね

」
→

弁
護

士
「

だ
い

た
い

平
均

す
る

と
週

に
何

日
ぐ

ら
い

の
お

仕
事

だ
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

週
に

2
、

3
回

程
度

で
す

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
祖

母
世

帯
と

母
世

帯
の

同
居

生
活

〕
・

祖
母

「
仕

事
に

行
っ

て
る

時
間

帯
が

バ
ラ

バ
ラ

な
も

ん
で

、
(
母

と
)
会

う
時

間
が

な
か

っ
た

て
い

う
か

…
」

「
話

し
合

い
っ

て
い

っ
て

も
、

(
母

は
)
夜

中
に

帰
っ

て
き

て
、

私
(
祖

母
)
も

も
う

眠
た

い
し

」
〔

➁
 
経

済
的

困
窮

〕
・

弁
護

士
「

〇
〇

さ
ん

(
母

)
か

ら
も

ら
う

子
守

料
を

含
め

て
、

生
活

費
が

い
っ

ぱ
い

だ
っ

た
と

い
う

こ
と

で
す

か
？

」
→

祖
母

「
は

い
」

・
裁

判
員

「
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
も

し
て

一
生

懸
命

働
い

て
…

そ
れ

な
の

に
…

」
→

祖
母

「
結

局
生

れ
て

き
て

も
、

育
て

て
い

く
に

も
、

や
っ

ぱ
、

お
金

が
い

る
じ

ゃ
な

い
で

す
か

」
「

お
給

料
も

ら
っ

て
終

わ
り

の
方

に
な

る
と

お
金

も
な

く
て

、
ミ

ル
ク

も
ど

う
し

よ
う

か
と

い
う

状
態

だ
っ

た
の

で
、

お
む

つ
な

ん
か

も
、

そ
う

い
う

の
を

考
え

る
と

…
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
母

方
祖

母
に

よ
る

金
銭

管
理

〕
・

弁
護

士
「

(
市

役
所

か
ら

入
る

)
金

額
に

つ
い

て
、

自
分

で
知

っ
て

ま
す

か
？

」
→

母
「

金
額

は
多

分
ぐ

ら
い

で
し

か
知

ら
な

く
て

」
・

弁
護

士
「

「
あ

な
た

の
生

活
費

、
お

母
さ

ん
(
祖

母
)
に

渡
す

の
も

含
め

て
不

足
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

か
？

」
→

母
「

不
足

は
あ

り
ま

し
た

」
「

貯
金

は
あ

り
ま

せ
ん

」
「

…
ほ

ん
と

、
ご

ま
か

し
ご

ま
か

し
で

、
ギ

リ
ギ

リ
で

成
り

立
っ

て
る

生
活

だ
っ

た
か

ら
…

」

X 危
機

【
祖

母
】

の
危

機
〔

母
を

封
じ

込
め

る
祖

母
〕

・
祖

母
「

金
銭

的
に

余
裕

が
な

い
の

で
、

結
局

、
お

金
の

話
に

な
る

と
喧

嘩
に

な
っ

ち
ゃ

う
の

で
、

そ
れ

で
(
母

は
)
相

談
が

で
き

な
か

っ
た

ん
だ

と
思

い
ま

す
」

・
祖

母
「

私
(
祖

母
)
は

ど
な

っ
て

怒
る

く
ら

い
で

、
こ

の
子

(
母

)
は

何
も

反
抗

し
な

い
で

、
聞

き
流

す
か

布
団

か
ぶ

っ
て

寝
ち

ゃ
う

く
ら

い
の

子
で

す
」

【
母

】
の

危
機

〔
母

の
無

力
化

〕
・

祖
母

「
金

銭
的

に
余

裕
が

な
い

の
で

、
結

局
、

お
金

の
話

に
な

る
と

喧
嘩

に
な

っ
ち

ゃ
う

の
で

、
そ

れ
で

(
母

は
)
相

談
が

で
き

な
か

っ
た

ん
だ

と
思

い
ま

す
」

・
祖

母
「

私
(
母

方
祖

母
)
は

ど
な

っ
て

怒
る

く
ら

い
で

、
こ

の
子

(
母

)
は

何
も

反
抗

し
な

い
で

、
聞

き
流

す
か

布
団

か
ぶ

っ
て

寝
ち

ゃ
う

く
ら

い
の

子
で

す
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
5

事
例

4
-
T
5
：

母
方

祖
母

に
よ

る
金

銭
管

理
と

経
済

的
困

窮

A B C

-

X モ デ ル
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

C
(
子

ど
も

❼
)
】

の
状

況
※

母
の

子
ど

も
❼

妊
娠

に
際

し
て

の
父

C
(
子

ど
も

❼
)
の

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
父

D
(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
〔

➀
 
母

と
の

交
際

〕
・

弁
護

士
(
供

述
調

書
)
「

〇
〇

(
母

)
と

は
、

母
と

は
合

コ
ン

で
知

り
合

い
ま

し
た

」
「

飲
み

会
の

前
に

初
見

で
『

子
ど

も
が

い
る

よ
』

と
言

っ
て

い
ま

し
た

の
で

、
知

っ
て

い
ま

し
た

」
〔

②
 
母

の
腹

部
の

膨
ら

み
〕

・
弁

護
士

(
供

述
調

書
)
「

(
母

の
)
お

腹
が

大
き

い
と

思
っ

た
の

は
…

の
頃

」

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

❽
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
妊

娠
に

つ
い

て
、

い
つ

頃
気

が
つ

き
ま

し
た

？
」

→
祖

母
「

2
月

の
頭

頃
だ

と
思

い
ま

す
」

→
弁

護
士

「
き

っ
か

け
は

、
何

だ
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

祖
母

「
息

子
が

姉
ち

ゃ
ん

の
お

腹
が

大
き

い
と

い
う

こ
と

で
教

え
て

く
れ

た
の

で
」

〔
②

 
職

場
で

破
水

し
早

退
し

た
母

〕
・

検
察

官
「

仕
事

場
で

(
母

)
が

お
し

っ
こ

を
漏

ら
し

た
と

い
う

こ
と

で
し

た
よ

ね
。

そ
れ

を
聞

い
て

ど
う

思
い

ま
し

た
か

？
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❼
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

双
子

の
ね

、
弟

さ
ん

の
方

(
子

ど
も

⑥
)
が

亡
く

な
っ

て
る

ん
で

す
よ

ね
、

(
子

ど
も

❼
)
妊

娠
に

気
が

つ
い

た
の

は
、

そ
れ

よ
り

前
と

い
う

こ
と

で
よ

ろ
し

い
で

す
か

？
」

→
母

「
は

い
、

そ
う

で
す

」
・

検
察

官
(
冒

頭
陳

述
)
「

(
母

は
)
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
と

し
て

男
性

と
す

ぐ
付

き
合

い
、

妊
娠

し
た

子
(
子

ど
も

❼
)
が

誰
の

子
か

わ
か

り
ま

せ
ん

で
し

た
」

〔
②

 
子

ど
も

❽
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

避
妊

は
し

て
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

避
妊

は
ピ

ル
を

飲
ん

で
ま

し
た

」
・

検
察

官
「

(
子

ど
も

❼
遺

棄
の

)
そ

の
後

ね
、

妊
娠

し
た

時
に

も
う

一
回

同
じ

よ
う

な
こ

と
を

や
っ

て
は

い
け

な
い

と
か

思
わ

な
か

っ
た

の
？

」
→

母
「

思
っ

て
、

思
っ

て
た

か
ら

…
」

・
検

察
官

(
冒

頭
陳

述
)
「

(
子

ど
も

❼
)
死

体
遺

棄
事

件
か

ら
半

年
が

経
過

し
、

(
母

は
)
再

び
妊

娠
に

気
づ

き
ま

し
た

。
こ

の
時

も
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
等

と
し

て
複

数
の

男
性

と
付

き
合

い
、

誰
の

子
か

わ
か

り
ま

せ
ん

で
し

た
」

・
母

「
仕

事
に

行
っ

て
、

朝
か

ら
ち

ょ
っ

と
お

腹
が

痛
い

よ
う

な
気

も
し

て
た

け
ど

、
ま

だ
大

丈
夫

だ
ろ

う
と

思
っ

て
働

い
て

て
…

プ
チ

ッ
と

い
う

音
が

し
て

…
破

水
し

た
ん

だ
っ

て
思

っ
て

」

B
対
処
資
源

【
父

C
(
子

ど
も

❼
)
】

の
状

況
※

母
の

子
ど

も
❼

妊
娠

に
際

し
て

の
父

C
(
子

ど
も

❼
)
の

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
父

D
(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
〔

➀
 
母

と
の

交
際

〕
・

弁
護

士
(
供

述
調

書
)
「

休
み

が
合

え
ば

会
っ

て
い

ま
し

た
し

、
肉

体
関

係
も

あ
り

ま
し

た
し

、
泊

り
が

け
で

出
か

け
て

も
い

ま
し

た
が

」
「

セ
ッ

ク
ス

は
い

つ
も

避
妊

を
し

て
い

な
い

の
で

…
」

〔
②

 
母

の
腹

部
の

膨
ら

み
〕

・
弁

護
士

(
供

述
調

書
)
「

(
妊

娠
さ

せ
て

し
ま

っ
た

か
も

と
思

い
)
」

〇
〇

(
母

)
に

『
お

腹
大

き
く

な
い

？
』

と
聞

い
た

が
、

〇
〇

(
母

)
の

返
事

は
何

度
聞

い
て

も
『

太
っ

た
だ

け
』

の
一

点
張

り
だ

っ
た

の
で

そ
れ

以
上

は
聞

け
ま

せ
ん

で
し

た
」

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

❽
妊

娠
〕

・
祖

母
「

本
人

(
母

)
に

確
か

め
た

ん
で

す
け

ど
、

本
人

(
母

)
は

妊
娠

し
て

な
い

っ
て

言
う

の
で

…
ず

っ
と

本
人

は
妊

娠
じ

ゃ
な

い
っ

て
言

っ
て

た
も

の
で

」
〔

②
 
職

場
で

破
水

し
早

退
し

た
母

〕
・

検
察

官
「

声
と

か
ね

、
そ

う
い

う
も

の
が

聞
こ

え
た

り
し

ま
し

た
？

」
→

祖
母

「
寝

る
前

に
聞

こ
え

た
時

に
、

や
っ

ぱ
り

、
一

応
病

院
行

く
っ

て
声

を
か

け
た

け
ど

、
本

人
が

大
丈

夫
っ

て
言

う
の

で
、

一
応

そ
の

ま
ま

静
か

に
し

て
っ

て
な

っ
て

、
そ

の
ま

ま
寝

ま
し

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❼
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

そ
も

そ
も

、
(
子

ど
も

❼
を

)
妊

娠
し

て
た

こ
と

も
隠

し
て

た
ん

で
す

よ
ね

」
→

母
「

は
い

」
→

弁
護

士
「

隠
し

て
た

理
由

と
は

、
(
子

ど
も

❽
と

)
同

じ
で

す
か

？
」

→
母

「
そ

う
で

す
、

は
い

」
〔

②
 
子

ど
も

❽
の

妊
娠

〕
・

母
「

す
ぐ

手
術

し
た

い
っ

て
思

っ
て

、
産

婦
人

科
に

行
っ

た
ん

だ
け

ど
、

も
う

そ
こ

で
は

手
術

は
出

来
な

い
っ

て
言

わ
れ

て
」

・
弁

護
士

「
(
そ

の
病

院
か

ら
)
他

の
病

院
を

紹
介

さ
れ

て
？

」
→

母
「

4
5
万

円
な

ん
て

用
意

で
き

な
く

て
」

「
行

き
ま

せ
ん

で
し

た
」

・
弁

護
士

「
お

母
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
に

は
相

談
し

な
か

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
し

ま
せ

ん
で

し
た

」
→

弁
護

士
「

妹
さ

ん
た

ち
に

は
？

」
→

母
「

相
談

し
な

か
っ

た
で

す
」

→
弁

護
士

「
交

際
し

て
い

た
男

性
(
父

D
)
に

相
談

し
た

り
は

し
ま

せ
ん

で
し

た
か

？
」

→
母

「
な

ん
か

、
言

い
出

せ
な

く
っ

て
、

相
談

し
な

か
っ

た
で

す
」

・
母

「
(
勤

務
先

の
)
店

長
に

『
実

は
妊

娠
し

て
て

、
破

水
し

ち
ゃ

っ
た

か
ら

、
病

院
に

行
き

た
い

』
っ

て
言

い
ま

し
た

」
→

弁
護

士
「

家
に

帰
っ

て
着

替
え

た
わ

け
で

す
ね

」
→

母
「

は
い

」
「

下
の

子
(
子

ど
も

➂
、

子
ど

も
⑤

)
を

迎
え

に
行

か
な

く
ち

ゃ
と

、
何

か
あ

れ
ば

上
の

子
(
子

ど
も

①
)
に

助
け

て
も

ら
お

う
と

お
迎

え
に

行
き

ま
し

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

C
(
子

ど
も

❼
)
】

の
状

況
※

母
の

子
ど

も
❼

妊
娠

に
際

し
て

の
父

C
(
子

ど
も

❼
)
の

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
父

D
(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
〔

➀
 
母

と
の

交
際

〕
・

弁
護

士
(
供

述
調

書
)
「

仲
は

よ
か

っ
た

で
す

。
…

『
直

接
付

き
合

お
う

』
と

は
言

っ
て

い
ま

せ
ん

が
、

彼
氏

彼
女

の
関

係
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
」

〔
②

 
母

の
腹

部
の

膨
ら

み
〕

・
弁

護
士

(
供

述
調

書
)
「

(
母

を
)
妊

娠
さ

せ
て

し
ま

っ
た

の
か

と
思

い
…

」
「

(
母

に
)
そ

れ
以

上
な

ぜ
聞

け
な

か
っ

た
と

い
う

と
、

(
妊

娠
に

つ
い

て
)
あ

ま
り

し
つ

こ
く

聞
い

て
、

(
母

の
)
機

嫌
を

損
ね

た
り

、
(
母

と
の

)
関

係
が

ぎ
く

し
ゃ

く
し

て
し

ま
う

の
が

嫌
だ

っ
た

か
ら

で
す

」

【
母

方
祖

母
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

❽
妊

娠
〕

・
検

察
官

「
お

腹
が

出
て

い
る

よ
う

に
見

え
た

？
」

→
祖

母
「

あ
、

は
い

」
〔

②
 
職

場
で

破
水

し
早

退
し

た
母

〕
・

祖
母

「
(
母

が
職

場
で

お
漏

ら
し

し
て

早
退

し
た

件
に

つ
い

て
)
膀

胱
炎

が
あ

り
ま

し
た

の
で

、
膀

胱
炎

で
も

ら
し

た
と

い
う

考
え

で
い

ま
し

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

❼
の

妊
娠

〕
・

検
察

官
「

(
妊

娠
し

て
)
あ

な
た

ど
う

し
よ

う
と

思
っ

た
の

？
」

→
母

「
ど

う
し

よ
う

と
も

思
わ

な
か

っ
た

」
→

検
察

官
「

ど
う

し
て

相
談

し
な

か
っ

た
の

？
」

→
母

「
相

談
し

て
も

ど
う

し
よ

う
も

な
い

っ
て

思
っ

て
」

→
検

察
官

「
い

ず
れ

産
ま

れ
ち

ゃ
う

で
し

ょ
？

そ
の

時
は

ど
う

し
よ

う
と

思
っ

て
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
産

ま
れ

ち
ゃ

っ
た

ら
、

多
分

う
ち

の
家

族
だ

っ
た

ら
育

て
る

の
協

力
し

て
く

れ
る

と
思

っ
た

か
ら

」
〔

②
 
子

ど
も

❽
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

妊
娠

に
気

づ
い

て
ど

う
思

い
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

妊
娠

に
気

づ
い

て
、

…
ご

ま
か

し
ご

ま
か

し
で

、
ギ

リ
ギ

リ
成

り
立

っ
て

い
る

生
活

だ
っ

た
か

ら
、

も
う

1
人

増
え

る
な

ん
て

考
え

ら
れ

な
く

て
、

殺
さ

な
く

ち
ゃ

っ
て

思
い

ま
し

た
」

・
弁

護
士

「
2
月

中
旬

に
(
子

ど
も

❽
妊

娠
に

)
気

づ
い

て
3
月

中
に

病
院

に
行

か
な

か
っ

た
理

由
は

何
で

す
か

？
」

→
母

「
4
月

に
な

る
と

市
役

所
か

ら
児

童
扶

養
手

当
が

お
母

さ
ん

(
母

方
祖

母
)
の

と
こ

ろ
に

給
付

さ
れ

る
の

を
知

っ
て

た
か

ら
…

4
月

ま
で

待
ち

ま
し

た
」

「
も

う
そ

こ
の

病
院

で
は

手
術

で
き

な
い

か
ら

っ
て

別
の

病
院

を
紹

介
さ

れ
て

…
」

「
4
5
万

と
か

絶
対

用
意

で
き

な
い

っ
て

思
っ

て
、

だ
か

ら
行

っ
て

も
し

ょ
う

が
な

い
っ

て
思

っ
て

」
・

弁
護

士
「

お
母

さ
ん

(
母

方
祖

母
)
に

は
相

談
し

ま
せ

ん
で

し
た

か
？

」
→

母
「

お
母

さ
ん

(
母

方
祖

母
)
も

、
そ

ん
な

お
金

も
っ

て
る

と
思

え
な

か
っ

た
か

ら
」

「
妹

(
叔

母
)
た

ち
も

、
相

談
し

て
も

困
っ

ち
ゃ

う
と

思
っ

て
」

「
(
父

D
に

は
)
4
5
万

円
に

な
っ

た
ら

、
自

分
一

人
で

は
ど

う
し

よ
う

も
で

き
な

い
か

ら
、

相
談

し
な

く
ち

ゃ
っ

て
思

っ
た

け
ど

…
」

事
例

4
-
T
6
：

子
ど

も
❼

(
父

C
)
出

産
・

遺
棄

 
と

 
子

ど
も

❽
(
父

D
)
出

産
・

殺
害

・
遺

棄
問

題
解

決
の

ト
ピ

ッ
ク
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X 危
機

【
父

C
(
子

ど
も

❼
)
】

の
危

機
〔

母
と

避
妊

な
し

の
セ

ッ
ク

ス
〕

・
弁

護
士

(
供

述
調

書
)
「

私
(
父

Ｃ
)
が

〇
〇

(
母

)
と

出
会

っ
た

の
は

…
『

お
兄

さ
ん

若
い

ね
』

と
い

っ
た

よ
う

な
こ

と
を

言
わ

れ
、

そ
の

場
で

携
帯

の
番

号
を

交
換

し
…

」
・

弁
護

士
(
請

求
証

拠
)
「

こ
の

時
(
母

に
)
特

に
興

味
は

な
か

っ
た

で
す

し
、

連
絡

を
と

る
こ

と
は

な
か

っ
た

の
で

す
が

…
」

「
は

じ
め

に
会

お
う

と
誘

っ
て

き
た

の
は

〇
〇

(
母

)
か

ら
で

、
私

と
〇

〇
(
母

)
に

恋
愛

感
情

は
な

く
、

会
っ

た
ら

セ
ッ

ク
ス

を
す

る
都

合
の

い
い

関
係

で
し

た
の

で
…

」
・

弁
護

士
(
供

述
調

書
)
「

母
か

ら
『

薬
を

飲
ん

で
避

妊
し

て
い

る
か

ら
大

丈
夫

』
と

言
わ

れ
た

の
で

、
妊

娠
す

る
こ

と
は

な
い

だ
ろ

う
と

思
い

、
コ

ン
ド

ー
ム

を
す

る
こ

と
な

く
セ

ッ
ク

ス
を

し
て

い
ま

し
た

」
〔

子
ど

も
❼

遺
棄

事
件

〕
弁

護
士

(
供

述
調

書
)
「

生
れ

た
ば

か
り

の
子

ど
も

を
母

親
が

遺
棄

し
た

と
い

う
事

件
が

あ
り

、
そ

の
子

ど
も

(
子

ど
も

❼
)
の

父
親

が
私

(
父

C
)

で
あ

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
で

…
」

「
刑

事
さ

ん
か

ら
、

は
じ

め
に

見
つ

か
っ

た
子

ど
も

(
子

ど
も

❼
)
と

私
(
父

C
)
の

D
N
A
が

一
致

し
た

と
い

う
こ

と
を

聞
い

た
の

で
…

」

【
父

D
(
子

ど
も

❽
)
】

の
危

機
〔

子
ど

も
❽

殺
害

・
遺

棄
事

件
〕

・
弁

護
士

(
供

述
調

書
)
「

ニ
ュ

ー
ス

で
事

件
を

知
っ

た
時

、
『

や
っ

ぱ
り

妊
娠

し
て

い
た

ん
だ

』
と

思
い

ま
い

し
た

し
、

見
つ

か
っ

た
赤

ち
ゃ

ん
(
子

ど
も

❽
)
は

自
分

の
子

ど
も

だ
と

思
い

ま
し

た
」

「
最

近
、

子
ど

も
た

ち
が

私
に

懐
い

て
い

る
の

を
見

て
、

少
し

結
婚

し
て

も
い

い
な

と
考

え
始

め
て

い
ま

し
た

…
〇

〇
(
母

)
が

、
赤

ち
ゃ

ん
(
子

ど
も

❽
)
を

殺
し

て
自

宅
に

隠
し

て
い

た
と

い
う

の
が

残
念

で
な

り
ま

せ
ん

」
「

正
直

な
と

こ
ろ

、
今

は
彼

女
(
母

)
と

は
距

離
を

お
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
」

【
母

方
祖

母
】

の
危

機
〔

子
ど

も
❽

殺
害

・
遺

棄
事

件
〕

・
検

察
官

「
(
母

の
)
お

腹
は

ど
う

な
っ

て
い

ま
し

た
？

」
→

祖
母

「
ぺ
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妊娠・出産する。その頃に母は同じ高校の後輩だった父 A との間に子ども①を妊娠したが、

母方祖母に相談はせず、父 A に妊娠を告げた。父方祖父母が学校に連絡し、学校が母方祖

母に母の妊娠を伝えた。母の妊娠を知った母方祖母は、母に対し「お金の話」をし、「家に

は余裕がない」と告げた。母は「自分で何とかする」と応え、父 A と結婚することを前提で、

父とは離れて暮らしながら、母方祖母と別居し母方曽祖母の支援を受けながら定時制高校

に通い育児と仕事を掛けもった。しかし、母が職場の男性と親しくなったことで、父 A と

の結婚話は壊れ、子ども①の認知や養育費も支払われない状態で、母は未婚で子育てをす

る危機となった。事例 4-T3では、子ども①を母方曽祖母に預けて働く母は、当時の同棲

相手だった父 B の子ども―②―を中絶した。子ども―②―を中絶した後悔から、再び父 B との間

に子ども③を妊娠した際は、迷わず産むことを決意し、子ども①を呼び寄せた後に子ども

③を出産し、父 B と正式に結婚することで、子育ての環境を整えた母の対処が示された。

しかし、父 B が殆ど仕事をしなかったため、母は、ファミリーレストランの仕事に加えて、

夜のコンパニオンの仕事を始め、一家の生活を支えた。父 B が仕事を辞め暴力をふるうこ

とで離婚（1 度目）し、母は 2 人（子ども①、子ども③）を連れて母方祖母のいる実家に戻った。

事例 4-T4では、母は再び父 B の子ども―④―を妊娠したが、父 B が働かないため、母は子ど

も―④―を産むと仕事ができなくなり「子どもたち（子ども①、子ども③）が困っちゃう」と

考え、中絶費用を父 B と折半して対処した。その後、父 B と母は再婚し、母は双子（子ど

も⑤、子ども―⑥―）を妊娠した。最初は中絶するつもりだったが、父 B の自動車学校に通う

費用がかさみ中絶費用を捻出できずに出産することで対処した。しかし、母が父 B 以外の男

性と交遊があったことで、父 B が暴れ、母は肋骨を骨折し父と別居した。母は母方祖母宅

に移り、双子の子ども⑤と子ども―⑥―を出産した。その際に、母は、母方祖母から「養育費

とか生活費もよこさないのに、籍だけ入れといてもしょうがないでしょ」と父 B との離婚

を勧められ、離婚（2 度目）した。母と母方祖母の関係においては、母が父 B と婚姻中は

仲が悪かったが、離婚後は仲が良くなった状況が示された。父 B と再婚・離婚後に、双子

の弟の子ども―⑥―が死亡した際には、父 B と母は葬儀費用を折半し、子ども―⑥―を弔った。

母方祖母と暮らしながらも、母は、日中はファミリーレストラン、夜間はコンパニオンの

ダブルワークを続けた。事例 4-T5では、母が母方祖母に、母が受け取る各種手当や収入

を管理され、母方祖母に子守料を取られながら夜のコンパニオンの仕事に就き子育て生活

を維持する状況が示された。母方祖母の金銭管理によって、母の自由になる生活費は殆ど

なく、母は無力化し、母方祖母に封じ込められる状態で、四六時中働いた。事例 4-T6では、

母が不特定多数の男性と性的な交流をもち、母自身が、父親が誰かわからない子ども❼、

子ども❽を妊娠する。子ども❼の父 C は母をセックスフレンドとしてしか見ておらず、母

の子ども❼の妊娠に際しての父 C に関する記述データはない。子ども❼の遺棄については、

双子の子ども―⑥―の葬儀の経験から、葬儀費用が出せないと思い遺棄したことが示された。

一方で、子ども❽の父 D は母を恋人と認識し一時は母との結婚も考えていた。母の腹部が

膨らんでいることに気づき、母に妊娠を確認している。しかし、母は「太っただけ」の一
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点張りの返答だったため、父 D は母の機嫌を損なうのを恐れ、それ以上、母に聞くことは

できなかった。母は、児童扶養手当が母方祖母の管理する通帳に入金される時期を見計らっ

て病院を受診したが、中絶費用を用意することができなかった。母方祖母や叔母たちに相

談しても、「困っちゃう」だけだと考え、誰にも相談しなかった。勤務中のファミリーレ

ストランで破水したため早退し、陣痛の痛みをこらえ、子ども①を頼りに、保育園に子ど

も③と子ども⑤を迎えに行った。無事に子どもたちと自宅に戻ると、１人で子ども❽を出

産し、殺害・遺棄した。出産の翌朝もファミリーレストランに出勤した。「私が働かない

と子どもたちが困っちゃうから」「捕まっちゃったら、3 人の子どもたちはどうやって生

活していくのかも分からなくて、どうしたらいいか分からなくて、とりあえず、毎日仕事

に行ってました」と、母が子育て生活を維持する状況が示された。母方祖母においては、

子ども❽の妊娠で腹部が大きくなった母に、妊娠したかを確認したが、母が否定したので

それ以上は聞くことはなく、分娩中の母の声を聞いた際も、「病院にいく？」と声をかけ、

本人が「大丈夫」と返答したので、そのまま就寝した状況が示された。

【問題解決のパターン】

　以上から、事例 4 の母は、中学時代に母方祖母が交際男性の子どもを出産した経験を機

に、自分の家が他の家と違うと認識し、母方祖母に肝心なことを話さなくなり、困ったこ

とがあっても、母は母方祖母に相談せず自分で何とかしようと対処する状況が示された。

母は、母方祖母からの支援を期待できない状況で、男性との性交渉を重ね、ハードなダブ

ルワークと育児を担う問題解決のパターンが示された。背景に、母方祖母の世代から父親

が不在で経済的支援のない状況で、子どもを養育する生活困難が連綿と引き継がれる世代

間連鎖の問題があったことが浮き彫りになった。家庭内に父親役割の機能が存在しない状

況で、母が子育て生活で頼れるのは母方祖母しかおらず、母方祖母に経済的な搾取を受け

ながらダブルワークを強いられる問題解決のパターンが透けて見える。一方で、見方を変

えると、父 B との婚姻中は母と母方祖母の関係が悪く、母は母方祖母の勧めで離婚し、そ

の後に母と母方祖母の関係が改善したことから、事例 4 においては、父母の夫婦関係より

も、母と母方祖母の親子関係を優先することで問題解決が図られ、多世代の家族生活が維

持される状況が示された。
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＝事例 5 ＝

【家族成員】4 人で同居

【問題解決のトッピックス T1 ～ T2】

　事例 5-T1で、母は幼少期に、母方祖父母が離婚したため、母は叔父と共に母方祖母の下

で暮らした。学校生活でいじめを経験したことから、後に「人を信用することはできない

ので…」と思うようになった。母が高校時に母方祖母が死亡し、9 年間離れて暮らしていた

母方祖父に叔父と共に引きとられ、母方祖父との会話が殆どない状態で同居生活を始めた

ことが示された。母は高校時代に売春を、経験する。事例 5-T2では、高校卒業後に美容室

に勤務した母が、当時の交際相手だった父 A の間に子ども①を妊娠し、父 A が母方祖父に

結婚の許しを得るための挨拶にいく状況が示された。父 A と母は結婚し子ども①が産まれ

るが、母は父方実家での同居を避けるため、母方祖父の下で子ども①と共に暮らし、父 A

とは同居しなかった。母方祖父の勤務先が倒産し祖父が失業したのを機に、父 A との別居

が解消され、母方祖父の下で、父、母、子ども①、叔父の 5 人の同居生活が始まった。当時、

働いて収入を得ていたのは、父 A だけだった。事例 5-T3では、父方の親族から、「親の面

倒をみるのはいいけど、弟の面倒をみるのはおかしい」と言われ、「家計のこと」で父 A

と母方祖父が揉めたため、父母は離婚した。離婚した当初の収入は、父 A からの養育費と

児童扶養手当と児童手当だった。事例 5-T4では、父 A が仕事を辞めたため、養育費の支

払いがなくなった。母は幼少期に祖父母が離婚した経験から、「家族 4 人（母方祖母、叔父、

母、子ども①）で暮らすのが一番だ」と思い、「離婚して誰も収入がなかったので、短時

間で高収入を得ることができる」「日払いだったので、その日にお金が入ってくる」との

理由で風俗店に勤務し、家族生活を維持した。しかし、風俗店での収入は当初から約 3 分

の 1 に減少した。母方祖父においては、事例5-T2から無職の状況が続いた。事例5-T5では、

母は行政に生活保護の相談に行くが、叔父に面倒をみてもらうように言われ、「人を頼っ

ちゃいけない」と思った。母は風俗店の仕事を続けながら、出会い系サイトで売春を始め、

新たな収入源を得ることで家族生活を維持した。母は、避妊をしないことで高い収入を得

たが、売春の客（買春者）の父 B、父 C、父 D、父 E、父 F、父 G、父 H との間に、子ども

 

＝事例 5＝ 
【家族成員】4 人で同居 

図表Ⅲ-2-11．事例 5 の家族構成 
同居の家族成員（7 人） ジェノグラム 

・祖父世帯 

母親（売春）、第 1 子（知的障害）、

母方祖父（年金生活）、母方叔父 

（警備員）
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方
祖

母
)
が

4
7
歳

く
ら

い
の

時
に

死
ん

だ
の

で
」

〔
③

 
幼

少
期

の
い

じ
め

〕
・

弁
護

士
「

ど
ん

な
い

じ
め

が
あ

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
陰

口
と

か
み

ん
な

で
無

視
と

か
、

仲
良

か
っ

た
子

が
次

の
日

に
は

無
視

し
て

く
る

の
と

か
で

す
」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

➀
 
離

婚
で

6
年

間
離

れ
て

暮
ら

し
た

母
と

同
居

〕
祖

父
「

仕
事

を
し

て
た

の
で

、
(
母

と
の

)
行

き
違

い
が

割
と

…
遅

く
帰

る
の

で
…

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
母

方
祖

父
母

の
離

婚
〕

・
弁

護
士

「
〇

〇
さ

ん
(
母

)
は

、
小

さ
い

頃
は

ど
の

よ
う

な
お

子
さ

ん
で

し
た

か
？

」
→

祖
父

「
弟

(
叔

父
)
の

面
倒

を
よ

く
み

て
お

と
な

し
い

子
で

し
た

」
〔

②
 
母

方
祖

母
の

死
亡

〕
・

弁
護

士
「

(
母

と
)
一

緒
に

暮
ら

し
始

め
た

の
は

ね
、

奥
さ

ん
(
母

方
祖

母
)
が

亡
く

な
ら

れ
て

、
も

う
一

度
(
母

と
)
一

緒
に

暮
ら

し
始

め
た

時
、

○
○

さ
ん

(
母

)
は

い
く

つ
で

し
た

？
」

→
祖

父
「

高
校

1
年

生
の

時
で

す
」

〔
③

 
幼

少
期

の
い

じ
め

〕
・

母
「

(
人

を
信

用
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

の
で

)
自

分
の

中
で

抱
え

て
し

ま
い

ま
し

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

➀
 
離

婚
で

6
年

間
離

れ
て

暮
ら

し
た

母
と

同
居

〕
・

弁
護

士
「

高
校

１
年

生
と

い
う

と
思

春
期

の
頃

。
男

親
と

し
て

ね
、

娘
さ

ん
(
母

)
と

の
接

し
方

、
難

し
い

と
こ

ろ
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

か
？

」
→

祖
父

「
…

わ
か

り
ま

せ
ん

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
母

方
祖

父
母

の
離

婚
〕

・
母

「
小

さ
い

時
に

親
の

離
婚

と
か

そ
う

い
う

の
で

、
家

族
が

一
緒

に
い

る
こ

と
が

少
な

く
…

自
分

と
同

じ
よ

う
な

思
い

を
さ

せ
た

く
な

く
て

…
」

〔
②

 
母

方
祖

母
の

死
亡

〕
・

母
「

(
親

の
離

婚
も

含
め

て
)
家

族
が

一
緒

に
い

る
こ

と
が

少
な

く
…

自
分

の
子

ど
も

に
自

分
と

同
じ

よ
う

な
思

い
を

さ
せ

た
く

な
く

て
…

」
〔

③
 
幼

少
期

の
い

じ
め

〕
・

母
「

…
人

を
信

用
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
で

…
」

X 危
機

【
母

方
祖

父
】

の
危

機
〔

母
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
れ

な
い

生
活

〕
・

祖
父

「
あ

ま
り

話
を

し
な

か
っ

た
の

で
…

」
・

弁
護

士
「

普
段

は
あ

ま
り

会
話

を
か

わ
し

た
り

と
か

、
そ

う
い

う
事

は
少

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
か

？
」

→
母

「
は

い
」

【
母

】
危

機
〔

幼
少

期
に

い
じ

め
を

受
け

人
を

信
じ

ら
れ

な
く

な
り

、
高

校
生

で
売

春
を

経
験

〕
・

弁
護

士
「

(
い

じ
め

ら
れ

た
)
そ

う
い

う
経

験
が

あ
っ

た
の

で
、

人
を

信
用

で
き

な
い

、
そ

う
い

う
こ

と
で

す
か

？
」

→
母

「
は

い
」

・
検

察
官

「
自

分
の

体
を

売
っ

て
お

金
を

手
に

入
れ

た
と

い
う

経
験

は
あ

り
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

高
校

の
頃

に
少

し
あ

り
ま

し
た

」
→

検
察

官
「

そ
れ

は
ど

う
い

っ
た

形
の

…
？

」
→

母
「

出
会

い
系

サ
イ

ト
と

か
で

見
つ

け
て

売
春

し
ま

し
た

」

事
例

5
-
Ｔ

１
：

母
方

祖
父

母
の

離
婚

と
幼

少
期

の
い

じ
め

事
例

5
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の
ト
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1
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-
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

A
(
子

ど
も

①
)
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
仕

事
を

辞
め

た
の

は
ど

う
し

て
で

す
か

？
」

→
「

当
時

交
際

し
て

い
た

相
手

(
父

Ａ
)
と

の
子

ど
も

が
お

腹
に

で
き

た
こ

と
が

分
か

っ
た

か
ら

で
す

」
〔

②
 
母

と
の

結
婚

生
活

〕
・

弁
護

士
「

そ
の

相
手

(
父

Ａ
)
と

は
、

結
婚

さ
れ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

は
い

」
・

母
「

相
手

(
父

Ａ
)
の

親
と

同
居

す
る

の
が

嫌
で

…
」

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

①
 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
子

ど
も

が
で

き
た

こ
と

を
、

お
父

さ
ん

(
母

方
祖

父
)
に

話
は

し
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

は
い

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

あ
な

た
(
母

)
は

高
校

卒
業

後
に

ど
う

さ
れ

て
い

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
〇

〇
の

美
容

室
で

働
い

て
か

ら
、

●
●

の
美

容
室

で
働

い
て

い
ま

し
た

」
→

「
仕

事
を

辞
め

た
の

は
ど

う
し

て
で

す
か

？
」

→
「

当
時

交
際

し
て

い
た

相
手

(
父

Ａ
)
と

の
子

ど
も

(
子

ど
も

①
)
が

お
腹

に
で

き
た

こ
と

が
分

か
っ

た
か

ら
で

す
」

〔
②

 
父

Ａ
(
子

ど
も

①
)
と

の
結

婚
生

活
〕

・
弁

護
士

「
そ

の
相

手
(
父

Ａ
)
と

は
、

結
婚

さ
れ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

は
い

」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

A
(
子

ど
も

①
)
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
〇

〇
さ

ん
(
母

)
は

、
結

婚
す

る
前

に
先

に
妊

娠
が

分
か

っ
て

、
夫

と
な

る
方

(
父

Ａ
)
が

お
父

さ
ん

(
母

方
祖

父
)
の

所
に

挨
拶

に
来

て
、

結
婚

を
許

し
た

と
い

う
わ

け
で

す
か

？
」

→
祖

父
「

そ
う

で
す

」
〔

②
 
母

と
の

結
婚

生
活

〕
・

弁
護

士
「

結
婚

後
、

一
緒

に
生

活
し

た
？

」
→

母
「

い
や

、
別

々
で

し
た

」
→

弁
護

士
「

い
つ

ま
で

別
居

生
活

が
続

き
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

長
男

(
子

ど
も

①
)
が

3
歳

く
ら

い
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
」

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

①
 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
祖

父
「

向
こ

う
(
父

Ａ
)
か

ら
結

婚
し

て
…

結
婚

さ
せ

て
下

さ
い

と
言

う
も

ん
で

す
か

ら
、

私
(
母

方
祖

父
)
も

許
し

ま
し

た
」

・
弁

護
士

「
結

婚
さ

れ
た

後
〇

〇
さ

ん
(
母

)
は

誰
と

一
緒

に
暮

ら
し

て
い

ま
し

た
か

？
」

→
祖

父
「

私
と

一
緒

に
暮

ら
し

て
い

ま
し

た
」

「
い

や
、

子
ど

も
(
子

ど
も

①
)
で

き
て

、
私

(
母

方
祖

父
)
の

と
こ

帰
っ

て
き

て
、

そ
れ

か
ら

ず
ー

っ
と

い
る

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

子
ど

も
が

で
き

た
こ

と
を

、
お

父
さ

ん
に

話
は

し
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

は
い

」
〔

②
 
父

Ａ
(
子

ど
も

①
)
と

の
結

婚
生

活
〕

・
弁

護
士

「
結

婚
後

、
(
父

A
と

)
一

緒
に

生
活

し
た

？
」

→
母

「
い

や
、

別
々

で
し

た
」

→
弁

護
士

「
い

つ
ま

で
別

居
生

活
が

続
き

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
長

男
(
子

ど
も

①
)
が

3
歳

く
ら

い
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

A
(
子

ど
も

①
)
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
祖

父
「

向
こ

う
(
父

Ａ
)
か

ら
結

婚
し

て
…

結
婚

さ
せ

て
下

さ
い

と
言

う
も

ん
で

す
か

ら
…

」
〔

②
 
母

と
の

結
婚

生
活

〕
・

母
「

相
手

(
父

Ａ
)
の

親
と

同
居

す
る

の
が

嫌
で

、
向

こ
う

が
別

々
の

家
を

借
り

て
く

れ
る

と
言

っ
て

い
た

の
で

、
そ

れ
を

待
っ

て
い

ま
し

た
」

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

➀
 
母

の
子

ど
も

①
妊

娠
〕

・
弁

護
士

「
(
母

の
妊

娠
を

知
っ

て
)
お

父
さ

ん
(
祖

父
)
の

様
子

は
ど

ん
な

感
じ

で
し

た
か

？
」

→
母

「
す

ご
く

驚
い

て
い

て
、

私
か

ら
み

た
ら

悲
し

そ
う

と
い

う
か

、
辛

そ
う

に
見

え
ま

し
た

」
・

祖
父

「
(
母

は
結

婚
し

出
産

後
も

)
私

(
祖

父
)
と

一
緒

に
暮

ら
し

て
い

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
そ

れ
は

何
故

で
す

か
？

」
→

祖
父

「
何

故
か

よ
く

わ
か

り
ま

せ
ん

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 
子

ど
も

①
の

妊
娠

〕
・

弁
護

士
「

(
母

の
妊

娠
を

知
っ

て
)
お

父
さ

ん
(
祖

父
)
の

様
子

は
ど

ん
な

感
じ

で
し

た
か

？
」

→
母

「
す

ご
く

驚
い

て
い

て
、

私
か

ら
み

た
ら

悲
し

そ
う

と
い

う
か

、
辛

そ
う

に
見

え
ま

し
た

」
〔

②
 
父

Ａ
(
子

ど
も

①
)
と

の
結

婚
生

活
〕

・
母

「
相

手
(
父

Ａ
)
の

親
と

同
居

す
る

の
が

嫌
で

、
向

こ
う

が
別

々
の

家
を

借
り

て
く

れ
る

と
言

っ
て

い
た

の
で

、
そ

れ
を

待
っ

て
い

ま
し

た
」

X 危
機

【
父

A
(
子

ど
も

➀
)
】

の
危

機
〔

母
方

実
家

の
収

入
源

と
し

の
同

居
生

活
〕

・
弁

護
士

「
引

っ
越

し
後

は
、

5
人

の
生

活
だ

っ
た

ん
で

す
ね

？
」

→
父

「
そ

う
で

す
」

→
弁

護
士

「
そ

の
中

で
仕

事
を

し
て

い
る

の
は

、
○

○
さ

ん
の

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
だ

け
だ

っ
た

と
い

う
こ

と
で

す
か

？
」

→
祖

父
「

そ
う

で
す

」

【
母

方
祖

父
】

の
危

機
〔

失
業

に
よ

る
無

職
状

態
〕

・
弁

護
士

「
(
父

Ａ
と

)
一

緒
に

住
む

よ
う

に
な

っ
た

の
は

、
き

っ
か

け
は

何
だ

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
祖

父
「

き
っ

か
け

は
、

引
っ

越
し

し
て

…
引

っ
越

し
し

た
と

き
に

そ
の

ま
ま

(
父

A
と

)
一

緒
に

住
む

よ
う

に
な

っ
て

」
・

弁
護

士
「

そ
の

頃
、

あ
な

た
(
母

方
祖

父
)
は

お
仕

事
を

さ
れ

て
い

ま
し

た
？

」
→

祖
父

「
仕

事
は

し
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

会
社

が
つ

ぶ
れ

た
も

の
で

す
か

ら
…

仕
事

を
探

し
た

ん
で

す
が

、
な

か
な

か
見

つ
か

ら
な

く
て

」
・

弁
護

士
「

弟
さ

ん
(
叔

父
)
は

仕
事

は
さ

れ
て

ま
し

た
か

？
」

→
祖

父
「

仕
事

は
し

て
い

ま
せ

ん
で

し
た

」

【
母

】
の

危
機

〔
母

方
祖

父
の

失
業

に
よ

る
収

入
源

の
喪

失
〕

・
弁

護
士

「
じ

ゃ
あ

、
(
父

A
と

の
)
別

居
が

解
消

さ
れ

た
の

は
ど

う
し

て
で

す
か

？
」

→
母

「
当

時
働

い
て

い
た

お
父

さ
ん

(
母

方
祖

父
)
の

会
社

が
倒

産
し

て
し

ま
っ

て
か

ら
、

弟
(
叔

父
)
も

働
い

て
な

く
て

収
入

が
な

か
っ

た
か

ら
で

す
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
2

事
例

5
-
Ｔ

２
：

子
ど

も
①

出
産

後
の

別
居

で
の

結
婚

生
活
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

Ａ
】

の
状

況
〔

①
 
父

Ａ
の

収
入

で
母

方
実

家
の

面
倒

を
み

る
同

居
生

活
〕

・
弁

護
士

「
〇

〇
さ

ん
の

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
が

、
５

人
(
母

方
祖

父
、

父
、

母
、

叔
父

、
子

ど
も

①
)
で

生
活

し
て

い
て

唯
一

働
い

て
い

た
わ

け
で

す
よ

ね
？

」
→

祖
父

「
は

い
」

・
母

「
(
父

B
実

家
の

)
親

戚
一

同
の

人
に

、
親

(
母

方
祖

父
)
の

面
倒

を
み

る
の

は
い

い
け

ど
、

弟
(
叔

父
)
の

面
倒

を
み

る
の

は
お

か
し

い
っ

て
言

わ
れ

た
…

」

【
母

方
祖

父
】

〔
①

 
父

Ａ
の

収
入

の
管

理
〕

・
弁

護
士

「
〇

〇
さ

ん
の

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
が

、
５

人
(
母

方
祖

父
、

父
、

母
、

叔
父

、
子

ど
も

①
)
で

生
活

し
て

い
て

唯
一

働
い

て
い

た
わ

け
で

す
よ

ね
？

」
→

祖
父

「
は

い
」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
家

族
の

面
倒

〕
・

弁
護

士
「

(
父

A
と

母
の

別
居

が
解

消
さ

れ
同

居
し

た
の

に
)
ど

う
し

て
、

離
婚

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

(
父

B
実

家
の

)
親

戚
一

同
の

人
に

、
親

(
母

方
祖

父
)
の

面
倒

を
み

る
の

は
い

い
け

ど
、

弟
(
叔

父
)
の

面
倒

を
み

る
の

は
お

か
し

い
っ

て
言

わ
れ

た
…

」
「

家
計

の
こ

と
で

、
お

父
さ

ん
(
母

方
祖

父
)
と

向
こ

う
の

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
が

揉
め

た
こ

と
」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
父

A
】

の
状

況
〔

①
 
父

Ａ
の

収
入

で
母

方
実

家
の

面
倒

を
み

る
同

居
生

活
〕

・
祖

父
「

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
は

、
一

応
、

男
の

方
が

金
を

も
つ

の
が

習
慣

だ
か

ら
、

私
(
父

Ａ
)
が

も
ち

ま
す

っ
て

言
い

ま
し

た
」

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

①
 
父

Ａ
の

収
入

の
管

理
〕

・
弁

護
士

「
お

金
の

管
理

の
こ

と
が

原
因

で
、

あ
な

た
(
祖

父
)
と

〇
〇

さ
ん

(
母

Ａ
)
の

旦
那

さ
ん

(
父

Ｂ
)
は

、
言

い
争

っ
た

と
い

う
か

、
そ

う
い

う
こ

と
が

あ
っ

た
ん

で
す

ね
？

」
→

祖
父

「
そ

う
で

す
」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
家

族
の

面
倒

〕
・

弁
護

士
「

離
婚

後
、

あ
な

た
(
母

)
は

誰
と

生
活

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

あ
た

し
と

お
父

さ
ん

(
母

方
祖

父
)
と

子
ど

も
(
子

ど
も

①
)
と

弟
(
叔

父
)
と

4
人

で
生

活
し

ま
し

た
」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

A
】

の
状

況
〔

①
 
父

Ａ
の

収
入

で
母

方
実

家
の

面
倒

を
み

る
同

居
生

活
〕

・
祖

父
「

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
は

、
一

応
、

男
の

方
が

金
を

も
つ

の
が

習
慣

だ
か

ら
…

と
言

い
ま

し
た

」

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

①
 
父

Ａ
の

収
入

の
管

理
〕

・
弁

護
士

「
5
人

で
の

ね
、

共
同

生
活

は
う

ま
く

い
き

ま
し

た
か

？
」

→
祖

父
「

最
初

は
う

ま
く

い
き

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
何

か
途

中
か

ら
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
祖

父
「

い
や

、
あ

の
、

旦
那

(
父

Ｂ
)
が

給
料

全
部

、
家

に
い

れ
ん

で
…

」
「

ち
っ

ち
ゃ

い
子

(
子

ど
も

①
)
が

お
っ

た
も

ん
で

す
か

ら
、

何
か

病
気

か
な

ん
か

し
た

と
き

に
…

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
家

族
の

面
倒

〕
・

弁
護

士
「

離
婚

す
る

際
に

ね
、

あ
な

た
(
母

)
は

今
後

の
生

活
に

つ
い

て
ど

う
し

よ
う

と
思

っ
て

い
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

離
婚

す
る

時
に

、
お

父
さ

ん
(
母

方
祖

父
)
と

子
ど

も
(
子

ど
も

①
)
と

他
の

人
の

家
族

の
面

倒
を

自
分

で
み

て
い

こ
う

と
決

め
た

の
で

、
家

族
を

養
っ

て
い

こ
う

と
決

め
ま

し
た

」

X 危
機

【
父

A
】

の
危

機
〔

母
と

離
婚

〕
・

弁
護

士
「

(
金

銭
管

理
に

つ
い

て
の

言
い

争
い

)
そ

の
後

、
〇

〇
さ

ん
(
母

)
は

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
と

離
婚

さ
れ

て
い

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
こ

と
が

原
因

だ
っ

た
と

い
う

…
」

→
祖

父
「

そ
う

で
す

」

【
母

方
祖

父
】

の
危

機
〔

父
Ａ

の
収

入
の

管
理

に
関

す
る

ト
ラ

ブ
ル

で
離

婚
〕

・
弁

護
士

「
(
金

銭
管

理
に

つ
い

て
の

言
い

争
い

)
そ

の
後

、
〇

〇
さ

ん
(
母

)
は

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
と

離
婚

さ
れ

て
い

る
ん

で
す

け
ど

、
そ

う
い

う
こ

と
が

原
因

だ
っ

た
と

い
う

…
」

→
祖

父
「

そ
う

で
す

」

【
母

】
の

危
機

〔
父

Ａ
と

離
婚

後
の

家
族

の
収

入
源

の
喪

失
〕

・
弁

護
士

「
離

婚
し

た
当

時
、

養
育

費
は

も
ら

っ
て

た
ん

で
す

よ
ね

。
そ

れ
以

外
に

収
入

は
あ

り
ま

し
た

か
？

」
→

「
児

童
扶

養
手

当
と

児
童

手
当

で
す

」
・

弁
護

士
「

お
父

さ
ん

(
母

方
祖

父
)
の

収
入

は
な

か
っ

た
？

」
→

母
「

は
い

、
な

い
で

す
」

→
弁

護
士

「
弟

(
叔

父
)
の

収
入

は
？

」
→

母
「

弟
(
叔

父
)
も

無
職

だ
っ

た
の

で
あ

り
ま

せ
ん

」

事
例

5
-
Ｔ

３
：

祖
父

失
業

後
に

父
と

同
居

し
金

銭
管

理
の

ト
ラ

ブ
ル

で
離

婚
問

題
解

決
の

ト
ピ

ッ
ク

3
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A
ス
ト レ
ス
源

【
祖

父
】

の
状

況
〔

①
 
無

職
生

活
〕

・
弁

護
士

「
〇

〇
さ

ん
の

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
が

、
５

人
で

生
活

し
て

い
て

唯
一

働
い

て
い

た
わ

け
で

す
よ

ね
？

」
→

祖
父

「
は

い
」

→
弁

護
士

「
〇

〇
さ

ん
の

旦
那

さ
ん

(
父

Ａ
)
が

家
を

出
て

行
っ

た
時

、
あ

な
た

(
母

方
祖

父
)
の

仕
事

は
も

う
見

つ
か

っ
て

い
ま

し
た

か
？

」
→

祖
父

「
見

つ
か

っ
て

い
ま

せ
ん

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
離

婚
後

の
収

入
源

〕
・

弁
護

士
「

離
婚

さ
れ

て
か

ら
、

養
育

費
な

ど
は

も
ら

わ
な

か
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

離
婚

す
る

時
に

決
め

ら
れ

た
月

５
万

と
い

う
の

を
も

ら
っ

て
い

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
(
そ

の
後

に
)
養

育
費

の
支

払
い

は
滞

っ
た

、
ス

ト
ッ

プ
し

て
し

ま
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

別
れ

た
旦

那
(
父

Ａ
)
が

仕
事

を
辞

め
て

し
ま

っ
て

、
給

料
が

な
か

っ
た

の
で

払
え

な
い

と
言

わ
れ

ま
し

た
」

〔
②

 
離

婚
後

の
家

族
生

活
の

維
持

〕
・

母
「

小
さ

い
時

に
親

の
離

婚
と

か
そ

う
い

う
の

で
、

家
族

が
一

緒
に

い
る

こ
と

が
少

な
く

、
今

回
私

も
離

婚
し

て
し

ま
っ

て
…

自
分

の
子

ど
も

(
子

ど
も

①
)
に

自
分

と
同

じ
よ

う
な

思
い

は
さ

せ
た

く
な

く
て

」

B
対
処
資
源

(対
処
の
仕
方
)

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

①
 
無

職
の

生
活

〕
弁

護
士

「
あ

な
た

(
母

方
祖

父
)
の

家
の

お
金

の
や

り
く

り
は

誰
が

し
て

い
ま

し
た

か
？

」
→

祖
父

「
娘

(
母

)
で

す
」

→
「

あ
な

た
と

し
て

、
家

計
を

担
当

し
て

い
た

〇
〇

さ
ん

(
母

)
と

の
生

活
費

が
ね

、
足

り
て

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
か

、
ど

う
し

て
い

こ
う

と
か

、
そ

う
い

っ
た

相
談

と
い

う
の

は
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
？

」
→

祖
父

「
あ

り
ま

せ
ん

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
離

婚
後

の
収

入
源

〕
・

弁
護

士
「

(
母

方
祖

父
と

叔
父

の
収

入
が

な
い

状
況

で
)
そ

う
す

る
と

ね
、

食
費

な
ど

の
生

活
費

、
こ

れ
は

誰
が

負
担

す
る

こ
と

に
な

る
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

私
(
母

)
が

自
分

で
負

担
し

て
い

ま
し

た
」

・
弁

護
士

「
具

体
的

に
ど

の
仕

事
を

し
て

、
そ

れ
(
家

族
の

生
活

費
等

)
を

負
担

し
て

い
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
離

婚
し

て
直

ぐ
風

俗
店

で
働

き
始

め
ま

し
た

」
→

弁
護

士
「

風
俗

店
と

は
具

体
的

に
ど

う
い

っ
た

と
こ

ろ
で

す
か

？
」

→
母

「
デ

リ
バ

リ
ー

ヘ
ル

ス
で

す
」

〔
②

 
離

婚
後

の
家

族
生

活
の

維
持

〕
・

弁
護

士
「

(
風

俗
店

勤
務

に
つ

い
て

)
家

族
に

話
す

こ
と

は
で

き
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
母

方
祖

父
】

の
状

況
〔

①
 
無

職
の

生
活

〕
・

弁
護

士
「

主
に

〇
〇

さ
ん

(
母

)
が

働
い

て
、

家
計

を
支

え
て

い
た

と
い

う
事

は
分

か
っ

て
ら

っ
し

ゃ
っ

た
」

→
祖

父
「

は
い

」
→

弁
護

士
「

当
時

、
〇

〇
さ

ん
(
母

)
が

ど
ん

な
仕

事
を

し
て

い
る

ん
だ

と
思

っ
て

ま
し

た
か

？
」

→
祖

父
「

ス
ナ

ッ
ク

か
飲

み
屋

か
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
そ

っ
ち

の
方

で
仕

事
し

て
る

と
」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
離

婚
後

の
収

入
源

〕
・

弁
護

士
「

(
風

俗
店

に
勤

め
始

め
た

こ
と

に
つ

い
て

)
ど

う
し

て
、

そ
の

仕
事

を
選

ん
で

し
ま

っ
た

の
で

す
か

？
」

→
母

「
離

婚
し

て
誰

も
収

入
が

な
か

っ
た

の
で

、
短

時
間

で
高

収
入

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
の

と
、

あ
と

日
払

い
だ

っ
た

の
で

そ
の

日
に

お
金

が
入

っ
て

く
る

か
ら

で
す

」
・

母
「

子
ど

も
が

ま
だ

小
さ

か
っ

た
の

で
、

子
ど

も
と

一
緒

に
い

る
時

間
が

ほ
し

か
っ

た
し

…
」

〔
②

 
離

婚
後

の
家

族
生

活
の

維
持

〕
・

母
「

こ
う

い
う

仕
事

(
風

俗
店

勤
務

)
を

し
て

働
い

て
い

る
っ

て
い

う
の

を
、

み
ん

な
に

ば
れ

る
と

悲
し

む
と

思
っ

て
(
家

族
に

話
せ

な
か

っ
た

)
」

・
弁

護
士

「
ど

う
し

て
、

そ
ん

な
仕

事
を

し
て

ま
で

働
く

必
要

が
あ

っ
た

の
で

し
ょ

う
？

」
→

母
「

(
幼

い
時

に
祖

父
母

が
離

婚
し

た
た

め
、

家
族

が
一

緒
に

い
る

こ
と

が
少

な
か

っ
た

の
で

)
家

族
４

人
で

暮
ら

す
の

が
一

番
だ

と
思

っ
た

か
ら

で
す

」

X 危
機

【
母

方
祖

父
】

の
危

機
〔

母
の

収
入

に
頼

り
家

計
を

任
せ

た
無

職
生

活
〕

・
弁

護
士

「
旦

那
さ

ん
(
父

Ａ
)
が

出
て

い
っ

て
か

ら
は

４
年

か
５

年
あ

な
た

と
し

て
は

ず
っ

と
、

無
職

で
収

入
が

な
か

っ
た

と
い

う
こ

と
で

よ
ろ

し
い

で
す

か
？

」
→

祖
父

「
は

い
」

【
母

】
の

危
機

〔
風

俗
店

の
収

入
の

減
少

〕
・

弁
護

士
「

離
婚

直
後

に
ね

、
風

俗
店

で
働

く
…

そ
の

当
時

は
ど

の
く

ら
い

の
収

入
が

あ
り

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
月

3
0
万

く
ら

い
は

あ
り

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
そ

れ
が

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
き

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
ど

ん
ど

ん
減

っ
て

い
っ

て
、

最
後

に
月

1
0
万

位
に

な
り

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
そ

う
な

る
と

生
活

は
ど

う
な

り
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

苦
し

く
な

り
ま

し
た

」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
4

事
例

5
-
Ｔ

４
：

離
婚

後
の

家
族

生
活

維
持

の
た

め
風

俗
店

勤
務

A B C

-
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

B
(
子

ど
も

❷
)
、

父
C
(
子

ど
も

❸
)
、

父
D
(
子

ど
も

❹
)
、

父
E
(
子

ど
も

❺
)
、

父
Ｆ

(
子

ど
も

⑥
)
、

父
Ｇ

(
子

ど
も

⑦
)
、

父
Ｈ

(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
〔

①
 
母

へ
の

買
春

〕
・

母
「

出
会

い
系

サ
イ

ト
で

会
っ

て
か

ら
、

売
春

を
始

め
ま

し
た

」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 生
活

保
護

の
相

談
で

冷
た

く
さ

れ
る

〕
・

弁
護

士
「

他
人

の
人

じ
ゃ

な
く

て
も

ね
、

市
役

所
な

ど
の

行
政

機
関

に
助

け
を

求
め

る
と

か
？

」
→

母
「

1
度

だ
け

あ
り

ま
す

」
→

弁
護

士
「

相
談

に
行

っ
て

ど
う

な
り

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
話

を
聞

い
て

も
ら

っ
た

時
に

、
冷

た
く

さ
れ

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
冷

た
く

さ
れ

た
と

は
、

具
体

的
に

ど
ん

な
こ

と
で

す
か

？
」

→
母

「
相

談
に

行
っ

た
時

は
、

弟
(
叔

父
)
が

働
い

て
い

た
の

で
、

弟
(
叔

父
)
に

面
倒

み
て

も
ら

え
と

か
、

そ
れ

で
も

受
給

し
た

い
な

ら
貯

金
通

帳
と

か
全

部
も

っ
て

き
な

さ
い

み
た

い
な

こ
と

を
言

わ
れ

ま
し

た
」

〔
➁

貯
金

を
切

り
崩

す
生

活
〕

・
検

察
官

「
お

金
が

な
か

っ
た

…
と

い
う

こ
と

で
す

け
ど

…
」

→
母

「
(
風

俗
店

の
)
給

料
が

減
っ

て
稼

げ
な

く
な

っ
て

、
貯

金
を

切
り

崩
し

て
い

た
の

で
、

そ
の

時
は

も
う

あ
ま

り
な

か
っ

た
で

す
」

B
対
処
資
源

( 対
処
の
仕
方
)

【
父

B
(
子

ど
も

❷
)
、

父
C
(
子

ど
も

❸
)
、

父
D
(
子

ど
も

❹
)
、

父
E
(
子

ど
も

❺
)
、

父
Ｆ

(
子

ど
も

⑥
)
、

父
Ｇ

(
子

ど
も

⑦
)
、

父
Ｈ

(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
〔

①
 
母

へ
の

買
春

〕
・

弁
護

士
「

ど
う

し
て

避
妊

を
し

な
か

っ
た

ん
で

す
か

？
」

母
「

避
妊

を
し

な
い

方
が

、
お

金
を

多
く

も
ら

え
た

り
、

避
妊

を
し

な
い

と
い

う
方

が
お

客
さ

ん
が

喜
ん

で
く

れ
る

か
ら

で
す

」
・

弁
護

士
(
弁

護
士

の
意

見
)
「

(
母

は
)
お

客
さ

ん
が

希
望

す
れ

ば
、

避
妊

を
し

な
い

で
売

春
を

し
ま

し
た

」

【
母

】
の

状
況

〔
①

 生
活

保
護

の
相

談
で

冷
た

く
さ

れ
る

〕
・

弁
護

士
「

じ
ゃ

あ
ね

、
そ

う
す

る
と

あ
な

た
は

、
デ

リ
バ

リ
ー

ヘ
ル

ス
の

仕
事

を
…

続
け

て
い

く
こ

と
に

な
っ

た
の

？
」

→
母

「
そ

の
頃

か
ら

違
う

こ
と

も
始

め
ま

し
た

」
→

弁
護

士
「

具
体

的
に

ど
う

い
う

事
で

す
か

？
」

→
母

「
出

会
い

系
サ

イ
ト

で
会

っ
て

か
ら

、
売

春
を

始
め

ま
し

た
」

・
弁

護
士

「
売

春
行

為
を

す
る

よ
う

に
な

っ
て

、
ど

う
い

う
こ

と
に

？
」

→
母

「
避

妊
を

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
…

」
・

弁
護

士
(
弁

護
士

の
意

見
)
「

(
母

は
)
お

客
さ

ん
が

希
望

す
れ

ば
、

避
妊

を
し

な
い

で
売

春
を

し
ま

し
た

」
〔

➁
貯

金
を

切
り

崩
す

生
活

〕
・

検
察

官
「

相
談

で
き

な
い

…
お

父
さ

ん
(
母

方
祖

父
)
…

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

B
(
子

ど
も

❷
)
、

父
C
(
子

ど
も

❸
)
、

父
D
(
子

ど
も

❹
)
、

父
E
(
子

ど
も

❺
)
、

父
Ｆ

(
子

ど
も

⑥
)
、

父
Ｇ

(
子

ど
も

⑦
)
、

父
Ｈ

(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
〔

①
 
母

へ
の

買
春

〕
・

弁
護

士
「

お
客

さ
ん

は
あ

な
た

の
苦

し
み

を
理

解
し

て
く

れ
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

し
て

ま
せ

ん
で

し
た

」
「

お
金

を
払

っ
て

る
か

ら
と

い
っ

て
、

物
の

よ
う

に
扱

わ
れ

た
り

、
ひ

ど
い

こ
と

を
言

わ
れ

た
り

、
色

々
し

ま
し

た
」

【
母

】
の

状
況

〔
➀

 生
活

保
護

の
相

談
で

冷
た

く
さ

れ
る

〕
・

母
「

(
生

活
保

後
の

相
談

で
叔

父
に

面
倒

を
み

て
も

ら
る

よ
う

に
言

わ
れ

て
)
や

っ
ぱ

り
、

人
を

頼
る

こ
と

は
で

き
な

い
と

い
う

か
、

人
を

頼
っ

ち
ゃ

い
け

な
い

と
思

い
ま

し
た

」
・

弁
護

士
「

(
生

活
保

護
が

受
け

ら
れ

ず
売

春
す

る
こ

と
に

な
り

)
ど

う
し

て
避

妊
を

し
な

か
っ

た
ん

で
す

か
？

」
→

母
「

避
妊

を
し

な
い

方
が

、
お

金
を

多
く

も
ら

え
た

り
、

避
妊

を
し

な
い

と
い

う
方

が
お

客
さ

ん
が

喜
ん

で
く

れ
る

か
ら

で
す

」
・

弁
護

士
「

(
避

妊
せ

ず
に

売
春

す
る

こ
と

は
)
結

局
は

自
分

の
身

を
切

り
売

り
し

て
い

る
よ

う
な

も
の

じ
ゃ

な
い

で
す

か
？

」
「

ど
う

し
て

そ
こ

ま
で

し
な

き
ゃ

い
け

な
か

っ
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
家

族
４

人
で

暮
ら

し
た

か
っ

た
か

ら
で

す
」

・
母

「
生

活
が

一
番

だ
っ

た
の

で
、

ど
ん

な
こ

と
を

し
て

で
も

、
家

族
4
人

で
一

緒
に

い
た

か
っ

た
か

ら
で

す
」

〔
➁

貯
金

を
切

り
崩

す
生

活
〕

・
母

「
(
母

方
祖

父
と

)
会

話
が

な
か

っ
た

の
で

、
(
家

計
の

逼
迫

等
に

つ
い

て
)
ど

う
い

う
風

に
話

し
を

し
て

い
い

の
か

分
か

ら
な

か
っ

た
」

X 危
機

【
父

B
 
(
子

ど
も

❷
)
、

父
C
(
子

ど
も

❸
)
、

父
D
(
子

ど
も

❹
)
、

父
E
(
子

ど
も

❺
)
、

父
Ｆ

(
子

ど
も

⑥
)
、

父
Ｇ

(
子

ど
も

⑦
)
、

父
Ｈ

(
子

ど
も

❽
)
】

の
危

機
〔

買
春

相
手

の
妊

娠
〕

・
母

「
避

妊
を

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

妊
娠

を
し

て
し

ま
い

ま
し

た
」

【
母

】
の

危
機

〔
客

(
父

Ｂ
～

Ｆ
)
の

母
に

対
す

る
扱

い
〕

・
弁

護
士

「
家

族
の

た
め

と
は

い
え

、
見

ず
知

ら
ず

の
異

性
と

関
係

を
も

つ
の

は
、

苦
し

く
な

か
っ

た
で

す
か

？
」

→
母

「
苦

し
か

っ
た

で
す

」
→

弁
護

士
「

お
客

さ
ん

は
あ

な
た

の
苦

し
み

を
理

解
し

て
く

れ
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

し
て

ま
せ

ん
で

し
た

」
「

お
金

を
払

っ
て

る
か

ら
と

い
っ

て
、

物
の

よ
う

に
扱

わ
れ

た
り

、
ひ

ど
い

こ
と

を
言

わ
れ

た
り

、
色

々
し

ま
し

た
」

〔
避

妊
な

し
の

売
春

で
妊

娠
〕

・
母

「
(
売

春
で

収
入

を
得

て
い

た
が

)
避

妊
を

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

妊
娠

を
し

て
し

ま
い

ま
し

た
」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
5

事
例

5
-
Ｔ

５
：

生
活

保
護

を
受

け
ら

れ
ず

売
春

に
よ

る
生

計
維

持

A B C

-

X モ デ ル
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A
ス
トレ
ス
源

【
父

B
(
子

ど
も

❷
)
、

父
C
(
子

ど
も

❸
)
、

父
D
(
子

ど
も

❹
)
、

父
E
(
子

ど
も

❺
)
、

父
Ｆ

(
子

ど
も

⑥
)
、

父
Ｇ

(
子

ど
も

⑦
)
、

父
Ｈ

(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
※

買
春

で
妊

娠
さ

せ
た

後
の

状
況

に
関

す
る

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
売

春
の

苦
し

さ
〕

弁
護

士
「

そ
う

い
う

こ
と

(
売

春
)
し

て
い

る
と

、
か

な
り

ス
ト

レ
ス

が
溜

ま
っ

て
く

る
と

思
う

ん
だ

け
ど

、
そ

れ
は

ど
う

処
理

し
て

い
ま

し
た

？
」

〔
②

 
避

妊
な

し
の

売
春

に
よ

る
妊

娠
〕

《
子

ど
も

❷
》

・
弁

護
士

「
最

初
そ

の
事

実
が

わ
か

っ
た

時
、

ど
う

思
い

ま
し

た
？

」
→

母
「

す
ご

く
悩

ん
で

、
中

絶
す

る
か

産
む

か
を

悩
み

ま
し

た
」

《
子

ど
も

❸
、

子
ど

も
❹

、
子

ど
も

❺
》

・
検

察
官

(
検

察
官

の
意

見
)
「

(
母

は
)
自

堕
落

な
生

活
の

中
で

安
易

に
売

春
を

く
り

返
し

た
あ

げ
く

、
4
度

に
わ

た
っ

て
父

親
の

わ
か

ら
な

い
子

ど
も

を
無

計
画

に
妊

娠
し

…
」

《
子

ど
も

⑥
、

子
ど

も
⑦

》
※

子
ど

も
⑥

、
子

ど
も

⑦
に

関
す

る
記

述
デ

ー
タ

な
し

《
子

ど
も

❽
》

・
弁

護
士

「
本

件
の

対
象

と
な

っ
て

い
る

赤
ち

ゃ
ん

は
い

つ
頃

妊
娠

し
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

平
成

…
に

妊
娠

し
ま

し
た

」

B
対
処
資
源

【
父

B
(
子

ど
も

❷
)
、

父
C
(
子

ど
も

❸
)
、

父
D
(
子

ど
も

❹
)
、

父
E
(
子

ど
も

❺
)
、

父
Ｆ

(
子

ど
も

⑥
)
、

父
Ｇ

(
子

ど
も

⑦
)
、

父
Ｈ

(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
※

買
春

で
妊

娠
さ

せ
た

後
の

状
況

に
関

す
る

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
母

】
の

状
況

〔
①

 
売

春
の

苦
し

さ
〕

・
母

「
(
ス

ト
レ

ス
を

溜
め

込
む

の
が

徐
々

に
辛

く
な

っ
て

）
息

抜
き

で
や

っ
て

た
パ

チ
ン

コ
に

逃
げ

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
パ

チ
ン

コ
に

行
っ

て
、

そ
の

ス
ト

レ
ス

は
解

消
で

き
ま

し
た

か
？

」
→

母
「

い
や

、
解

消
で

き
な

か
っ

た
で

す
」

〔
②

 
避

妊
な

し
の

売
春

に
よ

る
妊

娠
〕

《
子

ど
も

❷
》

・
弁

護
士

「
(
子

ど
も

➁
を

中
絶

す
る

こ
と

に
し

て
)
具

体
的

に
ど

う
い

う
こ

と
を

し
ま

し
た

？
」

→
母

「
〇

〇
産

婦
人

科
に

行
っ

て
中

絶
の

予
約

を
し

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
そ

れ
か

ら
ど

う
し

ま
し

た
？

」
→

母
「

思
っ

た
よ

り
も

の
す

ご
い

お
金

が
か

か
っ

た
の

で
、

お
金

の
工

面
が

で
き

な
く

て
、

予
約

し
て

い
た

日
に

行
け

ま
せ

ん
で

し
た

」
《

子
ど

も
❸

、
子

ど
も

❹
、

子
ど

も
❺

》
・

弁
護

士
「

そ
の

時
産

ん
だ

赤
ち

ゃ
ん

た
ち

は
、

ど
こ

で
出

産
さ

れ
た

ん
で

す
か

？
」

→
母

「
階

段
下

に
あ

る
物

置
の

中
で

出
産

し
ま

し
た

」
→

弁
護

士
「

１
人

で
出

産
」

→
母

「
は

い
」

「
同

じ
様

に
袋

に
入

れ
て

、
物

置
の

中
に

隠
し

ま
し

た
」

《
子

ど
も

⑥
、

子
ど

も
⑦

》
※

子
ど

も
⑥

、
子

ど
も

⑦
に

関
す

る
記

述
デ

ー
タ

な
し

《
子

ど
も

❽
》

・
母

「
(
保

健
セ

ン
タ

ー
の

人
が

訪
ね

て
き

た
時

は
)
太

っ
て

る
と

か
そ

う
言

っ
て

妊
娠

し
て

い
る

事
実

を
隠

し
ま

し
た

」
・

弁
護

士
「

本
当

の
こ

と
が

言
え

な
い

ま
ま

…
過

ぎ
て

い
っ

て
…

」
→

母
「

は
い

」

C
ス
トレ
ス
の
認
知

【
父

B
(
子

ど
も

❷
)
、

父
C
(
子

ど
も

❸
)
、

父
D
(
子

ど
も

❹
)
、

父
E
(
子

ど
も

❺
)
、

父
Ｆ

(
子

ど
も

⑥
)
、

父
Ｇ

(
子

ど
も

⑦
)
、

父
Ｈ

(
子

ど
も

❽
)
】

の
状

況
※

買
春

で
妊

娠
さ

せ
た

後
の

状
況

に
関

す
る

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
母

】
の

状
況

〔
①

売
春

の
苦

し
さ

〕
・

弁
護

士
「

か
な

り
ス

ト
レ

ス
が

溜
ま

っ
て

く
る

と
思

う
ん

だ
け

ど
…

？
」

→
母

「
バ

イ
ト

の
方

は
、

一
生

懸
命

自
分

の
中

に
溜

め
込

ん
で

い
た

ん
で

す
け

ど
も

、
徐

々
に

溜
め

込
む

の
が

辛
く

な
っ

て
…

」

〔
②

避
妊

な
し

の
売

春
に

よ
る

妊
娠

〕
《

子
ど

も
❷

》
・

弁
護

士
「

悩
ん

だ
結

果
、

ど
う

す
る

事
に

し
ま

し
た

？
」

→
母

「
中

絶
す

る
こ

と
に

し
ま

し
た

」
《

子
ど

も
❸

、
子

ど
も

❹
、

子
ど

も
❺

》
・

弁
護

士
「

育
て

る
の

が
困

難
だ

っ
た

と
し

て
も

、
ど

う
し

て
生

ま
れ

た
赤

ち
ゃ

ん
を

？
」

→
母

「
テ

レ
ビ

と
か

で
赤

ち
ゃ

ん
…

と
か

は
知

っ
て

た
ん

で
す

け
ど

、
あ

る
か

な
い

か
分

か
ら

な
か

っ
た

し
…

」
「

保
護

し
て

も
ら

う
の

も
ど

う
し

た
ら

良
い

か
分

か
ら

な
く

て
…

」
「

病
院

の
前

に
置

き
去

り
と

か
も

見
つ

か
っ

て
し

ま
う

と
思

っ
て

…
」

→
弁

護
士

「
も

し
、

見
つ

か
っ

た
ら

ど
う

な
る

で
し

ょ
う

？
」

→
母

「
警

察
と

か
に

呼
ば

れ
て

、
家

族
全

員
で

生
活

が
で

き
な

く
な

る
と

思
い

ま
し

た
」

《
子

ど
も

⑥
、

子
ど

も
⑦

》
※

子
ど

も
⑥

、
子

ど
も

⑦
に

関
す

る
記

述
デ

ー
タ

な
し

《
子

ど
も

❽
》

・
弁

護
士

「
妊

娠
し

た
こ

と
を

知
っ

た
時

は
？

」
→

母
「

ま
た

妊
娠

し
た

か
と

思
っ

て
、

そ
の

時
に

は
中

絶
す

る
こ

と
も

産
む

こ
と

も
考

え
ず

に
、

今
と

同
じ

よ
う

に
し

よ
う

と
思

い
ま

し
た

」
→

弁
護

士
「

そ
れ

は
ど

う
し

て
で

す
か

？
」

→
母

「
育

て
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

思
っ

た
か

ら
で

す
」

・
母

「
(
保

健
セ

ン
タ

ー
の

人
が

訪
問

し
た

時
は

)
病

院
と

か
に

連
れ

ら
れ

て
行

っ
た

ら
、

前
の

赤
ち

ゃ
ん

の
こ

と
が

バ
レ

て
し

ま
う

と
怖

か
っ

た
し

…
色

々
…

怖
か

っ
た

か
ら

で
す

」

問
題

解
決

の
ト

ピ
ッ

ク
6

事
例

5
-
Ｔ

6
：

子
ど

も
❷

(
父

Ｂ
)
死

産
、

子
ど

も
❸

(
父

Ｃ
)
殺

害
、

子
ど

も
❹

(
父

Ｄ
)
殺

害
、

子
ど

も
❺

(
父

Ｅ
)
殺

害
、

子
ど

も
⑥

(
父

Ｆ
)
流

産
、

子
ど

も
⑦

(
父

Ｇ
)
流

産
、

子
ど

も
❽

(
父

Ｈ
)
殺

害
・

遺
棄

A B C

-

X モ デ ル
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X 危
機

【
父

B
(
子

ど
も

❷
)
、

父
C
(
子

ど
も

❸
)
、

父
D
(
子

ど
も

❹
)
、

父
E
(
子

ど
も

❺
)
、

父
Ｆ

(
子

ど
も

⑥
)
、

父
Ｇ

(
子

ど
も

⑦
)
、

父
Ｈ

(
子

ど
も

❽
)
】

の
危

機
※

買
春

で
妊

娠
さ

せ
た

後
の

状
況

に
関

す
る

記
述

デ
ー

タ
な

し

【
母

】
の

危
機

〔
売

春
に

よ
る

妊
娠

の
処

置
〕

《
子

ど
も

❷
妊

娠
の

秘
匿

・
出

産
・

遺
棄

》
・

弁
護

士
「

妊
娠

さ
れ

た
お

子
さ

ん
は

ど
う

さ
れ

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
半

年
く

ら
い

で
早

産
で

産
み

ま
し

た
」

「
見

る
か

ら
に

生
き

て
い

な
い

な
っ

て
い

う
の

を
感

じ
ま

し
た

」
→

弁
護

士
「

そ
の

赤
ち

ゃ
ん

を
ど

う
さ

れ
ま

し
た

？
」

→
母

「
バ

ス
タ

オ
ル

な
ど

に
包

ん
で

隠
し

て
し

ま
い

ま
し

た
」

→
弁

護
士

「
最

終
的

に
ね

、
そ

の
赤

ち
ゃ

ん
は

ど
こ

に
？

」
→

母
「

う
ち

の
階

段
下

に
あ

る
物

置
で

す
」

・
弁

護
士

「
そ

の
時

点
で

売
春

行
為

を
や

め
よ

う
と

は
？

」
→

母
「

そ
れ

が
で

き
た

ら
よ

か
っ

た
ん

で
す

け
ど

、
生

活
の

た
め

に
や

め
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

」
「

誰
も

仕
事

を
し

て
い

な
い

中
で

、
す

ぐ
給

料
は

も
ら

え
な

い
の

で
…

」
《

子
ど

も
❸

、
子

ど
も

❹
、

子
ど

も
❺

妊
娠

の
秘

匿
・

出
産

・
殺

害
・

遺
棄

》
・

検
察

官
(
検

察
官

の
意

見
)
「

早
産

だ
っ

た
1
人

(
第

2
子

)
を

除
い

て
、

残
る

3
人

(
第

3
子

、
第

4
子

、
第

5
子

)
は

出
産

直
後

に
首

を
絞

め
る

な
ど

し
た

上
、

そ
れ

ら
の

死
体

を
自

宅
１

階
の

物
置

に
捨

て
ま

し
た

」
《

子
ど

も
⑥

、
子

ど
も

⑦
妊

娠
の

秘
匿

・
流

産
》

・
※

子
ど

も
⑥

、
子

ど
も

⑦
に

関
す

る
記

述
デ

ー
タ

な
し

《
子

ど
も

❽
妊

娠
の

秘
匿

・
出

産
・

殺
害

・
遺

棄
》

・
弁

護
士

「
自

宅
の

ど
こ

で
出

産
し

ま
し

た
か

？
」

→
母

「
お

風
呂

場
で

出
産

し
ま

し
た

」
「

今
ま

で
と

違
っ

て
電

気
が

つ
い

て
い

た
の

で
…

」
→

弁
護

士
「

産
ま

れ
て

き
た

赤
ち

ゃ
ん

は
ど

ん
な

感
じ

で
し

た
か

？
」

→
母

「
柔

ら
か

く
て

、
温

か
く

て
…

」
→

弁
護

士
「

赤
ち

ゃ
ん

の
顔

っ
て

？
」

→
母

「
産

ま
れ

た
時

の
長

男
そ

っ
く

り
で

か
わ

い
か

っ
た

で
す

」
・

母
「

ち
ゃ

ん
と

育
て

る
に

は
周

り
に

も
言

わ
な

く
ち

ゃ
い

け
な

い
し

、
お

金
と

か
も

か
か

る
ん

で
無

理
だ

な
と

思
い

ま
し

た
」

「
仕

事
が

今
ま

で
以

上
に

で
き

な
く

な
っ

た
ら

、
生

活
が

で
き

な
く

な
る

と
思

い
ま

し
た

」
・

母
「

右
手

で
口

を
持

っ
て

息
を

で
き

な
く

し
ま

し
た

」
「

多
分

時
間

に
し

た
ら

短
い

ん
だ

ろ
う

け
ど

、
地

獄
の

よ
う

に
長

い
時

間
で

し
た

」
「

(
そ

の
後

)
袋

な
ど

に
入

れ
て

、
自

分
の

部
屋

の
押

し
入

れ
に

隠
し

ま
し

た
」

A B C

-
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❷、子ども❸、子ども❹、子ども❹、子ども❺、子ども―⑥―、子ども―⑦―、子ども❽を妊娠

した。一方で、父 B、父 C、父 D、父 E、父 F、父 G、父 H を始めとする売春の客（買春者）

たちは、母の苦しみを理解することはなく、「お金を払ってるからといって、物のように

扱われたり、ひどいことを言われたり、色々しました」という状況が示された。事例 5-T6
では、母は避妊をしない売春で高いストレスを抱え、「息抜きでやってたパチンコ」に逃

げて対処した。売春によって妊娠した 7 人の子どもたちについて、まず、売春で最初に妊

娠した子ども❷は、予約した中絶手術をキャンセルした後に早産で産まれたが死亡し自宅

物置に遺棄した。次いで、子ども❸、子ども❹、子ども❺は、妊娠を秘匿し自宅で出産し

た後、殺害し自宅物置に遺棄した。産まれた子どもを適切に保護しなかったことについて、

「保護してもらうのも、どうしたらよいかわからなくて」「（見つかったら）警察とかに呼ば

れて、家族全員で生活ができなくなる」と思ったことが示された。子ども―⑥―、子ども―⑦―は、

流産した。子ども❽は他の子どもたちと異なり自宅の浴室で出産し、電気がついていたた

め、子どもの顔を見ることができた。「産まれた時の長男（子ども①）とそっくりでかわいかっ

た」が、「仕事が今まで以上にできなくなったら、生活ができなくなる」と考え、殺害し押

入に遺棄した。子ども❽の妊娠では、保健センターの訪問を受けるが、「前の赤ちゃんのこ

とがバレてしまうと怖かった…色々…怖かった」ので、「太っているとか、そう言って妊娠

している事実を隠しました」という対処が示された。なお、買春で母を妊娠させた後の父 B、

父 C、父 D、父 E、父 F、父 G、父 H に関する記述データはない。

【問題解決のパターン】

　以上から、事例 5 の母は、幼少期の祖父母の離婚と祖母の他界といった経験から「家族

が一緒にいることが少なく…自分の子どもに自分と同じような思いはさせたくなくて…」

という原家族が解体することへの強い恐れと、いじめを受けた経験から「人を信用するこ

とはできないので…」と支援を求めることへの躊躇いが生じ、性産業で「自分の身を切り

売り」する対処によって家族生活を維持する問題解決のパターンが示された。背景に、勤

務先が倒産したことを機に無職になった母方祖父と定職に就くことが困難な叔父の存在が

あった。母は父 A と結婚した後もしばらくは同居せず、実家の母方祖父と叔父との同居を

続け、母方祖父が失業したのを機に父 A と同居し、家族 5 人の生活を父 A の収入で支え、

その収入の管理について母方祖父と父 A が揉めたことを機に、父が家を出て離婚に至った

状況から、事例 5 の母においては、父母の夫婦関係よりも、母と母方祖父の親子関係を優

先することで問題解決が図られ、多世代の家族生活が維持される状況が示された。また、

生活保護の相談に行った際に、「冷たくされた」と感じた経験が、母の「人を頼っちゃい

けない」という思いを強化した状況が示された。

— 72 —



（４）考察

　加害者となった母はいずれも家族と同居していた。事例 3 を除いた事例 1・2・4・5 の 4

事例では婚姻歴があり、事件となった新生児の遺棄（殺害の場合も含む）の以前に出産し、

当時養育していた子どもについては、事例 4 のネグレクトの疑いを除いては、身体を傷つ

ける虐待はなく育てていたことが示された。一方で、家族の経済的な暮らし向き、夫婦関係、

祖父母との関係性や原家族で与えられた役割といった、家族内に潜在する問題によって、

母は妊娠を「秘匿」し、現状の家族生活を維持しようと対処したことが示唆された。本節

の対象事例の家族の経済的な状況については、既に、川﨑（2018）が示したように、事例

3 を除く 4 事例の家族はいずれも経済的な問題を抱えており、母だけの力では妊娠・中絶・

出産にかかる費用を捻出できなかった状況が共通している。以下に、5 事例の新生児殺の

背景となった家族の問題解決のパターンから捉えた、家族の就業状況をふまえた多世代の

関係性について検討する。

１）産みたくても産めずにいた多就業型世帯における新生児殺

　事例 1 と事例 2 は共通して、家族の中で仕事に就ける者は就業し、一家で協力し合い家

族生活を維持しようとする多就業型の家族であった。父母は婚姻関係にあり、父方か母方

のいずれかの祖父母世帯と同居している。基本的に祖父母は、同居によって父母世帯の経

済的問題や夫婦関係も含め、次世代の子育て生活を支えていたと推察される。それは、遺

棄事件以前の妊娠・出産（事例１は子ども③、事例 2 は子ども①）において、準備のない状況

で妊娠又は出産した父母を受け入れ、出産後の生活を支えたことからも窺い知れる。しか

し、そのような祖父母の支援が、父母に「産まれてしまえば、（祖父母に）なんとかしても

らえる」という気持ちを抱かせ、無計画な妊娠を招いたことは否めない。一方で、父母にとっ

て新生児殺となった妊娠は予期しない妊娠であったが、できることなら、産んで育てたい

と望んでいた可能性がある。それは、事例 1 では、母が子ども❹を出産後に「元気なあかちゃ

ん産まれました」と家族に言いたかったと証言していること、事例 2 では、出産後に「ど

うしても…その日だけは…4 人で過ごしたかった」と思い、死亡した子ども❸と一緒に親

子 4 人で就寝したことが示唆している。事例 1 と事例 2 の母においては、妊娠に気づいた

時点では、経済的な不安から妊娠を手放しで喜べず出産をためらい、その一方で、産んで

育てるという可能性を消したくなかったため、中絶に踏み切れず、妊娠を維持するために

「秘匿」したとも考えられよう。「秘匿」の背景に、妊娠が家族の経済的な問題を圧迫する

こと、それによって、祖父母との関係が悪化し同居生活で緊張が生じることへの懸念があっ

たと推察される。さらに、父の不作為と無関心が、母を一層に苦しい状況においた。

　多就業型世帯の事例 1 と事例 2 においては、父母は祖父母に住居を依存せざるを得ない

状況で、一家に経済的な不安があり、子育てのパートナーの父が不作為であったため、母

は多世代家族における緊張関係の中で、夫婦で「予期せぬ妊娠」という問題に対峙するこ

とができず、身動きがとれないまま出産の日を迎え、産まれたわが子を死亡させ遺棄した
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状況が浮き彫りになった。

２）シングルマザーの母が祖母または祖父の生活を支えるリスク型世帯の新生児殺

　事例 4 と事例 5 には共通して、加害者となった母の原家族は既に機能不全の状況にあり、

母の幼少期に母方祖父の親機能は損傷され、祖母が主な親役割を担っていた。また、母の

「普通の家とは違う」「陰口とかみんなで無視」という言葉に示されたように、母は幼少期

から思春期に、自身も含めて家族が地域社会の周辺におかれた疎外感を経験していること

が示唆された。頼るべき母方実家が機能不全にあり、地域生活において周辺的な位置づけ

にあったことに加えて、母方実家は経済的に困窮していたため、母は一家の収入源として

働かねばならず、祖母（事例 4）または祖父（事例 5）の生活を支える経済的な支柱の役

割を担っていたと推察される。それは、事例 4 で母は離婚後に母方祖母宅で同居しダブル

ワークで働いていたにもかかわらず、祖母が福祉手当等も含む母の収入を全て管理してい

たこと、事例 5 では祖父は 56 歳時で失業した後も無職の状態を続け、母が婚姻中は父 A

の働きを収入源とし、離婚後は母の働きを収入源にして自身の生活を維持したことからも

窺い知れる。「実の娘」である母に依存して生活を維持する事例 4 の母方祖母と事例 5 の

母方祖父は、母の結婚生活を支えることは殆どなく、むしろ、母のパートナーである父か

らの経済的支援を期待し、それが叶わない場合は離婚を促す傾向にあった。事例 4 では、「お

母さん（祖母）が養育費とかも生活費とかもよこさないのに、籍だけ入れといてもしょう

がないでしょみたいに言ってきて」と離婚を勧めた母方祖母の状況と、事例 5 では、母方

祖父が「旦那（父 A）が給料全部、家にいれんで…」と父 B の収入の管理について言い争っ

た状況が、離婚のきっかけになっている。

　事例 4 の祖母と事例 5 の祖父は、経済的な基盤が崩壊寸前の危機に直面したリスク世帯

であり、原家族で長子であった母は原家族の生活を支え、家族成員を養う責任を背負わざ

るを得ない状況にあったと推察される。一方で、事例 4 と事例 5 の母は、社会復帰後にそ

れぞれの祖母や祖父の下に帰ることを希望しており、自分がしたことが祖母（事例 4）や

祖父（事例 5）の立場を脅かすことに心を痛める状況があった。原家族への依存と、幼少

期に経験した家族に付されたスティグマや排除、母自身が受けたいじめの経験が複雑に絡

み合い、社会に対する不信を募らせた結果、母が唯一の味方であり協力者だと信じること

ができるのが実家の祖母や祖父となり、家族外で安定した人間関係を形成できない負の連

鎖が生じたと考えられる。そのような母の閉塞した認知と多世代家族の関係性が、家族の

境界を越えて社会関係を取り結ぶことを困難にし、新生児殺に至ったものと推察される。

事件発生時、事例 4 と事例 5 では、父は子育てのパートナーにも家族生活のパートナーに

もなり得ず不在だった。当時の母の子育てのパートナーを担っていたのは、母方祖母（事

例 4）と母方祖父（事例 5）であったが、母に対して経済的な搾取と不作為があった。さ

らに、母の心身の状態に対する無関心と不作為があったと推察される。
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　上記の 4 事例における、父母世帯と祖父母世帯の関係性をみると、父母世帯が実家の祖

父母と同居することによって父母世帯の子育て生活が祖父母世帯に支えられる構図と、不

安定な生活基盤にあり健康上の問題を抱えた祖父母世帯を父母世帯が支える構図、すなわ

ち、不安定就業にある多就業型世帯とリスク型世帯の状況がみてとれた。事例1と事例2は、

母の子育てのパートナーは父であり、家庭内に父親役割の機能はあるが低所得を複数の家

族成員による多就業で補う多就業型世帯で発生した新生児殺であることが示唆された。一

方で、事例 4 と事例 5 においては、家庭内に父親役割の機能はなく、母の子育てのパート

ナーを祖父又は祖母が担い、母親が性産業に従事し家計を支えるリスク型世帯で発生した

新生児殺であったといえるだろう。

３）実家の庇護の下で暮らす安定就業型世帯の未婚女性による新生児殺

　経済的な困窮はなく、成人後も祖父母の庇護の下で祖父母の「娘」としての役割に縛ら

れ性的な発達が承認されない状況で暮らす母が、独身と偽って近づいてきた妻帯者のセッ

クスフレンドとなり、妊娠し新生児殺に至った事例 3 について考察する。

　事例 3 の母は経済的に安定した実家の庇護の下で保育士として働き、職場での信望も厚

く日頃から熱心に仕事に取り組んでいた。母方祖父母は 25 歳の母について、「男性との交

際とか性交渉に無縁であると思っていた」ことから、母の体型の変化に気づきながら、母

に「妊娠じゃないよね？」と妊娠の徴候を全く感知できずにいた。母においても、祖父母

の良き娘であり続けることに神経をそぎ、妊娠を祖母に知れることで今までの祖母との関

係が壊れ見捨てられることを極度に恐れていたと推察される。また、母は父が妻帯者であ

ることに気づいておらず、妊娠したことで結婚してほしいと言われるかもしれないと期待

をよせる一方で、中絶してくれと言われたら中絶するつもりだった。父は母をセックスフ

レンドとしてしかみておらず、他のセックスフレンドの女性に対して行った振る舞いと同

様に、妊娠した母を徹底して無視することに終始した。父との関係で希望を失った母は、

婚外妊娠によって現在の居場所を失うことを恐れ、祖母との関係及び職場等の社会的な関

係を繋ぎ止めることに心血を注ぎ、妊娠をなかったことにしようと子どもの存在を否定し、

発生した新生児殺と言えるだろう。

　地方に暮らす若者について宮本（2017）は、実家での同居生活を、経済的な側面から安定就

業世帯、多就業世帯、リスク世帯に分類している。本節の分析対象となった 5 事例におい

ても、宮本（2017）の分類に相応した家族の生活状況と、家族関係の特徴が示された。１）

多就業型世帯と ２）リスク型世帯の場合には、父母世代の予定外の妊娠が、脆弱な経済基

盤にある家族生活を脅かし、多世代の関係性に緊張を生むリスク要因となっていたことが

示唆された。一方で、３）安定就業型世帯の場合は、未婚での妊娠が、多世代の関係性の

緊張と社会的不名誉を生じさせ、母の社会生活を脅かすリスク要因となっていたことが示

唆された。
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（５）おわりに

　本節では新生児殺の加害者になった母親たちに共通する妊娠の継続を「秘匿」した背景

要因を明らかにすることを目的に、家族の生活状況と家族の問題解決のパターンについて

検討した。祖父母世帯と父母世帯の双方の経済的な事情と家族関係が複雑にからみあい、

母親は、父親をはじめとする周囲の人からサポートを得られない状況で、妊娠の継続が「秘

匿」され新生児殺が発生した経緯が浮かび上がった。

　新生児殺が発生した家族の状況を、家族の経済事情及び家族構造から捉えると、対象の 5

事例は 3 つのカテゴリーに分類された。まず、不安定就業にある家族として、2 つの型が見

出された。第 1 の型は、①祖父母と父母の二世帯が同居し低所得を多就業によって補う家

族である。母親の子育てのパートナーは父親だが、出産・育児に経済的な負担がかかるこ

とで母親が同居の祖父母に負い目を感じ、妊娠を言い出せずに犯行に至った型である。第 2

の型は、②家族は日々の生活費に窮する状況にあり、子どもにかかる福祉の手当と性産業

に従事する母親の収入に拠って生計が維持される家族である。父親が不在なため母親の子

育てのパートナーを母方祖母もしくは母方祖父が担っていた。主な働き手として家族生活

を支える母親が、中絶費用を捻出できず犯行に至った型である。一方で、第 3 の型は、③

経済的な問題はない安定就業の家族だが、母親が未婚で妊娠し、父親の連絡が途絶えたため、

途方にくれて妊娠を秘匿し、社会的不名誉を避けるため犯行に至った型である。

　多世代の関係性においては、第 1 の型では同居する祖父母はお互いに協力関係にあり、

祖父母が父母の子育てを夫婦関係も含めて支えていたと推察される。第 2 の型では、祖父

母は協力関係になく、事件発生時は祖父か祖母のいずれかが母親と同居していた。元々父

母は結婚していが、家庭生活の運営において経済的な問題が生じ、祖父と祖母が父母の離

婚を促したことから、母親を自分の下に留め自身の生活の安定を図ったことが示唆された。

第 3 の型では、祖父母に経済的な問題はなかったが、母の交遊関係には無頓着で、祖母の

「良き娘」であるために、母親は祖母の視線に縛られていたと推察される。

　5 事例の母親たちはいずれも父方祖父母、母方祖父母、母方祖母、母方祖父と同居して

いた。祖父母世帯との同居は、自律的な生活力をもたない母親たちにとって、自身の生活

を守る最後の砦であったと推察される。「妊娠」は、同居する祖父母との関係を脅かす、も

しくは壊すかもしれぬ脅威であり、母親たちのささやかな日常を奪うかもしれない恐れと

なっていた経緯が読み取れる。家族内で下位の位置にあったと推察される母親たちが、妊

娠の事実に対峙できず、祖父母という障壁を越え社会関係を取り結ぶことが出来なかった

状況は、Pollack（1960）の指摘する「住み込み女中」に重なる側面もある。そして、5 事例

の父親たちは、いずれも、母親の妊娠に無関心か、気づいていても不作為であり、母親一

人を苦しみの中に置き去りにした現実が共通していた。5 事例の新生児殺で加害者となっ

た母親は 5 人だった。亡くなった新生児は 10 人である。父親は 10 人であった。

— 76 —



【文献】

長谷川啓三 , 1987, 『家族内パラドックス』彩古書房．

Hill, R. 1958. 1. Generic Features of Families under Stress. Social casework, 39(2-3), 139-150.
井上眞理子 , 2005,『ファミリー・バイオレンス 子ども虐待発生のメカニズム』 晃洋書房．

稲村博 , 1986,「親子心中・えい児殺しの精神病理」『ペレネイタルケア増刊号』106-111．
金井剛 , 2018,「総合考察所感」『平成 27・28 年度研究報告書 嬰児殺に関する研究』社会福祉法人横浜博萌会子どもの虹

情報研修センター , 177-179．
狩谷あゆみ , 2018,「『嬰児殺』をめぐる言説－『共同体の秩序維持』から『自己責任』へ－」『広島修大論集』58(2), 89-

102．
柏木恭典 , 2016,「『虐待』に先立つ問い - 児童虐待と虐待死の差異に基づいて」『千葉経済大学短期大学部研究紀要』12, 

1-11.
川﨑二三彦 , 2018,「Ⅶ．結語」『平成 27・28 年度研究報告書 嬰児殺に関する研究』社会福祉法人横浜博萌会子どもの虹

情報研修センター ,211-214．
川﨑二三彦ら , 2018,『平成 27・28 年度研究報告書　嬰児殺に関する研究』社会福祉法人横浜博萌会子どもの虹情報研修

センター．

小西聖子・佐藤親次・薩美由貴・小田晋 , 1992, 「家族の中の暴力 . 母親による新生児殺と乳児殺」『アルコール依存とアディ

クション』9, 190-196.
近藤日出夫 , 2008,「女子少年による嬰児殺の研究」『犯罪社会学研究』33, 157-176.
栗栖瑛子 , 1982,「子殺しの背景の推移」中谷瑾子編『子殺し・親殺しの背景《親知らず・子知らずの時代》を考える』有

斐閣新書 ,36-81．
黒田直 , 1973,「嬰児殺し」『東京医科大学雑誌』31(2),120-124．
Lester D., 1991, Murdering babies: A cross-national study. Social Psychiatry ＆ Psychiatric Epidemiology, 26, 82-85.
Lester D., 1974, A cross-national study of suicide and homicide Behavioral.. Science Research, 9, 307-318．
牧角俊郎・菅原憲典・古野潤治・藤田幸男 , 1990,「嬰児屍 A-672 4 件の 2 連続嬰児殺事件」『法医学の実際と研究』33, 

289-293.
McCubbin, H. I., & Patterson, J. M., 1983, The family stress process: The double ABCX model of adjustment and adaptation. Marriage 

& family review, 6(1-2), 7-37
McCubbin, H. I., Olson, D. H., & Patterson, J. M., 1983, Beyond family crisis: Family adaptation. International journal of mass 

emergencies and disasters, 1(1), 73-93.
宮本みちこ , 2017,「若者の自立に向けて家族を問い直す」『地方に生きる若者たち　インタビューからみえてくる仕事・

結婚・暮らしの未来』旬報社．

中谷瑾子 , 1973,「『核家族』化と嬰児殺し」『ケース研究』2-15．
Pollak, O. ,1950, The criminality of women. University of Pennsylvania Press. ( ＝広瀬勝世訳 , 1960, 『女性の犯罪』文光堂．)
作田勉 , 1980,「嬰児殺の研究 -- 現状 , 分類 , 対策 , 母性心理 , 他」『犯罪学雑誌』46(2),37-48.
沢山美果子 , 2008,『江戸の捨て子たち　その肖像』吉川弘文館．

鈴木由利子 , 2006,「間引きと嬰児殺し : 明治以降の事例をてがかりに」『東北学院大学東北文化研究所紀要』38, 69-87.
田間泰子 , 2000,「堕胎と殺人のあいだ　戦前における堕胎・嬰児殺判決から」『近代日本文化論 6 犯罪と風俗』岩波書店．

土屋真一・佐藤典子 , 1974,「嬰児殺に関する研究」『法務総合研究所研究部紀要』17, 75-90.
内山絢子・小長井賀與・安部哲夫 , 1983,「女性による新生児殺の研究」『犯罪社会学研究』8, 172-186.
植松正 , 1951,「嬰児殺に関する犯罪学的研究」『刑事法の理論と現實』有斐閣 , 183-231．
上野昌江 , 2018, 「平成 27-28 年度嬰児殺研究」『平成 27・28 年度研究報告書 嬰児殺に関する研究』社会福祉法人横浜博萌

会子どもの虹情報研修センター , 185-190．

— 77 —



【補論】「誰にも相談しなかった」という判断はどのように導かれるのか？

　　　　――刑事裁判の傍聴記録を扱うことについて――

秋本　光陽

（１）本節の目的と位置づけ

　本節の目的は、新生児殺事件をめぐる刑事裁判に着目して、被告人である母が予期しな

いもしくは望まない妊娠の事実を「誰にも相談しなかった」と理解されてゆく過程を検討

することにある。本研究全体の目的は、新生児殺の予防に寄与するための知見を提供する

ことにあるが、本節ではそうした実践的課題に応えることをさしあたり留保し、「新生児

殺事件に関するデータはどのようにして構成されているのか」という点を明らかにしたい。

したがって本節は、本研究全体のなかでは「補論」と位置づけることができる。

（２）先行研究の検討

　従来、新生児殺現象に関しては、法学や心理学、精神医学、社会学などの分野でその社

会的・歴史的背景が多角的に考察されてきた。ここでは本節の議論に関係する限りにおい

て、先行研究で提示されてきた中心的な論点「妊娠の秘匿」について確認したい。

　周知のとおり、新生児殺に関する先行研究では古くから被害児の母が妊娠の事実を秘匿

するという傾向に言及がなされてきた。法律論から見た場合、新生児殺を一般の殺人と区

別する条件としては、行為が分娩中または分娩直後の異常興奮状態において行われたもの

であることに加えて、行為者が世間体を恥じるという窮地に置かれていたことが挙げられ

ている。とくに後者については、被害児がしばしば非嫡出子であることに鑑みて、分娩に

より世間体をはばかることが殺害の動機となっている場合に、新生児殺としての罪が成立

すると考えられてきた（植松 1951：226-229）。また新生児殺に関して積極的な提言を行っ

てきた刑事法学者の中谷瑾子も、被告人である母に見られる一般的特徴して「妊娠の事実

をひた隠しに隠し、家庭でも職場でも人に相談したり、助言を求めたりせず孤立化し、た

だ前後を思い悩み、ずるずる日時を徒過して分娩に至り、分娩後ひと思いに殺害する」（中

谷 1973：15）ことを挙げている。

　本センターにおける平成 27・28 年度の嬰児殺研究でも、おおむね同様の指摘がなされて

いる。たとえば上野昌江は、子ども虐待による死亡事例等の検証結果報告おける 0 日死亡

の割合に言及しつつ、各自治体や民間団体による妊娠 SOS 相談体制が次第に整備されてき

たにもかかわらず、いまなお誰にも相談できないまま分娩に至り、乳児を死亡させる事例

が多いことを指摘している（上野 2017：189）。田口寿子もまた、新生児殺事件を起こした

若年の母たちが相談できない、あるいは相談や受診をすることで妊娠の事実を周囲に知ら

れたくないとの理由から、未受診のまま危険な出産に至るという問題を指摘している（田

口 2017：199）。このように、「秘匿する」や「孤立化する」など、それぞれの論述ごとに

力点のちがいはあるものの、新生児殺事件の一般的特徴として、いずれの研究も被告人で
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ある母が予期しないもしくは望まない妊娠の事実を誰にも相談しないという傾向に注目し

ている点では共通するといってよいだろう。

　さて、これらの先行研究を踏まえたうえで本節が注目したいのは、「誰
・ ・ ・

にも」という理解

の中身にある。この点に注目する理由は、個別の事例に即して新生児殺が起きた背景を検

討すると、事件に至る以前にじつは被告人である母が生物学的な父である男性に対して妊

娠の事実を打ち明けたり、相談を試みたりしていたケースも見受けられるからである。し

たがって、根本的に問われなくてはならないのは次のことである。すなわち、予期しない

もしくは望まない妊娠の発覚に際して、被告人である母が生物学的父である男性に対して

連絡ないし相談を試みていたにもかかわらず、結果として「誰にも相談しなかった」とい

う判断が下されるのは一体なぜなのだろうか。

（３）データと方法について

　上述の問いには、さしあたり次のように答えることができる。私たちは日常的に他者に

悩みを相談したり助けを求めたりするが、それらは誰に対してもなされてよい行為ではな

い。相談するという行為は、自分自身にとってしかるべき関係性にある人びとに対してな

されるべきものだと理解されている。たとえば自殺を志願している人には、赤の他人では

なく、まずは親しい関係性にある親や配偶者や恋人などに相談すべきことが期待されるだ

ろう（Sacks 1972 ＝ 1989）。このことは、予期しないもしくは望まない妊娠の発覚に際し

て母が生物学的父である男性に連絡ないし相談を試みていたにもかかわらず、結果として

「誰にも相談しなかった」と判断されてゆく事実とも深く関係する。なぜなら、そうした

判断は、生物学的父である男性が相談するのに相応しい相手ではない（相談すべきカテゴ

リーの担い手ではない）という判断と結びついていると考えられるからである。

　では、刑事裁判において、そうした判断は一体どのようにして導かれるのだろうか。こ

のことを具体的に検討するために、本節では事例 3（「合コン」で知り合っただけの男性の

子どもを妊娠した母が、出産直後に殺害、遺棄した事例）の刑事裁判を取り上げる（子ど

もの虹情報研修センター 2018：33-46）。本節では平成 27・28 年度嬰児殺研究において収集

された事例 3 の刑事裁判傍聴記録を使用するが、これはあくまでも断片的な筆記記録であ

るため、データの厳密さという点では限界があることをあらかじめ断っておきたい。

　事例 3 を検討するにあたって、本節ではエスノメソドロジー・会話分析と呼ばれる研究

方針を参考にする。この研究方針は、人びとが日常的に行う実践的活動がどのような「方

法（論）」のもとで成し遂げられ、それぞれの場面の秩序がどのように保たれているのかを

トピックとして扱うことを目指すものである（Garfinkel 1967）。とくに会話分析において重

要とされるのは、人びとによる会話（トーク）が、個別具体的な場面や文脈のなかに埋め

込まれつつ、多様な実践を組織している様子へと注意を払うことである（Francis & Hester 

2004 ＝ 2014：55）。以上のエスノメソドロジー・会話分析の研究方針は、かならずしも日

常的な会話場面だけではなく、刑事裁判という制度的場面においても有効なものと言える。
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（４）事例の検討

　以下で具体的に検討したいのは、刑事裁判の被告人質問において、被告人である母と生

物学的父である男性（以下、S と表記する）は「正式な交際関係にはなかった」という判断

が下されてゆく過程である。まずは、被告人に対して裁判所が最終的に判示した量刑理由

を確認しておこう。裁判所はおおむね以下のような理由を述べている。妊娠が発覚してか

ら出産するまでにはおよそ半年もの期間があり、被告人には両親や親しい友人もいたのだ

から、何らかの方策をとることによって被害児の殺害という最悪の結果を回避することも

十分にできたはずである。それにもかかわらず、被告人は産科を受診することもなく、不

誠実な男性の子を妊娠してしまったという事実を両親や友人や職場には知られたくないと

の考えから、誰にも相談することなく犯行に及んだ。結果、被告人には懲役 5 年（執行猶

予なし）の判決が下された1。

　ここでまず確認しておきたいことは、もし被告人と S が当時「正式な交際関係」にあっ

たとすれば、妊娠の発覚に際して、すでに成人である被告人がまずもって生物学的父であ

る S に連絡をとろうと試みたことは自然な対処の仕方と見ることもできるだろう、という

点である。また、もし被告人の「正式な交際相手」であったとすれば、生物学的父である S

にも被告人からの相談に応じる義務があると期待されるだろう。逆に言えば、被告人自身

の落ち度を明らかにしていくにあたって、被告人とSがそもそも「正式な恋人関係にはなかっ

た」という事実を示すことは、検察側にとって重要な課題となる。実際、以下の断片 1 に

おいて検察側が試みているのは、被告人の供述に疑いを向けながら、両者が「正式な交際

関係にはなかった」という事実を明示することであると思われる。

 

断片 1［被告人質問（2015. 7. 2）］2 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

検察官 

 

 

 

被告人 

検察官 

被告人 

 

検察官 

それでは検察官の方から次に質問します。妊娠が分かる前について聞

きますが、あなたは、会えば避妊具なしで性交渉を求められる、それ

を分かっていながら S と会っていた。それは好きだったからと言って

いましたよね？ 

はい。 

どこが好きだったんですか？ 

かわいいと言ってくれて、今までにそう言ってくれる人がいなかった

から、嬉しくなりました。 

あなたは S さんと会う前も、多分、何人か交際していた相手がいたん

1　  平成 27・28 年度嬰児殺研究の討議では、近年、刑事裁判での立証方針がそのまま量刑に反映される傾

向にあることが指摘されている（子どもの虹情報研修センター 2017：45-46）。この指摘を踏まえれば、本

事件の判決内容にも、その中心的な部分において、検察側の立証方針やそれに対する被告人の答弁の仕方

が深く関わっていると考えることができるだろう。
2　本節で扱う傍聴記録の断片には、議論の便宜上、筆者が行番号を付している。
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　断片 1において注目したいのは、9行目から 14行目までのやりとりである。9行目から

10行目にかけて、検察側は被告人に対して「あなたは Sさんと会う前も、多分、何人か交

際していた相手がいたんですよね」と質問している。ここで検察側が用いる「多分」とい

う表現は、「何人かいただろう」という意味にも、「（Sとは違い）本当に交際していた相手

がいただろう」という意味にも受け取ることができる。いずれにしても、検察側からなさ

れた質問に即して、被告人は 11行目で「はい」と答えている。検察側は、得られた「はい」

という応答を後者の「（Sとは違い）本当に交際していた相手がいた」という意味に解して、

次の質問に移っている。12行目から 13行目では、検察側は「正式に付き合っていた人は、

そのようなことは言ってくれなかったんですか」と質問し、これに対して被告人は 14 行

目で「Sのようには言われたことはありません」と答えている。重要なことは、被告人自

身が検察側の用意した質問形式に即して答えること（「はい／いいえ」「言われたことがあ

る／ない」）を通して、自分と Sが当時「正式な交際関係にはなかった」という事実を前
・

提
・

と
・

し
・

て
・

受け入れることになっている点である3。そして、これと関連して、以下の断片 2

では被告人に対する Sの具体的態度に言及がなされている。

 

10 

11 

12 

13 

14 

 

被告人 

検察官 

 

被告人 

ですよね？ 

はい。 

正式に交際していた人は、そのようなことを言ってくれなかったんで

すか？ 

S のようには言われたことはありません。 

断片 2［被告人質問（2015. 7. 2）］ 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

検察官 

 

 

被告人 

検察官 

 

被告人 

検察官 

被告人 

検察官 

被告人 

検察官 

去年の 1 月には、妊娠するかもしれないという気持ちになったと言

っていましたね。本当に妊娠したらどうしようと思っていたんです

か？ 

考えていませんでした。 

S が責任をとっていく……でも、あなたはそもそも S が未婚か既婚

かも知らなかったわけですよね。 

はい。 

本名も知らなかったんですよね？ 

本名も知りませんでした。 

逮捕されて、裁判になって、はじめて知ったんですよね？ 

はい。 

それでも妊娠したらSが責任をとってくれると思っていたのですか？ 

 

10 

11 

12 

13 

14 

 

被告人 

検察官 

 

被告人 

ですよね？ 

はい。 

正式に交際していた人は、そのようなことを言ってくれなかったんで

すか？ 

S のようには言われたことはありません。 

断片 2［被告人質問（2015. 7. 2）］ 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

検察官 

 

 

被告人 

検察官 

 

被告人 

検察官 

被告人 

検察官 

被告人 

検察官 

去年の 1 月には、妊娠するかもしれないという気持ちになったと言

っていましたね。本当に妊娠したらどうしようと思っていたんです

か？ 

考えていませんでした。 

S が責任をとっていく……でも、あなたはそもそも S が未婚か既婚

かも知らなかったわけですよね。 

はい。 

本名も知らなかったんですよね？ 

本名も知りませんでした。 

逮捕されて、裁判になって、はじめて知ったんですよね？ 

はい。 

それでも妊娠したらSが責任をとってくれると思っていたのですか？ 

3　「はい」「いいえ」（yes or no）という応答を引き出す質問は、法定においてそれ自体が特徴的な活動に
もなる。たとえば、精神障がいによって基本的な社会生活に支障をきたしていると判断された患者を医療
施設に入所させるべきか否かを審理する場合、弁護人は、患者が施設に入所しなくても自立した生活を送
れることを示す必要がある。そのため、弁護人の質問に対して患者が不適切な応答を行う場合には、弁護
人は患者の答弁にしばしば割り込みながら「『はい』か『いいえ』だけで答えてください」などと指示する
ことがある。それによって弁護人は、法廷での質疑応答を円滑に進行させつつ、この患者には対人的なコ
ミュニケーション能力が備わっていることを提示しようと試みるという（Holstein 1986:463）。
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　検察側は 1 行目から 3 行目で、事件以前にも被告人が妊娠の危機に直面した経験がある

ことを指摘したうえで、その当時の被告人の意思について質問している。この質問に対し

て、被告人は 4 行目で「考えていませんでした」とだけ述べている。しかし、検察側は 5

行目でふたたび被告人と S の関係性に論点を戻し、10 行目にかけて、S が既婚者であるこ

とや S の本名を被告人が知らなかった事実を指摘している。一般的に考えれば、自分が既

婚者であるという事実や自分の本名を「隠す」という行為は、やはり S 自身の不誠実さを

示すものと理解されうるだろう4。しかし、まさしく検察側が 11 行目で「それでも妊娠し

たら、S が責任をとってくれると思っていたのですか？」と問うているように、S が不誠実

な態度をとり続けていたという事実はむしろ、被
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

告人自身の落ち度を明らかにするための

資
・

源
・

として用いられているように思われる5。

　さらに検察側は、13 行目から 15 行目にかけて、付き合っているのかどうかを聞いても

はぐらかすような態度をとる S から、妊娠の可能性について一体どのような返事を期待し

ていたのかと被告人に尋ねている。被告人はこの質問に対して、16 行目で「もし子どもを

妊娠したら、結婚して」と答えている。あくまでも被告人からしてみれば、S との結婚の

可能性に言及することは、少なくとも当時の被告人が S と真剣に交際したいと考えていた

ことを示すという点で合理性をもつ供述である。だが他方で、検察側が 19 行目で「まだ付

き合ってもいないのに？」と質問していることに見て取れるように、こうした被告人の供

述はむしろ、本当に付き合っているかどうか確証を持てないような段階で結婚の可能性ま

で考えてしまうような、被告人自身の（「浅薄な」「短絡的な」などと形容可能な）思考の

問題を浮き彫りにする可能性を高めることにもなるだろう。検察側からすれば、それは被

告人自身の落ち度を提示するための有力な根拠になりうる。

 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

被告人 

検察官 

 

 

被告人 

検察官 

被告人 

検察官 

被告人 

そのときは思っていました。 

付き合っているのかどうかを聞いてもはぐらかされていたと言って

いましたね。そのような関係の S から、どのような返事がもらえる

と思っていたんですか？ 

当時は、もし子どもを妊娠したら、結婚して…… 

あなたは結婚してもいいと思っていたんですか？ 

はい。 

まだ付き合ってもいないのに？ 

…… 

4　実際、S は供述調書において、被告人に対しては偽名を使用していたことや、既婚者であることを隠し
ていたことなどを述べていた。
5　平成 27 年・28 年度嬰児殺研究の討議でも、本事件の裁判において S が証人として出廷せずに供述調書
の提出だけに終わり、その落ち度や責任が問われることもなかったという点について指摘がなされている
（子どもの虹情報研修センター 2017：41）。ただし、被告人質問や裁判所の判決文のなかでは、S の「不誠
実な態度」が無視ないし否定されているわけではない。実際、2015 年 7 月 2 日の被告人質問において、検
察側は「被告人からすれば S の態度は不誠実なものと思うかもしれない」旨を述べていた。したがって検
討すべき問題は、刑事裁判において、S が被告人である母に対して「不誠実な態度」をとっていたという
事実に言及がなされるとき、それがどのような機能を果たしているのかという点であろう。
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　それだけではない。「もし子どもを妊娠したら、結婚して」という供述は、被告人自身の

行動に疑問を投げかけるきっかけを作り出すものでもある。一方で、S との結婚の可能性に

言及することは、あくまでも被告人自身は当時 S と真剣に交際しようと考えていたことを

示すと同時に、妊娠した事実を相談すべき相手として S を選択したことのふさわしさを提

示することになる。しかし他方では、こうした供述がなされるがゆえに、事件以前の被告

人自身の行動にはふたたび整合的な説明が要求されることにもなる。すなわち、S が真剣に

交際したいと考えているほどの相手であったならば、被告人は何も臆することなく母方祖

父母にも S の子を妊娠した事実を打ち明けることができたはずではないのか、と。だから

こそ、以下の断片 3 で検察側は、被告人が（身近な存在であるはずの）親族に対して妊娠

の事実を打ち明けることができなかった理由をあらためて問い直す作業へと移行すること

ができるのではないだろうか。被告人が妊娠の事実を「誰にも相談しなかった」と判断す

るための文脈は、裁判におけるこうした実践過程を経ながら、徐々に作られてゆくのである。

（５）考察とまとめ

　以上、本節では新生児殺事件をめぐる刑事裁判を対象として、検察側による質問と被告

人による応答の仕方を検討した。刑事裁判の傍聴記録を扱うことにはやはり一定の制約も

あるため、ここでは非常に限られたデータにもとづいてごく簡単な検討を行うことにとど

まった。しかしそれでもなお、刑事裁判記録を使用して新生児殺という現象を把握するこ

とに関しては、本節の議論から導かれる含意は決して小さいものではないはずである。

　刑事裁判やそこから得られた記録は、かならずしも客観的事実をあるがままに表象する

ものではない。その意味において、予期しないあるいは望まない妊娠を「誰にも相談しな

かった」こともまた刑事裁判に先立って存在する客観的事実であるとは言い難い。それは

 

断片 3［被告人質問（2015. 7. 2）］ 

01 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

10 

11 

12 

検察官 

被告人 

検察官 

 

被告人 

 

 

検察官 

被告人 

 

検察官 

被告人 

お母さんにも最後まで言っていませんよね？ 

言っていないです。 

お母さんは身近な存在ですよね。近しい親族に言えなかった理由を

説明してください。 

S との関係がきちんとしたお付き合いではなく、妊娠したかもしれな

いと話したら連絡がとれなくなるような人との子どもを妊娠したと

言えば、悲しむと思い、言えませんでした。 

あなたの気持ちはどうですか？  

これまで母とうまくやっていたけれど、もうそれが崩れてしまうよ

うに思いました。 

恥ずかしいことだという意識はありましたか？ 

ありました。 
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むしろ、刑事裁判でのやりとり（相互行為）を通して組み立てられ、そのもっともらしさ

が獲得されてゆく、社
・

会
・

的
・

な
・

事実であると言えるだろう。本節で取り上げた事例 3 に即し

て言うならば、事件に至る以前に、被告人である母は端的に S に相談しているのである6。

したがって、予期しないもしくは望まない妊娠を「誰にも相談しなかった」という判断は、

被告人と S が「正式な交際関係にはなかった」という法廷における事実の構成過程と決し

て切り離すことはできない。

　このことは、判例をはじめとする刑事裁判記録をデータとして使用してきた従来の新生

児殺研究に対しても再考を促すことになるかもしれない。前述したように、新生児殺に関

する先行研究でも、被告人である母が妊娠の事実を秘匿して「誰にも相談しない」傾向に

あることが指摘されてきた。しかし、このように記述すること自体が、じつは新生児殺事

件の背景にある人間関係要因を見えにくくしてしまうのではないだろうか。事例 3 のよう

な事件をも含めて妊娠を「誰にも相談しなかった」と把握し、それを与件として扱うこと

は、研究上の言説が、ふたたび母＝女性だけの責任や落ち度を問うような傾向に組み込ま

れることを意味するだろう。刑事裁判の傍聴記録を使用する際にはそれを単なる情報源と

して捉えるだけではなく、それらの記録が一体どのようにして構成されているのかという

点にも慎重に目を向けていくことが必要となる。
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あとがき

　社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会が行っている

「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について（第 14 次報告）」では、平成 28 年４

月１日から平成 29 年３月 31 日までの間の死亡事例について分析・検証がなされているが、

それをみると、心中以外の虐待死では 0 歳が 32 人で、全体に占める割合は 65.3％であった。

この点につき、第 14 次報告は次のように指摘している。

　「第１次報告から第 14 次報告までの推移をみると、第 14 次報告までの全てで『0 歳』が

最も多く、第 14 次報告では最も高い割合となった」

　この点をふまえても、0 歳児の虐待死を克服することは、わが国の児童虐待対策にとっ

ては大変重要な課題であると言えよう。とはいえ、0 歳児の虐待死は、生まれて間もない

時期に事件が発生していることから、当該事例に対する援助機関の関わりも比較的少なく、

分析する上でもその手がかりが得にくいという事情がある。したがって、得られた情報を

貴重な素材としてさまざまな角度から分析し、検討することが必要となっている。

　本研究は、そうした事情を念頭に、平成 27・28 年度に子どもの虹情報研修センターに

おいて行った「嬰児殺に関する研究」で取り扱った事例を再度取り上げ、必要に応じて他

の嬰児殺事例も加え、いくつかの手法を用いて分析、検討を試みることで、嬰児殺防止に

寄与することを目的としたものである。

　各節は、当センターで勤務する 3 名の研究員等が共同研究者となり、相互に討議しつつ、

それをふまえて各自が分担執筆した。筆者は、研究代表者として全体の進行について適宜

報告を受けながら、その都度意見を述べるにとどまっており、これらの成果は全て各節の

執筆者に帰属する。したがって、それぞれの論考で示された共同研究者の考察に筆者がさ

らに付け加えるのは蛇足とその誹りを免れず、差し控えるが、既述したように、嬰児殺を

防止する上では、さまざまな角度からのアプローチが必要であり、そうした取り組みの一

つとして参考にしていただければ幸いである。

川﨑　二三彦
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